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大盤那遺跡は撃　水海道市大生郷に造成される太豊郷工業団地内に確認された

埋蔵文化財の包蔵地であります。この調査に当たり9　茨城県教育委員会は9　日

本住宅公団の委託により大盤那遺跡調査会を設立し9　昭和50年度から昭和5温年

度にわたり発掘調査を実施しました。

昭和52年度より9　茨城県教育委員会は県内各地の開発事業の進展に伴う埋蔵

文化財の発掘調査の増加に鑑み9　財団法人　茨城県教育財団に調査課を設置し撃

埋蔵文化財の発掘調査及び整理事業を実施することになりました。

本報告書は9　太生邪遺跡調査会が発掘調査を実施した大盤郷遺跡の調査結果

を茨城県教育財団が引き継ぎ9　昭和56年度に整理し9　集録したものであります。

本書が9　原始◎古代文化解明の一環として学　より多くの方々に御活用いただ

けるよう希望いたします。

なお9　調査及び整理にあたりまして御指導ゆ御協力をいただいた茨城県教育

委員会◎水海道市教育委員会はじめ各関係機関ならびに地元関係者各位に対し

深く感謝の意を表します。

昭和56年9月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　竹　内　　　藤　男



言

1・本書は日本住宅公団が施行する茨城県水海道市大生邪町における大生郷工業団地造成事業区

域内の埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2・調査は日本住宅公団の委託によ生　大生郷遺跡調査会が昭和50年12月から昭和52年3月まで

の期間実施した。

3・発掘調査は太生邪遺跡調査会調査員川俣富之助e小室勉e桜井二郎が担当し，調査期間中，

茨城県教育委員会e水海道市教育委員会e他関係機関及び地元有志ならびに多くの研究者から

御協力を得た。

4・出土遺物等の整理作業は，調査期間中に上記担当調査員が当たり，それを引き継いで財団法

人茨城県教育財団本部調査課調査員桜井二郎が担当し，本書の執筆をした。

5・挿図に使用した記号は下記の通りであり，遺構実測図の方位はすべて磁北である。

S工　住居跡　　　SK　土　壌

6・調査によって確認された遺構は，中調査区を仮称番号とし，住居跡はM41－1H…，土境はA

2－1Pとして表示したが，その後整理の段階で時代ごとに番号をつけ直した。
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第且茸　調査の経緯

窮　節　調査臆量る経過

昭和48年3札　日本住宅公団は水海道市大生郷地区に総面積73haの工業団地造成事業計画を決

定し9昭和49年3札「日本住宅公団の事業施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」

（昭和40年6月22日…文化庁と調印）にもとづいて，上記地区内の埋蔵文化財の有無を茨城県教

育委員会に照会した。

同年5札　県教育委員会はこれを受けて水海道市教育委員会と同地区内の分布調査を実施し，

A e B。C地区からなる遺跡，約37，000mZを確認し，この旨を日本住宅公団に回答した。その取

扱いについて日本住宅公団から県教育委員会に申し入れがあり，その胤県教育委員会e水海道

市教育委員会は保存の方向で日本住宅公団と再三協議を重ねたが，現状保存は困難であるため，

発掘調査のうえ記録保存の措置を講ずることで合意し，文化庁に報告した。この結風県教育委

員会は昭和50年11月17日，関係各課e県西教育事務所e水海道市教育委員会等関係者で構成する

大生郷遺跡調査会を発足させ，発掘調査を実施することになった。

大生郷遺跡調査会の構成

i役 名
氏　　　 名 職　　　　　 名 期　　　　　 間

会　 長 成　 瀬　 孟　 男 県教育委員会教育長 昭和50。1工 17－516　3 。31

大　 金　 新　 一 同　　　 上 昭和51。 4 。 1 －52。 3 。31

副会長 大　 金　 新　 一 県教育庁教育次長 昭和50。11。17－51。 3 。31

塚　 越　 喜一郎 同　　　 上 昭和51。 4 。 1 －52。 3 。31

理　 事 滝　 田　 源三郎 県文化財保護審議会委員 昭和50。1工 17－52。 3 。31

塚　 越　 喜一郎 県教育庁参事 昭和50。11．17－51。 3 。31

張　 番　　　 勇 同　　 上・ 昭和50。11。17－52。 3 。31

鈴　 木　 友之介 県総合開発部開発計画課長 同　　　　　　　 上

大　 貫　　　 力 県教育庁企画室長 同　　　　　　　 上

川野辺　 四　 郎 県教育庁総務課長 同　　　　　　　 上

板　 垣　 久　 敬 県教育庁文化課長 昭和50。11。17－51。 3 。31

島　 田　 孝　 一 同　　　　 上 昭和51。 4 。 1 －52。 3 。31

永　 塚　　　 進 県西教育事務所長 同　　　　　　　 上
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小　 林　　　 伝 水海道市教育委員会教育長 昭和51． 4 ． 1 －52． 3 ．31

高　 橋　 杏　 ニ 県教育庁文化課副参事 同　　　　　　　 上

監　 事 横　 田　　　 勇 県教育庁総務課長補佐 同　　　　　　　 上

小　 橋　 和　 男 水海道市教育委員会総務課長 同　　　　　　　 上

幹　 事 高　 橋　 杏　 二 県教育庁文化課長補佐 昭和50。1工 17－5工　 3 ◎　31

大　 森　 信　 英 県教育庁文化課文化財第二係長 昭和50．11．17－52． 3 ．31

冨　 田　　　 博 県西教育事務所社会教育課長 同　　　　　　　 上

保　 多　 正　 五 県西教育事務所社会教育主事 同　　　　　　　 上

岡　　　 政　 夫 同　　　　　　　　 上 同　　　　　　　 上

高　 野　　　 拓 県教育庁文化課庶務係長 同　　　　　　　 上

飯　 島　 弘　 道 県教育庁文化課主幹 同　　　　　　　 上

伊勢山　 司　 郎 県教育庁文化課主幹 昭和5工　生 1 －52。 3 。31

須　 藤　 武　 男 水海道市教育委員会社会教育課長 昭和50。11。17－52。 3 。31

片　 岡　　　 蕃 水海道市教育委員会社会教育係長 同　　　　　　　 上

堀　 込　　　 昇 水海道市教育委員会 同　　　　　　　 上

五木田　 大　 樹 同　　　 上 同　　　　　　　 上

川　 俣　 吉之助 県教育庁文化課文化財保護主事 同　　　　　　　 上

細　 谷　 弘　 一 同　　　　　　　　 上 昭和50．11．17－51． 3 ．31

豊　 田　 雄　 義 同　　　　　　　　 上 昭和51。生 1 －52◎　3 。31

大　 塚　　　 博 同　　　　　　　　 上 昭和50。1工 17－52。 3 。31

高　 根　 信　 和 同　　　　　　　　 上 同　　　　　　　　 上

山　 本　 貴　 之 県教育庁文化課主事 同　　　　　　　 上

嘱　 託 小　 室　　　 勉 太生郷遺跡調査会調査員 同　　　　　　　 上

桜　 井　 二　 郎 同　　　　　 上 昭和51。 4 。 1 －52。 3 。31

岩　 本　 みつ江 太生郷遺跡調査会事務員 同　　　　　　　　 上

第2節　調査の経過

昭和50年11月17日に大生郷遺跡調査会が発足し，発掘調査に係る諸準備を行い，12月10日，水

海道市大生郷町字後中丸地において，茨城県教育委員会。県西教育事務所e水海道市教育委員会

等関係者の臨席を得て鍬入式を挙行した。

12月中旬より調査区城内の上物除去作業を開始する。
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第2図　調査区域地形図　I
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第3図　遺　構　全　体　図
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筑5臍　蹴軋区・全測域

地区設定は，調査対象

区城内の任意点（日本住

宅公団による基準杭No．A

17）を基準として磁北線

に沿って，遺跡内を10m

四方の中調査区に分割し

西から東へA～R，北か

ら南へ1～47の地区に分

け北西の座標を地区名と

し，昭和51年1月より調

査区域内の杭打ち作業を

実施する。調査はA地区

とB地区の接点がほぼ中

心部にあたるため，B地

区の北部より南部に向か

う方法を取り，終了後は

A地区の南部より北上す

る方針で発掘調査計画を

たてた。

B地区の北側は比較的

遺物の散布が稀薄であっ

たため杭打ちをした中調

査区（10mXlOm）内に

2本のトレンチを設定し

て調査を進める。

3月上旬までにB地区の北側に設定したトレンチの発掘調査を完了した。検出された遣物は少

量で，遺構もほとんどみられなかった。しかし，B地区のほぼ中央部N38区からほ，縄文時代前

期に比定される土器を伴う地点貝塚が確認され，その地区周辺の拡張作業を行い，この地区以南

はグリッド（8mX8m）による発掘調査を実施した。

その結果，M41区において一辺11m程の方形プランで古墳時代に比定される大型住居跡が検出

された。その後3月末日までに確認された遺構は，縄文時代前期に比定される住居跡が6軋古

墳時代中期に比定される住居跡がM41区に確認されたものを含めて3軋　歴史時代の小型方形の

－7　－



解　団　調査区域地形図I棋院地区∋

住居跡が2軒確認された。臓潮酎

昭和51年4札　前年度に調査した遺構の継続調査と新しい遺構の検出e拡張作業を行った。

5札　B地区（10，542m2）のグリッド発掘を完了した。

6札　B地区の遺構精査とあわせてA地区（22，298mZ）の上物除去，杭打ち作業を行い，南側

はトレンチで，中央部はグリッド，さらにその北側は遺物等の分布状況からトレンチで発掘調査

を実施した。

7月～8札　A地区は面積のわりに比較的遺物。遺構の分布が稀薄であり，確認できた遺構は

縄文時代中期に比定される遺構が1軋　古墳時代中期に比定される住居跡が5軒ほどみられ9　他

に古墳時代中期に比定される土壌を1基確認した。しかし，炎天下の中での調査でなかなか進展

－8－
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がみられなかった。臓湘酎

9札　A地区の調査およびその周辺の分布

調査により，A地区の北西約50mほどの地区

をD地区（2，700m2）として追加し調査を実

施することになった。

10札　D地区の調査を実施した結乳確認

された遺構は縄文時代前期の住居跡1軒と土

壌1基，古墳時代中期の大型住居跡など住居

跡2軒を検出できたが，いずれもトレンチャ

一等による挽乱が激しい。臓潮酎

A◎B◎D地区を調査した結果，A地区の

中央部には遺構等が少なく，B地区の南部よ

りに多くの住居跡が位置していることが判明

し，集落の分布は南部中心であり，公団と再

度協議した結乳　B地区の排土置場に指定し

ていた南東部を拡張区として1，500mZほど追

加して調査をすることになる。これにより確認された遺構は縄文時代前期の住居跡が3軋古墳

時代中期の住居跡が2軋　歴史時代の住居跡が4軒確認され9　それぞれ調査を実施した。

11月～12札　B地区のさらに南東約750m程の谷津を越した位置にあるC地区（4，673m2）の調査

を実施したが挽乱等がひどく遺構を確認することはできなかった。C地区の調査期間の短縮によ

り，その後A地区およびB地区の補足調査を12月下旬まで行い，予定地内の発掘調査作業を終了

した。

その後3月末日まで出土遣物等の整理を行い，現場事務所を撤収し，昭和50年11月から昭和52

年3月までの約17ヶ月を賛した太生郷遺跡の発掘調査は終了した。

－9－



第2章　遺跡の立地と環境

第瑠節　遺跡の億置藍地形

水海道市は県の南西部に位置し79。62km2ほどの面積を有し，周辺の市町村とともに近郊整備地

帯の指定をうけている。市城には鬼怒川をはじめとして小貝川。飯沼川などの河川が屈折して南

流し，猿島台地の段丘面を複雑に開析している。猿島台地の段丘面は標高15－24mほどの低位で，

水田面との比高は10m内外である。臓潮郵

太生郷工業団地造成事業は水海道市北西部の石下町に隣接する地域に予定され，大生郷遺跡は

鬼怒川と飯沼川にはさまれた水海道市大生邪町字後中丸に位置している。鬼怒川e飯沼川の両河

川によって19～20mの段丘面は複雑に開析され，段丘は急崖によって谷津に画している。遺跡全

体はほぼ平坦な地形を里し，谷津の各所に湧水点を観察することができる。

大生那遺跡の調査対象面積は約40，000m2ほどで，A～D地区に分割して調査を進めた。調査方

法等については前述したが，次に各地区についてその位置をのべる。

A地区は調査対象地城の北部に位置し，飯沼水系から樹枝状に入りこんだ支谷に西面している。

調査区城内はほぼ平坦で9　標高は19－21mほどである。A地区の南部には小支谷が東に入りこみ，

谷頭部にB地区が設けられた。B地区も調査区域内はほぼ平坦をなし，標高はA地区同様に19～

21mほどである。C地区は東南にのぴた支谷の谷頭部に設定し，標高は21mほどである。D地区

はA地区に隣接した北西部に設けられ，北にのびた支谷の谷頭部の東に位置している。臓潮酎

第2節　歴史的環境

蛇行して商流する鬼怒川と飯沼川にはさまれた標高21mほどの低位の段丘上には，大生郷遺跡

をはじめ多くの遺跡が点在している。

水海道市内には現在のところ先土器時代に編年されている遺跡。遣物は発見されていないが，

縄文時代になると多くの遺跡の分布がみられる。この地域は貝塚の分布などにもとずいた海進。

海過の研究にも重要な地域であり，古鬼怒川流域における汀線の変動が貝塚の形成にも密接な関
－－－、－　一

係のあったことを示唆している。太生那遺跡の南東部に位置する花島貝塚は，昭和16年に日本古

代文化学会によって調査が行われ，貝殻条痕文系土器を主体とする貝塚であることが判明し，ヤ

マトシジミを中心としてサルボウ。マガキ。ハマダリ。オキシジミ　eシオフキなどが出土してい

る。（1）

－10－



鑑鋸璧　大生卸追跡と周辺の辻跡

周　辺　遺　跡　の　分　布

No． 県番号 遺　 跡　 名 時　 代 時　　　　 期 備　　　　　　 考

1 3009 古間木遺 跡 縄 ・古 縄 （前）

2 2398 神子埋古墳群 古 後 円墳66　　 埴　 輪

3 2404 宮　内　遺　跡 純 e古 縄 （前 e中） 富内貝塚を含む
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4 3002 花　 島　遺　跡 古

5 3519 上新 田遺 跡 縄 後

6 2360 花 鳥古墳 群 古 円墳5

7 2357 花　島　貝　 塚 縄 早

8 2363 築　地　 貝　塚 縄 早

9 3001 築　地　 遺　跡 純 後 e晩 昭和2時　 清水潤三氏発掘（貝柄山貝塚）

10 3518 上　 目 ：遺　跡 ！純 ・歴 縄 （後）歴 （須）

11 2354 太生郷 貝 塚 純 ！後

12 3520 内久 根遺 跡 純 後

ま3 2355 天 目山貝塚 縄

14 3523 大 塚 山古 墳 円　 墳

15 3003 大 日山遺 跡 古

16A 3521 満蔵 A 遺 跡 純 後

16B 3522 酒蔵 B 遺 跡 古

17 2364 横 曽根貝 塚 純 早 ・前 ・後 ヤマ トシジミ（貝塚貝塚）

ユ8 3524 貝　塚　 古　 墳 古 埴　 輪

19 貝　塚　 遺　跡 純

20 2358 七ッ塚古墳群 古 前方後円1　 円墳 7
昭和38年　 上智大学発掘

21 2356 権現 塚古 墳 古 円　 墳

22 2359 豊　 岡　古　 墳 古 円 墳　　　　　　 ‾！

花島貝塚の南には築地貝塚e築地遺跡が位置し，築地貝塚は貝殻条痕文系土器を主体とする小

貝塚が点在していたといわれている。築地遺跡は，中期から晩期に形成された遺跡であり，昭和

28年に慶應義塾高等学校歴史学研究会によって発掘が実施された。（2j

大生郷遺跡の南には太生郷遺跡と同様に飯沼水系に西南して大生郷貝塚があり，昭和34も県

立水海道第二高等学校によって発掘が行われた。その結乳　後期から晩期にかけて形成された貝

塚であることが判明し9　土器。石器のほかに多くの骨角器などが出土した。さらに，大日山貝塚e

横曽根貝塚などが点在している。また，縄文時代の遺跡としてほ上新田遺跡。上目遺跡e内久保

遺跡e酒蔵A遺跡などがあげられる。

弥生時代に編奪される遺跡の分布はそれほど顕著には認められず，花島遺跡e横曽根遺跡にわ

ずかに土器片が確認されているだけである。

古墳時代から歴史時代にわたる集落の分布は，縄文時代の遺跡と複合して確認される場合が多

く，花島遺跡◎上目遺跡の大日山遺跡¢酒蔵B遺跡などが知られている。古墳の分布も多くみら
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第9図　大　生　郡　遺　跡　現　況　図



れ，古墳群を形成しているものには花島古墳群〇七ツ塚古墳群などがある。貝塚の発掘例と同様

に古墳の発掘例も多く，上智大学による七ツ塚古墳群の調査などがあげられる（：）七ツ塚古墳群は

前方後円墳1基と円墳6基からなる古墳群で，主体部は竪穴式石室。横穴式石室e箱式石棺e粘

土榔などがあり，変化に富んだ古墳群であることが判明した。このほか，調査された古墳として

は貝塚古墳e大塚戸篠山古墳群などがあげられ，多くの副葬品が発見されている。

このほか，内守谷町本郷遺跡からは土師器e須恵器とともに鉄棒e羽目。砥石などが出土し，

奈良時代から平安時代頃の踏輯跡と考えられている。

古代においては耕土面積がそれほど多くなかった当地方において，鬼怒川の飯沼川（広河の江）

流域の墾田が進められ，集落の定着が多くみられるようになったのは平安時代以降と考えられる。

（筑臣瑠）

第3節　遺　跡　の　地　質

日本住宅公団によって太生郷工業団地造成に伴う造成地内の土質調査が行われた。調査地点は

第9図に示したように10地点である。その内答は台地部に5ヶ琉　谷津部に3ヶ軌　台地の裾部

に2ヶ所ほど選んで柱状図を作成した。

各調査地の地質構成は9　台地部と谷部では異なった地質構成を示し，台地部では洪積層に限ら

れ，上位より関東ローム層e凝灰質粘土層および砂質土層からなる常総粘土層があり，その下

層に砂層を主体とした成田層がみられる。各部分についてみれば関東ローム層は台地にほぼ平坦

に分布し，台地の裾部に位置するB－6e B－9地点では確認されていない。関東ローム層の下

の常総粘土層は，上層から凝灰質粘土層e砂質土層e凝灰質粘土層とな生　B－l e B－2地点

では下部の凝灰質粘土層が欠如している。この層は，西から東の方向へゆるやかな傾斜を示して

いる。さらにこの層下の成田層は，粘性土層および砂質土層からなり，西側地区においては砂層

によって構成され，東側地区では粘性土層e砂層の層序がみられる。したがって，この太生郷地

区の成田層は，東側にむかって粘性土層が次第に消滅していると推定される。

谷部は，泥炭層ないし腐蝕土層e粘性土層によって構成され，全般的に上流から下流に向かっ

てゆるやかな傾斜面を形成している。臓欄酎

これらの地質調査によって得られた結果により，A地区H22区に土層観察用のテストピットを

穿ち，とくに上部ローム層の観察を行った。第1層は15～2伽mほどの耕作土層で，その下部に関

東ローム層が堆積している。ローム層は前述の調査例によれば2～2．1mほどの堆積を示してい

る。第II～Ⅳ層は立川ローム層に比定され，第m層に有機質を含む暗褐色土層が30～4（丸mほど堆

積し，火山活動の休止期間と推定される。さらに第Ⅴ層は武蔵野ローム層に比定されるものであ
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第10図　大生郷地区土層調査図

ろう。（第11図）

大生郷遺跡において検出されている住居跡群は，第II層を掛）こんで構築されてお男住居跡

内の柱穴は，第汀I層に達しているものもみられる。
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第11図　大生郷遺跡の地層

参考文献および引用文献

『図説水海道市史』
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第3章　遺構　と遺物

太生邪遺跡から検出された住居跡は9南より樹枝状に入り込む小支谷の東側台地に散在してみ

られ，とくに南側小支谷の谷頭の奥に集中し，総計29軒ほどである。そのうち縄文時代の住居跡

は11軒で南地域に多く確認され，古墳時代は12軒で散在しており，歴史時代は6軒ですべてB地

区の南部に位置している。そのほか縄文時代の地点貝塚1基e土壌1基e古墳時代の土壌1基が

確認されている。臓潮酎

（住居跡など遣構内の土層については，下記のように統一した。）

1　表　土　層

2　黄　色　土

3　明褐色土

4　淡黄褐色土

5　黄褐色土

6　赤褐色土

7　茶褐色土

8　褐　色　土

9　暗褐色土

10　黒褐色土

11黒　色　土

12　地　　　山

K　撹　　　乱

大生郷遺跡から出土した遺物は土器類が主体であり，縄文土器e土師器e須恵器などがみられ

る。また9遣構内から出土したものがほとんどであり，各調査区内から出土したものは少ない。

遺構e遺物については各時代ごとに説明するが，縄文土器について大別すると，胎土中に繊維

を含むものと含まないものに分類することができ，これらの土器の特徴によって全体的に類別し，

さらに各遺構ごとに説明を加える。土師器e須恵器に関しては，表としてその特徴を記す。

縄文土器分類

I辟　胎土中に繊維を含むもの

1類　沈線文を主体とするもの

1種　コンパス文がみられるもの

2種　波状文および曲線文がみられるもの

3種　直線状文。平行沈線文がみられるもの

4種　柄歯状文がみられるもの

5種　その他

2類　縄文を主体とするもの

1種　単節縄文がみられるもの

2種　羽状縄文がみられるもの

3種　無節および無節の羽状縄文がみられるもの

4種　その他

ー18－
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第1節　住　　居　　跡

1．縄文時代

第1号住居跡（第12匡l）

位置　B地区の南部（G48区）に位置し，近接する縄文時代の遺構は，北東部に第2号住居跡

さらに北方には第5号住居跡がみられる。

規模　N－83。一E　長軸5．6m　短軸5．1m　平面形状　楕円形　　面積19．6m2

各部の状況　壁はいずれもゆるやかな立ちあがりを示す。壁高は24～2＆：mほどで，西壁部が高

a2包む－

第12図　第1号住居跡実親日図
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第17図　第1号住居跡出土遺物（5）

く東壁部がやや低い。また，東南壁部が一部

はりだしている。床はほぼ平坦であるが，北

側が少しくぼみ，全体的にやや軟弱である。

西壁および南壁よりの床に少量の焼土が確認

されただけで，炉は検出されていない。

柱穴　南壁に接してPl～P。がみられ　直径

は2おm内外で深さ10～3女mほどである。その

他にピットは検出されていない。

覆土　上層は暗褐色土で，下層は多量のロ

ーム粒子を含む黄褐色土がみられる。自然流

入の堆積状況を示している。

遺物出土状況　遺物は覆土および床面より

出土し，ほとんどが住居跡中央部の覆土中か

ら出土している。

遺物（第13図～第17回）

本跡から出土した土器群は，ほとんどが破片で住居跡中央部の覆土中より出土したI群土器で

ある。

第13図1～10は1類1種であり，1・2・5・7・9はコンパス文がややくずれたもので，器

面は全体的に丁寧に整形されている。同図12～15は1類3種で，半裁竹管による直線文と鋸歯状

文の組み合わせがみられる。同図24－28は格子状の沈線がみられ，さらに，同図29～34も半裁竹

管による平行沈線文がみられ，38・39には刺突文が認められる。35～37はI群1類4種の土器で

横位に小さな波状の櫛歯状文が施されている。16－19は単軸絡条体による木目状文がみられ，20

～23は貝殻腹緑文が施文されている。

第14図一第16図は2類土器群で，第14図1～10は縄文を地文として半裁竹管の平行沈線文が横

位に地文されている。同図11～41・第15図1～12は2類1種の土器で，0段多条のものも含まれ

る。第14図11・12は口綾部に小突起を有し，13・14は口唇部にスリットが認められる。第17図1

は器形が推定される唯一のもので，口径27．Cbm・底径9．8cm・推定器高38．3：mの深鉢形土器である。

口綾部はやや外反してたちあがり，胴部は胴上部がくびれて底部に移行し，底部はややあげ底状

を呈している。文様はRくEの縄文が器面全体に施文され，焼成・胎土ともに良好である。第15図

13～25は2類2種の土器群で，羽状構成は横位あるいは縦位にみられる。
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第15図26～40は無節縄文の土器群であり，第15図29は口辺部に刺突文がみられる。第16図1～

21は無節縄文による羽状構成を示した土器群であり，単節羽状同様横位◎縦位などみられる。

第16図22～31は底部片であり，22の31など大形の底部片もみられる。

全体的に器形は深鉢形土器片であり，一般的に沈線文など有する土器群の方が焼成◎整形とも

に良好である。

第　号健贋跡　第臓図3

億置　B地区の南部（L45区）に位置し，東側に第3号住居跡が隣接している。

規模　N－280－W　長軸6．46m　短軸5．65m　　平面形状　隅丸万形状　　面積　約38mヱ

各部の状況　壁はほとんどゆるやかな傾斜を示して立ちあがっているが9　北壁はほぼ垂直に立

ちあがっている。壁高は23－3（丸mで北部が高く9　南部がやや低くなり9　南西壁は視乱を受けて不

明瞭である。南東壁部をのぞき，ほぼ等間隔に壁柱穴を有する。床はほぼ平坦で北側がややくぼ

む。中央やや北側の床面に半円形状の焼土が検出されているが，焼土の量はそれほど多いもので

はなく，炉は確認されていない。

櫨究　壁柱穴と主柱穴がみられ，主柱穴は9　対角線上に位置するPl～P5が考えられる。直径は，

20～4（丸m内外で，深さ10～30cmをはかる。

覆藍　上層はロームブロック混りのしまりを持つ黄褐色土で，下層は多量のローム粒子を含む

黄色土がみられる。自然流入の堆積を呈している。

過飽出藍状況　ほとんどが中央部付近の覆土中から出土している。

遺物（筑冊周～琵飢摺）

本跡から出土した土器群は9　ほとんどが破片で住居跡中央部の覆土中から出土したⅡ群土器で

ある。

第19図1－15は1類2種の土器群であり，半裁竹管を使用したもの，三本同時施文したものな

どがみられる。167◎12は直線的な文様であるが，そのほかは曲線的な要素が多く，4～6は

やや曲線的な鋸歯文がみられる。同図17は木目状文を地文に半裁竹管による横位の沈線がみられ

18－20は貝殻腹経文がみられる。

第19図21－436第20図〇第21図は2類土器で，第19図21～23は縄文を地文として口辺部に竹管

刺突のみられる21。22と有節沈線がみられるものがある。同図24～43。第20図は2類1種で

あり0段多条のものも多く含まれる。器形は深鉢形土器であり，口綾部の形態にも種々みられる。

第21図1－15は2類2種の土器群で，原体を交互に何段にも重ねて施文しているものもみられる。

同図16～30は2類3種であり，16－29は無節を呈し，30は羽状構成をなしている。
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第18図　第　2　号住居跡実測図
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第　号住居跡　舞踊図3

億置　B地区の南部（L45区）に位置し，西側に同時代の第2号仕官跡が接し9南壁の一部は

第ユ2号住屠跡によって切られている。

規模　N－840－W長潮5m　短軸3・5m　平面形状　南が勘2号住居跡によって切られて

いるため不明であるが9現況では長方形を里していると考えられる。面積　は2m2

番部の状況壁はゆるやかに立ちあが畑壁高はユ0～2短m内外で北壁の一部がはりだして

いる。南壁は古卿寺代の勘2号住居跡によって切られている。床はやや凹凸がみられるがほぼ平

坦で東壁に撹乱がみられる。炉は検出されていないが9中央部付近に少量の焼土がみられた。

櫨究　南東コーナー部にPlがみられ9直径は3おm9深さ挽mほどで，その他にピットは検出さ

れていない。

啓藍上層は暗褐色も下層は褐色土で少量のローム粒子を含み，撹乱が入り複雑な堆積状況

を呈している。

遺物出藍状況　遺物はほとんど住居跡中央部の覆土中より出土している。

尊の傲　本住居跡の北軌5mに9不定楕円形状を呈する土壌状の授乳境がみられるが9覆土

の堆積状況より9後世の所産と考えられ9当住居跡との関連は考えられない。

遺物　第錮ゆ　報郡

本跡から出土した土器群は9ほとんどが破片で住居跡中央部の覆土中から出土した‡群土器で

あり9遺物巌はそれほど多いものではない。

第23酎～509810は半裁竹管による直線文を主体とした　ので9m～15は細線によって格

子状文が施文されている。また9　8には波状の櫛歯状文がみられる。

そのほかほとんどは2類土器で，2類1種は第23図19～47がみられ9　0段多条のものも含まれ

る。2種は第24図1～5があり9　4e5は附加条の原体がみられる。

3種は6～20がみられ914018の19が羽状構成をなす。2巨28は器面の繊維痕のため文様が不
脚鞠晦‰腕‰㌦

鮮明である。

これらの土器の焼成はそれほど良好なものではないがヲ　第24図21～28は器面に繊維痕がみられ

焼成は槻雑である。

解　骨健贋静　解錮固さ

億置　B地区の南部（N44区）東端に位置し，南壁の一部を竃をもつ第28号住居跡によって切

られている。
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第22図　第　3　号住居跡実測図
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規模　N…350－W　長軸6．3m　短軸5．6m　平面形状　北東隅がやや丸まる長方形状　面積

24Ill・一

番部の状況　壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり9　壁高は45～6伽mで北が高く9　西が低くなってい

る。床はほぼ平坦であるが9　中央部付近が若干凸状をなす。炉は確認されていないが9　西および

東の壁ぎわに少量の焼土が看取される。

櫨究　2ヶ所確認されるのみである。Plは直径34～4（如内外で深さ3艶m9　P2ほ直径2鉦m内外で

深さ4駈mをほかる。

覆藍　上層が褐色土，下層が暗褐色土で多量のローム粒を含んでいる。自然流入的な堆積である。l

遺物出藍状況　遺物は多量の縄文土器片で覆土および床面より出土し9　ほとんどが住居跡中央

より西側の覆土中から出土している。

通観　第錮図～第鏑固さ

本跡から出土した土器はほとんどが破片であり9　住居跡中央部から西側にかけて覆土中から多

く出土している。出土墓もかなり多ら　すべて‡群土器であるが，2類土器を主体としている。

第26図182はコンパス文がみられ9　3～紺まコンパス文の退化した沈線文である。12～18は

半裁竹管あるいは三本同時施文の波状文がみられ，21も同種のものであり，胴部には縄文がみら

れる。22～268第27図1～27は半裁竹管による直線文を主体とし督　文様を構成している。第26図

27～39は細い沈線による格子状文がみられるもので，それらが不規則に施文されているものもみ

られる。第27図36－38は1類4種の櫛歯状文がみられる土器群であり9　第27図28～35は貝殻腹経

文がみられる。第28図～第34図は2類土器であり9　かなり太形の土器片も含まれている。第28図

1～30e第29図1～36e第30図1～36e第31図1～34は1種の土器群で9　0段多条のものも含ま

れる。第28図1は口辺部にスリットがみられ9　2は0段多条のRLの縄文地を有し9　口辺部に横

位の沈線文が施文されている。また9　3～5の口唇部には浅いスリットがみられる。口綾部の形

状も種々で直線的に開いて立ちあがるものや口辺部で内反するものなどもあり学　外反して立ちあ

がるものが多い。さらに9　口唇部の断面形もやや尖るもの，直線的なもの9　曲線的に丸みを有す

るものなどに分けることができる。

第32図1～306第33図1～15は2種であり9　羽状縄文を有する土器群である。第32図1～2ほ

口辺部に有節沈線文を有し，同図3は沈線文が施されている。羽状構成も横位のものと縦位のも

のがみられ，また9　羽状縄文を菱形状に施して文様的効果をあげているものもある。第32図28には

ループ文がみられる。羽状縄文の中には明確に結束が判明するものとラ　原体の施文方向を変えて

羽状構成を作出しているものとがある。また9　羽状縄文が丁寧に施されているものとそうでない

ものがあり，全体的にみて羽状構成がやや粗雑化してきたようにみられる。
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第鏑凰　第　　号健贋跡実測図
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第33図16－27・第34図1～27は無節縄文の3種であ生　第34図15～27が羽状構成を示している。

第33図16はロ緑部に小突起を有し，17は口辺部に幅2cmほどの無文帯がみられる。また，同図23

は上部に三本同時施文の鋸歯状の沈線文がみられる。第34図16～22などは結束の状態が把握され

るもので，22は部分的に菱形状文がみられる。無節縄文には一般的なもののほかに，細い原体を

使用しているものも認められる。第35図5－8
はR（封の異節斜縄文である

第35図9－35は底部片であるが，9は浅鉢状を呈している。底部中上げ底状のものもみられる。

第5号住居跡（第36図）

a

第36図　第　5　号住居跡実測＝図
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億置　B地区の南部（I43区）に位置し，近接する縄文時代の遺構は北側に第6号住居跡，さ

らに第7号住居跡がありほ圭「∴直線上に並んでいる。

規模　N－80－E　長軸6・3m　短軸5遁m　平面形状　楕円形　面積ユ5．8m2

番部の状況　壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり，璧高は2（如内外で9東壁外辺部の一部がはりだ

している。壁下には，壁柱穴がほぼ等間隔に配され9床はほぼ平坦である。床面の中央やや北よ

りのPlに接して少量の焼土がみられるが，炉と考えられる。

櫨究　Pl～P5の5ヶ所が考えられ9主柱穴はPl～P3で直径25～3誌m，深さは30～紙m内外であ

る0床面に他の小穴がみられるが9これらは補助的なピットと考えられる。壁柱穴の間隔は40～

7伽m内外で9最大幅は北壁で1m9最少幅は西壁で3駈mをほかる。深さはほぼ独m内外で，同心

円形状に配されている。

啓藍　上層が褐色土で9下層壁ぎわにはローム粒子を多く含む黄褐色土が流入している。

過勤出藍状況遺物はそれほど多くはをいが，中央部から南にかけての覆土中に検出された。

遺物　窮開園ラ

本跡から出土した土器はほとんどが破片であり9住居跡中央部から南にかけての覆土中から出

土している。出土量は少なく9すべて第‡群土器である。

第37図1～3ほ1類1種であり9平行沈線とコンパス文が文様常を構成している。4～8は平

行沈線文を主体としたもので3種とすることができる。

9～25は2類1種の土器群で9原体が太いものもみられ，0段多条のものも含まれる。26◎27

は2観29～33は3種であり，34～37は底部である。

出土量は少ないが9全体的に焼成など粗雑なものはみられない。

第　号住居跡　第鍼固さ

億置　B地区の南部（I42区）に位置し9南に第5号住居跡，北に第7号住居跡がみられる。

規模　N」0－E　長軸5・8m　短軸503m　平面形状　東側南北コーナーは丸味をもち，西

南コーナーがやや張りだし直角状を呈する隅丸方形。面積　組9m2

番部の状況　壁は外方に開いて立ちあがり9壁高は14～20cmをほかる。西南壁が一部はりだ

し9東壁の一部は挽乱を受けている0この住居も第5号住居跡と同様にほぼ等間隔に壁柱穴を配

し9中央部にむいて550～650内外の角度を有する○床はほぼ平坦で9中央のやや北よりに焼土が

みられる。

櫨究　中央やや西よ牝方形状の大きめのピットがみられるが，他は小さく円形状に配されて

いる。Plは直径5おmの方形状に掘り9その西側に柱痕がみられ，深さは8短をはかる。他のピッ

ー48－



卜P2～P．。は，ほぼ同様なタイプで，直径2仕m内外，深さ30～5仕mである。

覆土1は表土層で，住居中央付近の9は少量のロームブロックを含む暗褐色土で，9の両側

は黄褐色土がみられる。壁ぎわの2はロームブロックを含む黄褐色土で，自然堆積の流入と考え

られる。

遺物出土状況　中央やや西よりの覆土上層面に多くの土器片が検出されている。

a旦蜘

第38図　第　6　号住居跡実測図
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遺物（第39図～第41回）

本跡から出土した土器はほとんどが破片であるが，器形が推定できるものも含まれる。土器は

住居跡中央部西よりの覆土上層に多く出土し，すべて第I群土器である。

第39図1～3は1類1種であり，1はロ縁部の形状が推定されるもので，推定口径4九mほどの

大形の深鉢形土器である。口縁部は波状を呈し，突起から垂下する平行沈線がみられ，区画内は

コンパス文が地文されている。2はコンパス文と平行沈線を交互に施し，縦位の区画がみられる。

4～11は直線的な平行沈線文などがみられる3種で，9・10は鋸歯状文が施されている。

同図12－15は，単軸絡条体による木目状文がみられ，14は上部に庄痕文らしきものが施されて

いる。

同図16～26・第40図1～16は2類1種の土器群で，第39図19は器形が推定される。口径は2＆：m

ほどで，口緑部はゆるやかに開いて立ちあがる深鉢形土器であr），器面全体にはR＜とが施文さ

れている。

第40図17～29は2種の土器群であり，18は頸部が「く」の字状に屈曲している。羽状構成も結

束によるものと，回転方向を変えたものもみられ，菱形を呈する部分もみられる。

第41図1～4・6は無節の羽状縄文がみられるもので，1は器形が推定できうるものである。

口径は2おmほどで，口綾部は大きく内反した深鉢形土器である。口辺部には半裁竹管による鋸歯

様の文様帯がみられ，下部には無節の羽状縄文が施文されている。

第41図7－9は底部片である。
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第7号住居跡（第42図）

位置　B地区の南部（I42区）に位置し，西北に傾斜のゆるい谷津が入る。東北55mに地点貝

塚がみられるが，これより以北に同時期の住居跡は確認されていない。

規模　N－4。－E　長軸5．7m　短軸5．4m　　平面形状　南東コーナーがやや張りだす隅丸方

形　面積　約21．1m2

各部の状況　壁はやや外方に開いて立ちあがり，壁高は2仕m内外である。壁下にはほぼ等間隔に

申　　　　　　　　字M

第42図　第　7　号住居跡実測図
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第45回　第7号住居跡出土遺物（3）

壁柱穴を有し，中央部に向いて50。内外の角度をはかる。直径は10cm内外でそれほど大きいもの

はみられない。床面はほぼ平坦であるが中央付近が浅い凹状をなす。床中央の北西および東側に

不定形状の焼土が3ヶ所みられ，一部はP5と接している。

柱穴16ヶ所確認され，主柱穴はPl～P4で，直径20－3仕m・深さ4伽m内外である。

覆土　1は表土層，9はロームブロック，黒色土ブロックを混入する暗褐色土で，2は多量の

ロームブロックを含む黄褐色土である。

遺物出土状況　遺物は中央からやや南方の覆土上面に多く検出され，住居跡廃絶後に投棄され

たものと思われる。

遺物（第43図～第45図）

本跡から出土した土器はほとんどが破片であり，住居跡中央部南よりの覆土上層に多く検出さ

－56－



れ9　すべて第Ⅱ群土器である。

第43図1～14は直線的な沈線文が主体で，3～10は格子文がみられる。同図18～23は1類4種

の櫛歯状文が施文されている。

同図24～37。第44図1～22は2類1種の土器群であり，第43図26の27は口綾部の形状が推定で

きうるものである。26は口径22cmほどで，直線的に開く口綾部を有した深鉢形土器である。27は

口径37cmほどの大形の深鉢形土器で，日綾部は26同様直線的に開いている。33㊧35は上部に沈線

文がみられ，34はR＜との縄文を地文に横位の有節沈線文が施されている。

第44図23～35は2類2種の羽状縄文を有する土器群であり，35は細い縄文が施文されている。

第45図1～13は2類3種の土器群であるが，1～4ほR＜Eを地文として横位の沈線文がみら

れ，7・8には結束痕がみられる。

同図17－22は底部片である。

第　号住居跡　第鯛図3

億置　B地区の東部（K39区）に位置し，東方3mに第9号住居跡9　西方34mに地点貝塚がみ

られる。

規模　N－240－E　長軸3．8m　短軸3．5m　　平面形状　北東コーナーが丸味をもつ方形

面積10．4m2

番部の状況　壁は垂直ぎみに立ちあがり，床面から壁高は35～37cmである。床面はほぼ平坦で；

中央付近に菱形状の焼土ブロックがみられる。柱穴および壁柱穴は確認されていない。

尊皇　上層はしまりのある暗褐色土で，下層はロームブロックを含む茶褐色土がレンズ状に堆

積している。

逸物出藍状況　遣物は少量の縄文土器片で，覆土中および床面より検出されている。

遠物（貸欄副

本跡から出土した土器は少量で，すべて住居跡の覆土および床面から出土した第I群土器である。

第47図1～4は1類の土器であり，1ほ横位に多条の沈線が施され，2ほ半裁竹管による文様

帯がみられる。また，4は底部片である。

同図5～31は2類の土器群で9～17は1種，18～23は2種であり，縄文は粗雑なものもみられ

る。また，24～31は3種の土器である。

第　号住居跡　第鯛図3

億置　B地区の東端（R38区）に位置し，南西3mに第8号住居跡がみられ9　東は区域外に至
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第46図　第　8　号住居跡実測図

る。

規模　N－4。－W　長軸5．5m　短軸4m　　平面形状　不定長方形　面積　約19mZ

各部の状況　壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり，壁高は16～2おmで西壁が低く，南壁はやや南に

張り出し，西壁中央部分に撹乱がみられる。床面はほぼ平坦であるが，中央付近に段を有し，そ

の北側はやや低くなる。中央に長方形状の焼土ブロックが検出され，規模は110×4（九m内外であ

り炉と考えられる。

柱穴　7ヶ所確認されているが，主柱穴は明瞭でない。南東側にP．～P5がみられP6は段部分に

P7は北東側に位置している。直径は1仕m内外で，深さ10－2（わmである。

覆土　中央部上層の10は黒褐色土で，9はローム粒子をわずかに含む暗褐色土である。下層は

多量のロームブロックを含む黄褐色土がみられ，自然堆積を示している。

遺物出土状況　覆土中に少量の土器片を検出したにとどまる。

－58－
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第47図　第　8　号住居跡出土遺物

遺物（第49図）

本跡から出土した土器は少量で，ほとんど覆土中より出土した第I群土器である。

第49図1～13はすべて2類土器で，粗雑な整形がみられるが同一個体とも考えられる。口綾部

はやや内反ぎみに開く探鉢形土器であり，地文ほしく昌の縄文をやや雑に施文し，その上に不規

則な沈線文を部分的に施している。焼成はほぼ良好である。
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第48図　第　9　号住居跡実測図

第10号住居跡（第50図）

位置　A地区のほぼ中央部（K9区）に位置し，周辺には縄文時代の住居跡は確認されていな

い0

規模　N－33。－W　長軸4．1m　短軸3．6m　　平面形状　台形状　面積　約10．7mZ

各部の状況　壁はややゆるやかに立ちあがり，壁高は10－3（九mで西北側は低く南側は高い。ま

た，北・東コーナーがやや張り出している。床面はほぼ平坦であるがわずかに北より南へ傾斜を

－60－
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第49図　第9号住居跡出土遺物

示し，床・壁とも軟弱である。

炉　床面中央に少量の焼土等がみられるが，床はそれほど焼化されていない。

柱穴　北コーナー部に，長軸6km・短軸5（km・深さ2伽mの長方形を呈するピットがみられるが

柱穴は確認されていない。

覆土　上層が暗褐色土で，下層はロームブロックを中量含む黄褐色土の堆積がみられる。

遺物出土状況　遺物の出土は少量で住居跡の中央やや東よりの覆土中より出土している。

遺物（第51図）

本跡から出土した土器は極少量で，住居跡中央部の東よりの覆土中より出土した第II群土器で

ある。

第51図1・2は同一個体片であり，ロ緑部は波状を呈し，胴部がくびれる深鉢形土器の破片で

ある。波状口線の頂部には有孔の円形および8字形の突起部がみられ，口辺部には無文帯が微隆

起線によって区画されている。胴部は縄文帯と無文帯に微隆帯で区画し，縄文帯にはR＜との縄

文が施文され，無文帯部は箆による研磨がなされている。焼成は良好で，器面には部分的に煤が

付着している。
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第50図　第川号住居跡実測図

第11号住居跡（第52図）

位置　D地区の中央やや南より（D3区）に位置し，東1mに古墳時代中期に比定される第22

号住居跡が隣接している。

規模　N－250－W　長軸6．09m　短軸5．92m　　平面形状　方形　　面積　約32．6m2

各部の状況　壁は垂直ぎみに立ちあがり，壁高は26～3飴mで，南・西壁が高く，東壁はやや低

くなる。床は平坦であるが，北および東壁より中央付近にかけて傾斜を示している。西壁の中央

やや南よりの覆土上面より中央の床面に後世の炭焼窯跡が確認され，多量の炭化物・焼土を包含

する黒色土がみられる。炉は確認されていない。

柱穴　6ヶ所確認されているが，床中央付近のP．～P2が主柱穴と考えられる。直径30－45cm

でP。～P6はは壁ぎわに位置し，規模はそれほど大きいものではない。

覆土　上層はローム粒子を含む暗褐色土であるが，部分的に褐色土・黄褐色土が混入する。下

ー62一
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第51図　第10号住居跡出土遺物

層はローム小ブロックを含む黄褐色土・暗褐色土がみられ，後世にかなり挽乱を受けている。

遺物出土状況　覆土上面から中層にかけて多量の土器片が検出され，土器片の接合関係からみ

れば，その状況はきわめて散在した分布状況を示している。住居跡の廃絶後に投棄されたと考え

られる。

遺物（第53図～第59回）

本跡から出土した土器は多く，器形が推定されるものも含まれる。土器片の接合関係などから

みれば，その分布状況はきわめて散在したもので，覆土上層に多くみられた。これらの土器は住

居跡の廃絶後に投棄されたものとみられ，すべて第I群土器である。

第59図2は1類1種の土器で，口辺部から胴下部までコンパス文がややくずれた文様帯を形成

し，口径2如m・現高21cmほどの深鉢形土器でロ縁部は小さな波状を呈しやや外反して開き，胴部

でかすかにくびれ，底部へ移行する器形をしている。

第53図1－12は1類3種の土器が主体であり，1は推定口径27cmほどのロ縁部が直線的に開い

て立ちあがる深鉢形土器である。口辺部以下には横位の平行沈線文がみられ，焼成はほぼ良好で

ある。

第53図13－28・第54図～第59図は2類土器で，本跡出土土器の主体となっている。第53図13～
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第52図　第11号住居跡実測図
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第5咽　第11号住居跡出土遺物（7）

28・第54図1～27・第55図1－27・第59図は1種の土器群で，2類土器中で最も多い出土率を示

し，第59図1はその器形が把握できる。口径2（km・現高2飴mほどの深鉢形土器で，口綾部は外反

し，胴上部が膨れて底部へ細く移行する。口綾部から胴下部までR＜Eの礼文が施文されている。

第53図13も口縁部の形状が推定されるもので，推定口径約3おmで波状口縁を呈している。地文を

R＜Eの礼文とし，口辺部および胴上部に6条の沈線文が横位に施文された深鉢形土器である。同

図14も口辺部に平行沈線文が施されたもので，口綾部は波状を呈するものであろう。縄文原体も

太いものや粗雑なものも含まれ，さらに，0段多条の原体も含まれている。

第56図1～11は2類2種の土器で，9は0段多条である。

第56図12～29・第57図1－16は2類3種のうち無節縄文で全体的に施文は粗雑である。第56図

23のロ綾部は波状を呈し，27は口唇部に浅いスリットがみられる。

第57図17～31・第58図1～9は3種のうち羽状を呈した土器群である。第57図22については若

干検討を要する。この22の土器は第58図12－16の単軸絡条体による木目状痕を有する土器群と同

一71－



種のものとも考えられる。第58図1砂Hは附加条縄文を有する土器群である。また9′同図17e18

には撚糸文がみられる。

同射9～31は底部片であ生　あげ底状を呈するものも多く含まれる。

慧◎　音域時代

第臓号佳贋妙　策開園き

健置　B地区の南部（L46区）に位置し9第3号住居跡の北東コーナーを切り込んで構築され

ている。

規模　N－780－E・長軸7・08m　短軸6。6m　平面形状　方形　　　面積　42．6m2

番部の状況　壁はほぼ垂直に立ちあがり9壁高は24～33cmで南北が高く，東西が低い。床面は

若干の凹凸がみられるがほぼ平坦である。南西コーナーに長軸独m㌧短軸49cm。深さ5敏mの長方

形状の貯蔵穴がみられる。

炉　床中央およびその西北側に焼土ブロックが少逼みられる。

櫨究　9ヶ所確認され9主柱穴は明瞭ではないが9南東付近のPl～P6が考えられる。直径は25

～4艶mで9　深さは12～3伽mである。

啓藍　上層は耕作土および暗褐色までラ下層はローム粒子を含む黄褐色土がみられ9部分的に

擾乱が入るが自然流入の状態を示している。

適地出藍状況　遺物は土師器の完形品が多く9酋北壁よりの床面に完形の婆（第62図1㌦そ

の東側に横転して出土した高塚2点（第61図102），南西コーナー付近の床面に碗湖等（第

62図）が出土している。

適　地　第鋸の臓◎鍼◎錮園き　〔法量は上から口径。器高（現高）鳩径である〕

番 裏 種
法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴

二女

整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 十 ・色 調 備　　　　 考

6 凋 高　 塚
17 ．2

杯 部 は 内 攣 きみ に 開 き， 脚 柱 部 は

、L　　デ　　　　　　 立　　　　 、立　　 上山

杯 部 内 外 と も 箆 み が きが み られ ，

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　」⊥　　　ノC
普　 通

1 15 ．9

16 ．0

円 筒 状 を よす 。 裾 都 は 御 柱 部 下 塙

で 強 く屈 曲 し，大 き く開 く。壁 厚 は

0 ．5 ～ 1 ．0cm 。

立　　　　　 （

脚 柱 部 外 面 は縦 位 の 箆 み が き。
砂 粒 ・礫

％ 内 面 に は 輪 横 痕 が み ら れ る 。
赤 褐 色

高　　 林 17 ．8
軍 部 は 直 線 的 に 大 き く開 き ， 脚 部 土不部 内 面 は横 な で が み ら れ　 外 面

良　 好
も 直 線 的 に 開 い て い る サは 轟従位 の 箆 み か き の あ と横 な で が

2 16 ．1 0
璧 厚 は 0 ．5－ 1 ．0cm 。

な さ れ て い る 。 脚 柱 部 か ら裾 部 に 砂 粒 ・礫
完　　 形 13 ．6 か け て縦 位 の 優消りりが な され ， 内

面 に は 輪 接 痕 が あ る 。
黄 褐 色

高　　 塚 16 ．0 隼 部 は 内 攣 ぎみ に 開 い て 立 ち あ が 棒 部 内 外 面 と も横 な で が み られ
普　 通

3　　 脚 部　 欠

6 ．3

る 。 脚 部 欠 損 。 壁 厚 は 0 ．5 ～ 0 ．艶m 。 †
内 面 は 器 壁 の 剥 落 が は げ し い 。

砂 粒 （多 ）

外 面　 明 褐 色

偽　　 隼

4　　 杯 部　 欠

％

（11 ．1 ）

13 ．4

杯 部 を欠 く。 脚 柱 部 は 裾 部 に む か

っ て 開 き， 裾 部 は 大 き く開 い て い

る 。 壁 厚 は 0 ．5 ～ 1 ．0cm 。

脚 柱 部 外 面 は 縦 位 の 箆 削 生 が み ら

れ ， 内 面 に は 輪 横 痕 が み られ る 。

裾 部 は 横 な で が な さ れ て い る。

良　 好

砂 粒 ・礫

黄 褐 色
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第60図　第12号住居跡実測図
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5

高　　 杯

（12 ．0 ）

杯部 を欠 く　 御柱部 は裾部 にむ か
脚 柱部 外面は上 位か ら 3 段 に樅位 良　 好

隼 部　 欠 って開 き，福 部は大 き く開 い てい の箆 削 リがみ られ， 内面に は輪樽
砂 粒 ・石英

外面　 黄褐 色

内面　 暗褐 色
㍉ 14 ．4 る。 壁厚は0 ．4－1 ．0cm 。 痕 が 5 段 ほ どみ られ る。

62 図
褒 21 ．0 ロ綾部 は頸部 よ りやや 内野 して大 ロ綾 部内 外 とも横 な で。胴部 は斜 普　 通

二次 焼成 を うけ 焼

成痕 が 口綾 部か ら
1

ヽ

30 ．8

8 ．0

き く開 き，胴部最 大径 は下位 にあ

る。壁厚 は0 ．7cm 内 外。

イ丁箆 削 り。 砂粒 ・礫

赤褐 色

ロ
肩部 にかけ てみ ら

れ る。

2

婆 17 ．4
ロ綾 部 は頸都か ら外反 してた ちあ

が り　 胴部 はやや 長め で中段 に最
口織 部内 外 とも横 な で。頚部 外面 良　 好

完　　 形

2 8 ．0
大径 を有 してい る　 器厚 は0 ．6 cm

以下 は箆削 りがみ られ ，内面 はな 砂 粒 （多）

7 ．9
～ 1．3cm 。

でが な されてい る。底 面は箆削 り。褐　 色

3

療 20 ．0 頸部 は直立 ぎみに立 ちあが り， 口 ロ緑 部 内外 とも横 なで。胴上 部は 良　 好

㌧

（10 ．0 ） 縁 部 は大 き く外反 してい る。胴下

部 欠損 。壁厚 は0 ．6～0 ．8 cm

斜位 あ るいは横 位の刷毛 目痕 。 砂 米立・礫

黄褐 色

4

小 形 塑 12 ．6 ロ綾 部 は直立 ぎみに立 ちあが り．
大 き く外反 している。胴 部は球 状

口縁 郎内 外 とも検 なで がみ られ， 良　 好
二次 焼成

％

16 ．5 をな し． やや底部 は大 きい。壁 厚 胴部上 半は 斜位 の刷 毛 目痕 。 砂粒 ・礫

6 ．3 は 口級郡 がj鼓大 1．0cm ほどで1桐部は
0 ．5 －0 ．7 cm ほ どで ある。

下 部 は箆 削 り。 淡茶褐 色

5

ノj、形　 壷 8 ．9 ロ緑 部は 直立 ぎみ に立 ちあが り， ロ辣部 か ら肩 部にか けて横 なでが 普　 通

完　　 形

8 ．1 やや 外反 し，胴部 はやや扁 平状 を み られ． 胴下 部外面 は箆削 りが な 砂　 粒

3 ．2 な してい る。璧厚 は0 ．6 －1 ．0cm されて いる。 黄褐色

6

碗 1 1．7
底 部 は丸底 で，休部 は底部 か ら内

轡 して立 ちあが り　 口綾部 は小 さ
口緑 部内 外 と も横 なでがな され． 良　 好

ほぼ 完形
5 ．8

く外反 して いる
休部 外面 は箆削 り， 内面は横位 の 砂 ＊立・礫

壁厚 は0 ．4－0 ．6cm 。
箆 なでが み られ る。 黄褐 色

7

婆

％

17 ．0 口綾 部 は頸部 よ り外反 して立 ちあ ロ綾部 内外 とも様 な でがみ られ， 良　 好

（6 ．0 ） が リ，胴部 を欠 く。壁厚 は0 ．5 － 肩部 は斜位 の刷毛 日痕 が部分的 に 砂粒 ・石英

0 ．7cm 。 み られる。 淡灰褐 色

8

璃 11．3
休部 は底部 か ら内轡 して立 ちあが

り　 口綾部 は内傾 して立 ちあか っ
ロ綾 部 内外 は横 なでが なされ，体 普　 通

完　　 形

5 ．8
てい る　 底部 はやや くぼ んでい る

部外面は横位の箆なで， 内面は剥 落 砂粒 ・礫

4 ．2
壁 厚は0 ．6 －0 ．9cm 。

してい る。底部 は くぼん でい る。 黄褐色 一部黒 色

9

土不 19 ．6 休部 は底 部か ら大 き く内督 して閑 ロ綾 部内 外 と も様 なでがみ られ る
良　 好

9 ．2 き　 口綾 部 はさ らに 外反 し　 内面 休部 は刷毛 なで がみ られ る。
砂　 粒

％ 4 ．0 に は稜 をなす 。堅厚 は0 ．4－1 ．1cm
外面　 黄褐 色

内面　 赤褐色

第61図　第12号住居跡出土遺物（1）
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第62図　第12号住居跡出土遺物（2）

1 0

杯

完　　 形

13 ．8 9 と同 形 の 坪 で 休 部 は 底 部 か ら 大 ロ 綾 部 内 外 面 と も横 な で が み られ ， 良　 好 内 外 面 と も丹 塗

5 ．9

2 ．2

き く内 管 し て 開 き， ロ 繰 部 は さ ら

に 外 反 す る。 底 部 は や や くぼ む 。

休 部 外 面 は 簡 削 り。 砂　 粒

赤 褐 色

99 図

1

球 状 土 錘

完　　 形

長　 2 ．9

幅 2 ．8

重 18 ．5 g

球 状 を な し， 礼 径 0 ．4 cm 良　 好

砂　 粒

黄 褐 色

9 8 図

7 石　　 斧

現長（2．1）

幅　 2．9

厚　 0．9

垂 （7．5g ）

覆 土 中 よ り出 土 した チ ャ ー ト製 の

小 形 磨 製 石 斧 。刃 都 を残 し， 他 は 欠

摘 。 刃 部 に は 樅 位 の 擦 痕 が 認 め ら

れ る。
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第13号住居跡（第63図）

位置　B地区の南部（M45区）に位置し，近接する古墳時代の遺構は，北東部にやや大型の第

15号住居跡，西北部に第14号住居跡，西南部に第12号住居跡がみられる。

規模　N－12．5。－W　長軸5．08m　短軸4．8m　　平面形状　方形　　面積　約21．6mZ

各部の状況　壁はいずれも垂直ぎみな立ちあがりを示し，壁高は14～2訟mほどで，西・北が高

く，南・東部がやや低くなり，南壁の一部がはり出している。床はほぼ平坦であるが，全体的に

第83図　第13号住居跡実測図
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第84図　　第13号住居跡出土遺物

若干凹凸がみられ，やや軟弱である。南西コーナー部に接して貯蔵穴が位置している。

炉　中央やや北よりの床面に，不整形状の焼土が確認され，床はそれほど焼化されたものでは

ない。

柱穴　6ヶ所確認され，Pl～P3は主柱穴と考えられ，直径3伽m内外で，深さ20～27cmほどであ

る。P．は南西コーナーに接する貯蔵穴で，長軸9Ckm・短軸70＝m・深さは4（kmをはかる。P5は長径

70cm内外の楕円形を呈する後世の挽乱である。

覆土　上層が黒色土で，下層はローム粒子を含む暗褐色土がみられ，自然流入の堆積状況を呈

している。壁よりに少量の炭化材が検出され，火災に遭遇したものであろう。
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遺物出藍状況　東南床面に倒立した複合目線の壷（第64図2㌦貯蔵穴から完形の紺（第64図

6）と湘眩欠損する高塀（第64図は）がみられ，貯蔵穴の北側の床面に甑（第64図3）がつぶ

れた状況で出土し，その西南に杯（第64図5）がみられた。

過飽　第錮園〉

番 号
！器　 種

法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

64 図
婆 18 ．8 H 綾 部 は 頸 部 か ら 直 立 ぎ み に 外 反

し て 立 ち あ が り　 口 唇 部 は 丸 い 目線 部 内 外 と も横 な で 。 胴 上 部 外 普　 通

1 （21 ．6 ） サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cy胴 部 は や や 球 状 を な し最 大 径 は 中
一／tJ

面 に は 斜 位 の 刷 毛 目痕 ， 下 部 に は 砂　 粒

％ 段 よ り　下位 に あ る 。 胴 下 部 欠 損 。
璧 厚 は 0 ．6 － 0 ．8c m 。

横 位 の 刷 毛 整 形 が な され て い る 。 赤 褐 色

2

士ヨ芝 19 ．0 口綾 部 は 頸 部 か ら 段 を 有 し て 外 反 日録 部 内 外 と も横 な で が み られ ， 良　 好

底　 部 欠 （14 ．0 ） し胴 下 半 部 を欠 損 。 頸 部 外 面 は 縦 位 の 箆 削 り が み られ 砂　 粒

壁 厚 は 0 ．6 ～ 1 ．5c m 。 る 。 胴 部 内 外 と も刷 毛 な で 。 淡 黄 褐 色

3

甑 17 ．9 目 線 部 か ら底 部 に ゆ るや かに す ぼ ま
る形 状 を里 し，目線 部 は複 合 をな し

目線 部 外 面 は 指 頭 に よ る な で ， 内
面 は 横 な で が み ら れ る 。 胴 部 外 面

普　 通

砂 粒 ・礫 （多 ）
口綾 部 に 煤 付 着

ー　　 形

13 ．5

5 ．4

てい る。 底 部 に は径 1 ．3cm ほ どの 円孔
が み られ ， 焼 成 前 に 穿 孔 さ れ た も

の 中 段 に は縦 位 照 箆 な ゼ が み ら れ ，
内 面 に は 横 位 の 刷 毛 整 形 が な さ れ

タ　　　　　　 ダ
外 面　 赤 褐 色

フて二　　　　　 ／ の で あ る 。 璧 厚 は 0 ．6 － 1．5cm 。 て い る 。 内 面　 黄 褐 色

4

隼

完　　 形

13 ．4 口綾 部 は 直 線 的 に 外 反 し休 部 は 半 白線 部 内 外 面 と も横 な で が な さ れ
良　 好

8 ．2

4 ．5

球 形 を 呈 し て い る 。 底 部 は 平 底 。
†

休 部 内 面 は 箆 な で 。
砂　 粒

外 面　 茶 褐 色

内 面　 黄 褐 色

5

隼 13 ．8 目 線 部 は 休 部 か ら 大 き く外 反 し て 目線 部 内 外 は 横 な でが み ら れ ， 体 良　 好

ほ ぼ 完 形

5 ．4 開 き， 休 部 は や や 扁 平 で あ る 。 底 部 外 面 は 箆 削 りが み ら れ ， 内 面 は 砂　 粒

3 ．4 部 は 平 底 。 箆 み が き が な さ れ て い る 。 赤 褐 色

6

川 10 ．6
口綾 部 は 頸 部 よ り直 線 的 に 開 い て

立 ち あが り　 胴 部 は 扁 平 状 を里 し
口綾 部 外 面 は 縦 位 の 箆 み が き， 内 良　 好

完　　 形

12 ．4 †　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
最 大 径 は 中 位 に あ る　 底 部 はや や く

面 は 横 位 の 箆 な でが な され て い る。 砂　 粒

3 ．8 〇　　一一
ぼ んで い る。壁 厚 は 0 ．5 ～ 1 ．6c m 。

胴 部 外 面 に は箆 削 りが み られ る。 黄 褐 色

7

紺

ロ綾 部 欠 4 ．8

口 綾 部 を欠 き ， 胴 部 は 扁 平 の 球 状

を豊 し， 最 大 隼 は 車 亘 よ やや ヰ 下

に あ る　 底 部 は や や くぼ ん で い る

胴 上 部 外 面 は 横 な で， 下 部 は 横 位

の箆 削 りが み ら れ る。 底 部 は 箆 整

形 。

良　 好

砂　 粒

3 ．2 0 、－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0
壁 厚 は 0 ．3 ～ 0 ．8c m 。

茶 褐 色

8

高　　 塚 19 ．0
杯 部 は 直 線 的 に 大 き く開 き ， 脚 柱

部 も裾 部 に む か っ て 開 き， 裾 部 は

杯 部 外 面 は箆 み が さ， 内 面 は な で

が み られ る　 脚 柱 部 外 面 は 縦 位 の
普　 通

ほ ぼ 完 形

15 ．7

13 ．3
大 き く開 い て い る 。 杯 下 部 に稜 を

○
箆 み が き，内 面 は 粗 い 箆 削 り。裾 部

砂 粒 ・長 石

黄 褐 色
有 し て い る 。 壁 厚 は 0 ．4 ～ 1．3cm 。 内 外 面 と も な で 。

高　　 年 18 ．0 杯 部 は 内 攣 ぎみ に 大 き く開 い て 立 杯 部 外 面 は 横 な で ， 脚 柱 部 外 面 は 普　 通 全 体 的 に摩 滅 して

9 脚 部 欠 8 ．4 ち あ が り， 下 部 に 稜 を有 す る。 壁 縦 位 の 箆 削 り 。 砂 粒 （多 ） い る。
％ 厚 は 0 ．5 ～ 1 ．2c m 。 淡 黄 褐 色

高　　 年 16 ．0 堵 部 は 直 線 的 に 大 き く開 き， 杯 下 隼 部 内 外 面 と も な で 。 稜 の 下 部 に 普　 通

10 脚 部　 欠 （ 6 ．4 ） 部 に稜 を有 し， 脚 部 を 欠 く。 縦 位 の 箆 削 り。 内 面 は 剥 落 が は げ 砂 粒 ・礫

壁 厚 は 0 ．5 ～ 1．2cm 。 し い 。 茶 褐 色

11

高　　 年

堵 部　 欠 （13 ．0 ）

17 ．8

圭不部 の ほ と ん ど を 欠 い て い るが ，
下 部 に は 明 瞭 な 稜 を 有 し て い る 。

脚 柱 部 は 縦 位 の 箆 削 りが み られ ，

裾 部 は な で 整 形 が な さ れ て い る。

内 面 に は輪 積 痕 が み ら れ る 。

良　 好

砂 粒 ・雲 母

外 面　 赤 褐 色

内 面　 黄 褐 色

杯 部 内 外 面 ， 脚 外

面 丹 彩脚 柱 部 は 裾 部 に む か っ て ゆ るや か
に 開 き， 裾 部 で 段 を 有 し て 大 き く
開 い て い る 。

窮摘号鐘贋跡　第開園》

億置　B地区の南部（L44区）に位置し，古墳時代の住居跡は南方に同規模の第12号住居軋

北東にやや大型の第15号住居跡がみられる。
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第65図　第14号住居跡実測図
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規模　N－230－W　長軸6．65m　短軸6．6m　平面形状　方形　面積　約41．2m2

各部の状況　壁はいずれも垂直ぎみに立ちあがり，壁高は21～3おmで南が低く，西が高い。西

壁および南壁の中央付近が張りだしている。床はほぼ平坦であるが，中央部付近がややくぼむ。

南西コーナーの床には，小穴が多くみられる。

炉　床中央付近から焼土は検出されず，北西および南西に多くの焼土がみられ，その周辺から

炭化材が床中心部向きに倒れた状態で検出され，火災に遭遇したものと考えられる。

柱穴　9ヶ所確認され，主柱穴はほほ対角線上に並ぶPl～P4と考えられ，Pl・P4は小規模だが，

P2・P3は直径1m内外となる。P6は長軸70cm・短軸6仕m・深さ45＝m内外の貯蔵穴であり，P7～

P9は壁柱穴と考えられる。

覆土　上層は黒色土で，下層は多量のローム粒子を混入する黄褐色土からなり，焼土粒子・炭

化物を含んでいる。

遺物出土状況　貯蔵穴の覆土中に完形の土師器の杯・相等（第66図）が炭化材と共に出土し，

中央付近から球状土錘（第94区は・3），南東部の床面より石製模造品の勾玉（第98図1・2）

が出土している。

（

－ノ
‾∠三・・‾

第68図　第14号住居跡出土遺物
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適　地　第閑◎鍼固さ

l 番 号
器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

6 6図
婆 17 ．7 口綾 部 は 頸 部 か ら 大 き く外 反 して 口 綾 部 内 外 面 と も横 な で で 肩 部 お 普　 通 外 面 の 一 部 煤 付 着

1 下 部 欠 （18 ．0 ） 開 き， 胴 部 は や や 下 ぶ くれ を な し， よ び 下 部 外 面 に は 縦 位 の 箆 削 りが 砂 粒 ・石 英

下 部 を 欠 損 して い る 。 み ら れ る 。 内 面 は 斜 位 の 箆 な で 。 茶 褐 色

2

婆

口　 綾 部

％

17 ．0

（ 3 ．4 ）

口 綾 部 片 で 外 反 し て 開 く。 目 線 部 内 外 と も横 な で 。
良　 好

砂 粒 ・石 英

外 面　 茶 褐 色

内 面　 黒　 色

3

杯

％

12 ．0 口綾 部 は休 部 か ら外 反 し て 開 き， 口綾 部 内 外 と も横 な で が み ら れ ， 普　 通 一 部 に 煤 付 着

7 ．1 休 部 は 半 月 状 を里 し， 底 部 は や や 休 部 外 面 は な で で ， 下 部 は 箆 削 り 砂　 粒

4 ．1 あ げ 底 状 を な し て い る 。 内 面 は 箆 な で が み られ る 。 茶 褐 色

4

土不

完　　 形

12 ．6

7 ．5

2 ．8

日綾 部 は 休 部 か ら 大 き く外 反 し て

開 き ， 頸 部 内 面 に か す か な 稜 を有

し て い る。 休 部 は 半 月 状 を里 し底

部 は 小 さ く平 底 で あ る 。

目線 部 内 外 は 横 な で ， 休 部 外 面 は

箆 削 りが み ら れ る 。 休 部 内 面 は や

や 器 壁 の 剥 落 が み ら れ る 。

良　 好

砂 粒 ・石 英

赤 褐 色

5

杯

完　　 形

11 ．8

6 ．6

4 ．2

口 綾 部 は 休 部 か ら 外 反 して 開 き 頸

部 内 面 に 稜 を 有 し て い る 。 休 部 は

半 月 状 を里 し底 部 は 平 底 で あ る 。

器 形 全 体 に ゆ が み が み ら れ る。

目 線 部 内 外 は 横 な で 休 部 外 面 は 箆

削 りが み ら れ ， 内 面 は 箆 な で が な

さ れ て い る。 底 部 は箆 削 り。

良　 好

砂　 粒

外 面　 黒 褐 色

内 面　 赤 褐 色

6

杯

ほ ぼ 完 形

12 ．4 口 綾 部 は 底 部 か ら大 き く開 き， 頸 日録 部 内 外 と も横 な で が な さ れ ， 普　 通

5 ．2 部 が か す か に くび れ る 。 頸 部 内 面 休 部 外 面 は 箆 削 生 が な され ， 内 面 砂　 粒

3 ．5 に は 稜 を有 し底 部 は 平 底 で あ る 。 は剥 落 が は げ しい 。 赤 褐 色

7

杯

完　　 形

12 ．6

6 ．4

3 ．7

口綾 部 は 休 部 か ら外 反 し て 開 き頸

部 内 面 に か す か な 稜 を 有 し て い る

休 部 は 直 線 的 に 底 部 へ 続 く。 底 部

は あ げ 底 状 をな す 。

目線 部 内 外 と も横 な で ， 休 部 外 面

は 箆 削 りが み ら れ ， 内 面 は 箆 な で

が な され て い る 。

良　 好

砂　 粒

赤 褐 色

8

ま不

完　　 形

12 ．4 口綾 部 は 底 部 か ら 開 い て 立 ち あ が ロ縁 部 内 外 と も横 な で 。 休 部 外 面 良　 好

5 ．0 生　 口 綾 部 で さ ら に 開 く。 底 部 は は 箆 削 りが み ら れ， 内 面 は 刷 毛 目 砂 粒　 礫

3 ．1 や や あ げ 底 状 を な す 。 痕 が み られ る 。 黄 褐 色

9

土不

完　　 形

13 ．1

6 ．0

4 ．5

ロ 綾 部 は 底 部 か らや や 外 反 ぎ み に

開 い て た ち あ が り， 底 部 は 平 底 で

あ る。

器 内 外 面 と も な で 。 良　 好

砂　 粒

灰 褐 色

10

紺 7 ．7 口 綾 部 は 頸 部 か ら直 線 的 に 開 き， 口 辺 部 内 外 は 横 な で、， さ ら に 外 面
に は 縦 位 の 箆 み か き が み ら れ ， 内

良　 好

9 ．1 胴 部 は 球 状 を呈 し て い る 。 底 部 は 面 に は 横 位 の 箆 な で・が み ら れ る 。 砂 粒 ・石 英

完　　 形 2 ．2 や や あ げ 底 で あ る。 胴 部 外 面 に は 斜 位 の な で ， 下 部 に
は 箆 削 りが み ら れ る。

赤 褐 色

1 1

高　　 年

脚　　 部 （10 ．9 ）

杯 部 の ほ とん ど を欠 損 し， 脚 柱 部 脚 柱 部 外 面 は 縦 位 の 箆 な で で裾 部
良　 好

砂　 粒
は 裾 部 に む か っ て 開 き　 裾 部 で 大 も箆 な で が み ら れ る　 内 面 は横 位

％ 14 ．0
†

き く開 い て い る 。
0

の 刷 毛 目 とな で が み ら れ る。
外 面　 褐　 色

内 面　 赤 褐 色

99 図 球 状 土 錘 長　 2．2 孔 は 0 ．3 － 0 ．4cm で頂 部 は や や す 良　 好

2 幅　 2．4

重 11．0g

ぼ ま っ て い る 。 砂　 粒

明 黄 褐 色

3

球 状 土 錘 長　 3．0

幅　 3 ．0

垂　 26 ．0 g

孔 は 0 ．3 －0 ．5cm ほ ど で 表 面 に は

指 頭 痕 が み ら れ る 。

良　 好

砂　 粒

黄 褐 色

98 図

1

石 製模造 品

（勾 玉 ）

滑　　 石

長　 2．8

厚　 0．9

孔　 0．22

重 （5．5 g ）

頂 部 の 一 部 を 欠 損 し て い る 。

2

石製模造品

（有礼 円板 ）

滑　　 石

長　 2．2

厚　 0．4

孔　 0．18

重　 3 g

表 裏 面 に は 一 方 向 へ の 擦 痕 が 顕

著 に み ら れ る。
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第15号住居跡（第67図）

位置　B地区の南部（043区）に位置し，近接する古墳時代の住居跡は南西部に第13号住居跡，

北西部に大型住居の第16号住居跡がみられる。

規模　N－24。－W　長軸9．64m　短軸9．5m　　平面形状　方形　面積　約82．4m2

各部の状況　壁はほぼ垂直ぎみに立ちあがり，壁高は2ト4（九mで東壁が高く，西および北壁が

第67図　第15号住居跡実測＝図
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凪

二言

第68図　第15号住居跡出土遺物

低い。また，北東壁が一部分張りだしている。床面はほぼ平坦であるがかなり視乱がみられ，中

央部付近が若干凹状をなす。

炉　北東壁ぎわに帯状の焼土が少量残存しているが，炉は検出されていない。また，炭化材が

壁から中心部にかけて部分的にみられ，火災に遭遇したと考えられる。

柱穴　9ヶ所確認され，主柱穴は3～4個と考えられるが規格性がなく，直径20～3仕mほどで

ある。貯蔵穴は南西コーナーに接する長方形の掘り方が考えられるが，北東コーナ部にもやや

小さいが同様な施設がみられる。

覆土　上層は少量のローム粒子・砂礫を含む暗褐色土で，下層は多量のローム粒を混入する黄

色土，壁ぎわは黄褐色土のロームが流入している。

遺物出土状況　遺物は土師器の杯・高塀・小型壷等であり，北コーナー部付近に完形の杯（第

68図2～5），手捏土器（第68図8）がみられ，東北コーナーの床面に柑（第68図9），南東壁

ぎわに高塀の杯部（第68図11）が倒立した状況で出土している。床中央付近からはほとんど遺物

がみられなかった。

遺　物（第6咽）

器　　形　　の　　特　　徴 整　　　形　　　技　　　法 焼成・胎土・色調 備　　　　考
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68 図
壷 大 形の 底部 で壁厚は 1 ．3 ～2 ．0cm をま　 外面は箆 削 りがな され， 内面 も同 粗　 雑

1 底　　 吉β （5 ．5 ） どであ る。 様 に箆削 りがみ られ る。 砂粒 ・礫

％ 14 ．6 外面黒色・内面灰褐色

2

土不 13 ．3 底部 は丸底 で半 月状 に 開 き， 目線 休部 外面は なでが な され， 内面は 良　 好

完　　 形

5 ．1 部は かすか に外反 す る。器 厚 は

0 ・4 ～0 ．5cm ほ どであ る。

剥 落 がはげ しい。 砂粒 ・石英

黄褐 色

i 3
杯

完　　 形

12 ．2 口綾部 は休部 か ら外 反 して開 き， 目線部 内外面 と も横 なでが なされ， 良　 好

5 ．2 内面に は稜 をな し底部 は平 底 であ 休 部下位 は箆削 りがみ られ，休部 砂粒 ・石 英

4 ．3 る。器 厚は0 ．4～1 ．伽m ほど。 内面 は剥 落がは げ しい。 黄褐 色

4

土不 13 ．3
H 綾部 は休部 か らや や 外反 し， 内
面に はかす かな稜 がみ られ，休 部

目線 部内 外 とも横 なでが な され， 普　 通

完　　 形

6 ．9 は内攣 して いる。底 部はや や あげ
rl　．‾、‾ルー

休部 もな でがみ られる。底 部付近 砂 粒 ・石英

3 ．3 底状 をな し， 器厚 は0 ．3 －0 ．7 cm ほ
どで ある。

は箆 削 りが なされ てい る。 明黄褐 色

5

杯 12 ．6
ロ綾部 は直立 ぎみに 外反 して開 き

内面に は稜 が み られ る　 休 部はや
， 「］綾部 内外面 と も横 なでが なされ，

休 部外面 は箆削 りの後 なでが な さ 良　 好

完　　 形

7 ．3

3 ．2

O
や 深 く底部 は平底 で ある。器 厚 は

0 ．4 ～ 1．0cm ほ どであ る。

れ， 肩部 には箆4犬具の庄痕 が 二段
に み られ る。内面 は斜位 の箆 みが
きがな されて いる。

砂　 粒

黄褐 色

6

杯 11 ．7
口綾 部は 直立 ぎみ に外 反 して立 ち

あが り， 内面には稜 を有 す る。底

部 を欠い てい るが休 部 は半 月状 を

呈 してい る。器厚 は0 ．3～0 ．9cm 。

日録 部外面 は横 なで， 内面は刷毛 良　 好

底部 欠

九

（6 ．0 ） 昌整 形がみ られ る。休部 は斜位 の

刷 毛 目整形 がみ られ る。

砂　 粒

明褐 色

7

小 形 無 9 ．8
口綾部 は頸部 か ら直 立 ぎみに外 反

して立 ちあが り　 胴部 もあま り膨
口綾部 外面は縦 位， 内面に は横位 普　 通

底 部 欠

％

（7 ．7） ，　　　　ロ
み の ない もの であ る。器厚 は0 ．6

～0 ．9cm ほ どであ る。

の刷 毛 目がみ られ，胴 部内 外には

横位 の箆 削 りが み られる。

砂　 粒

褐　 色

8

手捏 土器 6 ．5 口綾 部は底 部か ら直立 ぎみ に立 ち 外面 には指頭 痕 がみ られ ，内面 は 普　 通

（杯 ） 4 ．0 あが り，底 部は平 底 をなす。 器厚 粘土 を底部 か らか きだす よ うな整 砂粒 ・礫

昆 4 ．6 は0 ．6 －2 ．0cm ほ どであ る。 形痕 が認め られ る。 黄褐 色

9

紺 7 ．9

7　9

目線部 は頸部 か ら内攣 して立 ちあ

が 生　 胴 部は球 状 をなす。 底部 は
口繚部 外面は箆 削 り， 内面横 位の

Iが　　　 　ヾ ’　　　　　 d立　　　　　 天

良　 好

　ヽ」一

′㌻㍉き完　　 形
2 ．5

あげ底 であ る。 器厚 は0 ．4 ～1 ．0 cm

ほ どで ある。

刷毛 目が み られる。胴 部外面 は箆

削 りが なされ てい る。

砂　 粒

暗黄褐 色

10

高　　 年 18 ．4
杯部 は直線 的に 開いて下 部 に段 を

有 してい る　 脚柱部 の上 部の み を

口綾 部内 外は横 なでが なされ，下
部 は縦 位の箆 削 りがみ られる。段

普　 通部に は横位 の箆削 り， き、らに下部
杯　　 部 （8 ．0） 0　　　　　　 日　　　　　　 ロ

残 してい る　 器厚 は0 4 ～ 1 3 cm は
は縦位 の儀消い）が な されて い る。
内面 はてい　 いデー九・ 、、げ

砂　 粒

％ ○
どで ある。

ね　　 よ　ふて力み られ る
が剥落 がは げ しい。 器癖は 全体的
に整形 が不良 であ る。

黄褐 色

11

高　　 塀 17 ．3 杯 部は直 線的 に開 き， 脚柱部 以下 V
ロ綾 部 内外 とも横 なでがみ られ，

＿．⊥＿
普　 通

杯　　 部 （8 ．1） を欠 き，脚 柱部 は円筒状 を呈 して

い る。器厚 は0 ．6 － 1．5cm ほ どであ

る。

隼部 外面 は縦位 の刷毛 なでが な さ

れ てい る。脚柱部 は縦位 の箆 削 り

が な され てい る。

砂 粒 ・礫

黄褐 色

12

高　　 杯

（10 ．2）

脚柱部 片 で裾 部に むか ってゆ るや 外面 は縦位 の箆削 りがみ られ， 内 普　 通

脚 柱　 部 かに開 いて いる。器 厚は0 ．8 ～0 ．9 面 に もやや粗 い箆削 りがみ られ る。砂　 粒
％ cm ほ どであ る。 裾 部近 くは なでか なされ てい る。 赤褐 色

13

高　　 年

脚　　 部 （7 ．3 ）

脚柱 部か ら裾部 の破片 で裾部 に む

か ってなだらかに閏が り裾部 は 外反

して閏が る。脚柱 部 中段 に径 0 ．4

脚柱 部外面 は縦位 の箆 削 りが み ら

れ， 内面 は横 位 の箆削 りが なされ
普　 通

砂　 粒
％ 12 ．8 cm ほどの孔がみられ，貫通 してい な

い。器 厚は0 ．4～0 ．9cm ほどである。

て いる。裾 部は 内外 ともなで整 形

が なされ てい る。
黄褐 色

釦5号仕患跡（亘部将凰）

健置　B地区の南部（L4上し42。M4UM42区）に位置する大型住居跡で，近接する古墳時

代の住居は南方に第12～15号住居跡がみられる。B地区ではこれ以北には古墳時代の住居は確認

されていない。

規模　N－180－W　長軸11。50m　短軸11．40m　平面形状　方形　面積131．1m2
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・0　　　　　　　　　　4M

第69図　第川号住居跡実測図

各部の状況　壁はほぼ垂直に立ちあが生壁高は15～3（加ほどで，西・南部が高く，北・東部

が低い。床面は軟弱で多くの挽乱を受け凹凸がみられる。中央部と南壁やや西寄りに不整形の撹

乱穴があり，後者からは「寛永通宝」1枚が検出され，近世開墾時の根掘り痕であろう。南西コ

ーナーに一辺100cm，深さ6伽mの方形の貯蔵穴がみられる。

炉　確認されなかったが，北西コーナーと北東コーナー間に6ヶ所，焼土・炭化材が確認され

火災に遭遇したものと考えられる。
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第70図　第16号住居跡出土遺物（1）
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第71図　第16号住居跡出土遺物（2）
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櫨究11ヶ所確認され主柱穴は6～7ヶ所と考えられる。直径は40～5伽m内外で9深さは20

－紙m内外である。その他床面に凹凸がみられるが9耕作時による後世の授乳であろう。

覆豊　上層は暗褐色土で，下層は褐色土の堆積がみられる。

遺物出藍状況　北壁に接する床面に高塚等が出土し，南西コーナー付近からも多数の高塚（第70

図）9杯（第71図14）等がみられ，西壁に近接して複合日録の壷（第71図4）がみられる。

遺　物　第開園◎第鋼固さ

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼成 e胎土・色調 備　　　　 考

7 0図 高　　 塚 16 ．8 杯部は大きく開き，脚柱部は裾部

■

杯部は内外 とも箆磨 きがみられ，

下部は箆削 りがなされている　 脚
普　 通

1

！
lほぼ完形

15．8

12．8

へ順々に閏か生　 裾部径はロ縁径

l より小さい0 全体的に器厚は厚い0

○
柱部外面は，縦位の箆削 ㌢）で裾部

は横位のなでがみられる。

砂粒 ・石英

明赤褐色

2

高　　 塚 16．9
杯部は直線的に開き，脚柱部は裾

部にむかってやや開き　 裾部でさ
杯部は箆磨 きがみられ，脚柱部外 普　 通

％

15．2

15．1

†
らに大きく開いている。器厚はや

や厚い。

面は縦位の箆削 りがみ られ，内面

はなでがみられる。

砂粒 ・石英

黄褐色

3

口　　 堵 17．0
隼部は内攣 ぎみに開いて立ちあが 杯部内外面はなでがみられ，下部

普　 通同　　　　　　ヽ ㌢），脚柱部は裾部にむかって問い には箆削 りがなされている　 脚柱

尭

15．1

14．0
ている。器厚はやや厚い。 1 cm内

b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
部は縦位の箆削りがみられ，裾部 砂　 粒

明黄褐色外である。 はなでがみられる。

4

高　　 塚

（13．7）

目線部を欠き，杯下部はやや内攣
ぎみに開 き　 下部に稜 を有 してい 脚柱部外面は縦位の箆研磨がみら 普　 通

ロ綾部欠 Iる。脚柱部は裾部／＼むかって開き，
二女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

れ，内面は箆削りがなされている。 砂　 粒

15．9 裾部で大 きく開いている。器厚は
0・6－ 1．2cm ほどである。

裾部は箆削り及びなでがみられる。

l

褐　 色

高　　 塚 17．3
脚柱部以下 を欠き，杯部はやや内

攣して開いて立ちあがる。下部に

は段をなす　 やや器形に歪みがみ

杯部外面は横位のなでがみられ， 良　 好 二次焼成
5 杯　　 部 （8 ．0） 下部は箆削 りがなされている。内 砂　 粒

労 ○
られ，器厚は0．5～ L Ocmほどである。

面は箆研磨がなされている。 明褐色

6

高　　 年

隼　　 部

16．6

（6．0）

杯部はやや内攣して開いて立ちあがり，

底部以下 を欠 き，下部には段を有

している。器厚は0．5～0 ．7cmほど

ある。

堵部内外面とも箆研磨がなされ，

段部には箆なでがみられる。

良　 好

砂　 粒 （多）

赤褐色

7

高　　 年

杯　　 部

％

17．4

8．4

脚柱部以下 を欠 き，捧部は直線的 埠部外面は儀津川りがみられ，内面 普　 通

砂　 粒

明赤褐色

二次焼成に開いて立 ちあがり，下部に稜を

有す。器高は0．4～ 1．2cmほどであ

は箆なでみがきがなされている。
剥落がはげしい。下部から脚柱部
にかけては縦位の箆削 りがなされ

る。器形的にやや歪みがある。 ている。

8

尚　　 杯

隼　　 部

15．9

（6．7）

杯部はほぼ直線的に開いて立ちあ

がり，下部に段を有 し，脚柱部 を

欠いている。器厚は0．5～1．0 cm ほ

どである。

杯部内外面 とも箆研磨がなされ，

段部には，箆削りがみられる。

普　 通

砂　 粒 （多）

褐　 色

二次焼成

9

高　　 年

脚 柱 部 （10．8）

杯部をほぼ欠き，稜部以下である。脚柱部外面は縦位の箆削りがみら 普　 通
脚柱部は裾部にむかって開き，全 れ，裾部にはなでがなされている。砂　 粒 （多）

％ 13．2 体的にやや器厚は厚い。 明赤褐色

10

高　　 塚

脚 柱 部 ′（11．2）

脚柱部で裾部にむかって開き，裾 脚柱部外面は縦位の箆研磨がみら 良　 好
部でさらに関がる。器厚は0．4 ～ れ，内面はなでがみられる。裾部 砂　 粒

15．0 1．2cmほどである。 はなでがみられる。 明褐色

11

高　　 塚

脚 柱 部 （9．7）

隼部を欠 き，脚柱部は中段 より裾

部へ大きく開いている。器厚は

外面は縦位の箆研磨がみられ，内

面は箆削りがなされている。裾部

は外面箆削り，内面は横なでがみ

られる。

良　 好

砂　 粒 （多）
％ 15．1 0．7 cm 内外である。 褐色 ・黒斑あり

12

高　　 塚

脚 柱 部

34

（9．9 ）

13．3

隼部を欠き，脚柱部は裾部にむか 外面は縦位の箆研磨がみられ，内 普　 通
って開いている。器厚は0．6～0．8

Cm o

面は横位の箆削 りがなされている。砂　 粒

褐　 色

13

高　　 琴

脚 柱 都

万

（8．3）

隼部を欠 き，脚柱部は裾部にむか 外面は縦位の箆削 り，内面横位の 普　 通
！

って開き，裾部でさらに大 きく開 箆削 りがみられる。裾部は横なで 砂　 粒 （多）

12．4 いている。器厚は0．7－ 1．2cm。　 がなされている。 褐　 色

ー88－



14

高　　 年

脚 柱 部
（8 ．7 ）

杯部 を欠 き，脚柱 部 は裾 部 にむか

って開 き，裾 部 は大 き く外 反す る
。外面 は縦位 の箆削 り，内面 は横位 良　 好

器厚 は0 ．4 ～0 ．9 cm ほどで；脚柱 部 の箆削 りがみ られ る。裾部 は横 な 砂　 粒

与 12 ．0 中央 の 1 ヶ所に孔 が穿 たれ， 内面

は輪積痕 が顕 著 であ る。

でが なされ てい る。 明黄褐 色

15

高　　 年

ほぼ 完形

15 ．5

杯 部 はわず かに内攣 しなが ら開い

て立 ちあが り，下部 は段 をなし， 隼 部内 外面 ともなでが み られ，卿 普　 通

13 ．6 脚 柱部 は円筒状 をな し，裾 部 は大 柱 部は縦 位の箆研 磨が な され，裾 砂　 粒

12 ．2 き く開 いて いる。器 厚は0 ．6 －1 ．2

cm ほ どであ る。

部 内外面 はな でがみ られ る。 明黄褐 色

16

高　　 年

脚 柱 部 （11 ．8 ）

杯部 を欠 き，脚 柱部 は円筒 状 を呈

し， 裾部 で大 き く開 く。器厚 は

脚柱 部外 面は縦位 の箆 なで， 内面

は裾 部 との境に稜 をな し，箆削 り

が み られ る。裾部 は内 外 とも箆 な

でが み られる。

普　 通

砂　 粒

％ 15 ，0 0 ．5 ～ 0 ．8cm 。 褐　 色

17

高　　 塚

脚 柱 部

労

（8 ．5 ）

14 ．7

杯部 を欠 き，脚柱 部は 円筒状 をな

し，裾 部 は大 き く開 いてい る。脚

柱部 はやや器 厚が厚 く， 内面 には

輪積痕 がみ られ る。

脚柱部 は縦位 の箆 なでが み られ ，

裾部 に も箆 な でがな されて いる。

普　 通

砂　 粒

褐　 色

71図
婆 25 ．6

日綾部 は頸部 か ら直立 ぎみに 立 ち

あが り　 胴部最 大径 は 中位 に あ り 日綾部 は内外 とも横 なでが み られ 良　 好
内面に 多量の煤付

1 底 部　 欠 （29 ．の
†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 †

底 部は 欠い てい る。 器厚 は0 ．7 ～
†

胴 部外面 は箆 削 り後， 研磨 され た 砂　 粒
着

％ 1．0 cm ほ どでや や厚 い。 内面に は

輪 積痕 が顕著 であ る。

とみ られる。 明黄褐 色

2

婆

底 部　 欠

16 ．0

（16 ．0 ）

ロ綾 部 は頸部か ら直 立 ぎみに立 ち 目線 部 内外面 は横 位 のな でが み ら
普　 通

砂　 粒 （多）

褐　 色

あが り， 胴部 はそれ ほ ど張 り出 し れ， 胴部 外面は横 方向 の箆削 りが

た もの では ない。器厚 は0 ．8－ 1 ．0 み られ， 内面に は斜位 の箆削 りが

cm ほ どであ る。 み られ る。

3

婆

口綾 部欠 （15 ．2 ）

肩 部 以 上 を 欠 き ， 胴 部は それ ほ

ど張 出 した もの では ない。底 部は

平底 で箆 削 りが な され てい る。器

胴部 外面 は斜位 の箆 削 りがみ られ，

下部 はな でがな されて いる。 内面

も， 外面 と同様 な整形痕 がみ られ

る。

普　 通

砂　 粒

％ 6 ．3 厚は0 ．5 －1 ．2cm ほ どで底部 は厚 い。 褐　 色

4

恵箋E 17 ．5

曇腰 亀 蔓男 羞陸 ら泰息｛発展 も㌣

ノサンゾ曹押′′埠 を対 し千鳥 信 胴部 は中位以 下
日綾部 か ら頸部 外面 は横位 の なで

がみ られ，内 面は 同様 の なでが み

られ る。胴部 外面は箆 みが きがみ

られ る。

普　 通

胴以下 欠 （12 ．5） を欠き ，球状 をな す もの であ ろ う。

器 厚 は口綾部 が1 ．0 cm 内外 と厚 く，

胴 部 は0 ．8cm ほ どであ る。

砂粒 ・石 英 ・長石

赤　 色

5

、無

底　　 部 （11 ．3 ）

胴部 中位 以上 を欠 き，やや 球状 を

呈 した もの であ 生　 底部 は平底 で

胴部 外面 は下部 に箆削 r）が みられ

その上部 には，横 位 のな でがみ ら

れ る　 内面 は斜位 の箆 削 りがみ ら

普　 通

砂　 粒 ・石　 英

％ 7 ．8
ある。器 厚は0 ．6 ～1 ．0cm ほ どで あ

る。

0
れ る。底部 は箆 削 りが な されてい

な い。

明黄褐 色

6

小 形　 蛮

完　　 形

11 ．0

12 ．5

3 ．2

口綾 部は頸 部か ら直線 的に 開い て

立 ちあが って いる。胴 部は球 状 を

な し，底部 はやや あ げ底で小 さ い。

器厚 は0 ．6 ～ 1．0 cm ほ どであ る。

口綾部 内 外 とも横位 の なでが み ら

れ， 胴部外 面の上部 は箆 削 り， 下

部は箆 削 り後 に なでがみ られ， 内

面は箆 削 f）， な でがみ られ，底部

は箆削 りが み られ る。

良　 好

砂　 粒

暗褐 色

7

紺

ほぼ完 形

8 ．5

11 ．5

2 ．4

ロ綾部 は，頸 部か ら直線 的 に開い

て立 ちあが り，胴部 は球 状 をな し

てい る。底部 は平底 で ある。

器 厚は0 ．4 ～0 ．7cm 。

ロ綾部 内外 は縦 位 の箆 な で，胴部

外面は横 位の箆 な でがみ られ， 内

面 は箆 削 りが な され てい る。

普　 通

砂　 粒 ・雲　 母

褐　 色

二次焼 成

8

9

10

紺

ほぼ完 形

小 形　 無

口綾 部欠

％

紺

7 ．9

9 ．1

2 ．9

（ 9 ．8 ）

3．7

6 ．8

口綾 部 は頸部 か らやや 外 反 して立

ちあが り，胴部 は扁平 な球 状 を呈

し， 底部 はやや 平坦 をなす 。器厚

は0 ．4 ～0 ．6cm ほ どで ある。

ロ緑 部 内外 とも横位 のな でがみ ら

れ ，胴部 は箆削 りとなでが 内外 と

もみ られ る。

普　 通

砂 粒 ・石 英 ・長石

暗黄褐 色

良　 好

砂　 粒 （多）

褐　 色

良　 好

目線 部 を欠 き， 胴部 は球状 を里 し，頸部 内外 は斜位 の箆研磨 がみ られ，

内面 中位 に輪横痕 が み られ る。底 胴部 外面 は斜位 の箆削 り，内面 も

部 はあ げ底 状 をな し， 小 さい。 同様 に箆削 り， なでがみ られ る。

器厚 は0 ．5 ～0 ．8cm ほ どであ る。 底部 は箆削 りがみ られ る。

口綾部 は頸部 か ら直線的 に開 いて

立 ち あが り， 胴部 は小 さ く底部 を

欠いて い る。 口綾部 は歪 曲 し著 し

く楕 円形 で器厚 は薄 い。

目線部 内外 と も箆 削 り， なでが み

底 部　 欠

％

（8 ．6） られ，胴 部 外面は斜位 の箆 削 りが

み られ る。

砂　 粒

褐　 色
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11

増

口綾部 欠 （5 ．7 ）

4 ．8

口綾 部 を欠 き，胴 部 は扁平 な球状

を呈 し，平 底 をな してい る。全体

的 にやや 凹凸が み られ ，整形 は不

良 。器厚 は0 ．4 ～0 ．6cm 。

外面 は箆 削 り，箆 なでが み られ，

底部 は箆 な でが なされ てい る。

普　 通

砂　 粒

褐　 色

胴部煤 付着

12

紺

（6 ．1 ）

胴部 は扁平 な球状 をな し，底部 は 外面は箆 削 りと箆 なでが み られ， 良　 好 丹 彩 （外面 ）

口綾部 欠 やや あげ底 を呈 し，器厚 は0 ．3～ 外面及 び口縁 内面 とも丹彩 されて 砂　 粒

3 ．15 0 ．5cm で ある。 い る。 暗赤褐 色

13

杯

％

10 ．6

6 ．85

3 ．2

ロ綾部 は底部 か ら内攣 して立 ちあ

が り， 小 さ く外反 して いる。 内面

には稜 をな し，底部 は小 さい。

器 厚 は0 ．2 ～0 ．6cm 。

ロ縁部 内外は， 横な でがみ られ，

休 部外面 は箆削 り， 内面は なでが

み られ る。

普　 通

砂　 粒

明褐色

14

土不

完　　 形

12 ．1 口綾部 は丸底部 か ら大 き く開 いて 目線 部内 外は，横 な でがみ られ， 普　 通

5 ．1 立 ち あが り，器 厚 は0 ．4cm 内 外で 休部 外面 は箆 なでがみ られ， 内面 砂　 粒

丸　　 底 ある。 は なでが なされ てい る。 明 赤褐色

15

杯

％

8 ．6 口綾 部 は底部か ら直線 的 に開い て 日経 部 内外 面は，横 な でがみ られ，普　 通

5 ．0

4 ．4

立 ちあが り，器厚 は0 ．5 cm 内 外 で

ある。

休部 内外面 は，箆 削 りが み られる。砂　 粒

褐　 色

筑摘竜仕庶跡瞳欄剛

健置　A地区の南部（‡27区）に独立して位置し，古墳時代の住居跡は北方22mに第18号住居

跡がみられる。

規模　N－44．50－W　長軸6．7m　短軸6．4m　　平面形状　方形　　面積約41．4mご

各部の状況　壁は垂直ぎみに立ちあがり，壁高は15－17cmをはかり南壁がやや高くなる。床は

ほぼ平坦であるが若干北方向に傾斜を示している。中央から西よりに多く炭化材が検出されてい

る。南西コーナー部に接して，深さ4駈mの貯蔵穴がみられるが一部擾乱を受けている。

炉　確認されなかったが，北壁および東。南壁に焼土が検出されており，火災に遭遇したもの

と考えられる。

櫨究　4ヶ所確認されているが，直径は20～3おm内外でPl。P2は小さく，P3は長方形であり，

P4以外はあまりしっかりしたものではない。

援藍　上層は少量のロームブロックを含む褐色土で，下層は多量のローム粒を含む黄褐色土が

堆積し，自然流入の状態を示している。

逸物出藍状況　南西コーナー付近から多数の球状土錘が床面よりやや浮いた状態で一括して出

土し，さらに，北壁および東壁付近からも数点出土している（第74図）。また，中央やや南西より

の床面に剣形石製模造品が1点（第98図3），北東壁ぎわの床面からも双孔円板が1点（第98

図4）出土している。

迂　弘（篇悶認）

番号 器　　 種 法 量（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎土 ・色調 備　　　　 考

73図 婆

（11．1）

胴部上 半以上 欠 き， 胴部 はや や円 胴 部 は， な でがみ られ内面 は剥落 良　 好

1 胴 下 部 筒状 で底部へ とゆるやかにすぼまる。 がはげ しい。 砂　 粒 ，礫

％ 6 ．7 器 厚 は0 ．7 ～1 ．9 cm ほ どであ る。 灰褐 色
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2

紺 8 ．9
ロ綾部 は頸 部か ら直線 的に開 い て 口辺部 内外 は檎 なでが なされ， 外 良　 好

立 ちあが り，胴部 は ほぼ球状 を呈 面は頸 部 まで樅位 の箆み が さが な
′・

砂　 粒

ほぼ完 形
13 ．1

3 ．6

し平底 をなす。器 厚 は0 ．5 －0 ．8cm され てい る。胴着β外面 も不 鮮明 J
が らなでが み られ ，内面 には絵蹟

外 面　 沫黄 褐色

ほ どであ る。 痕 が 4 段 ほ ど認め られ る。 内 面　 黒　 色

3

柑 7 ．8 □級部 は頸部 か ら直線的 に開 き． 口辺部 内外 は檎 なでが見 られ，外 良　 好
顕 部は r くJ の字j犬に くびれて いる。 面には頸 部 まで凄従位 の刷毛 目痕が

完　　 形

8 ．9 胴 部は球 状 をな し， 底部 はやや あ み られ， 胸上 部に もかすか に認め 砂　 粒

2 ．8
げ底状 を呈 して いる。器厚 は0 ．5 られ る。胴下 郎は籠削 りが 認め ら 黄 褐色
～ 1 ．0cm ほ どであ る。 れる。

第72図　第17号住居跡実測図
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4

高　　 杯 18 ．2 杯 部 は直線的 に大 き く開 き． 下位 隼部 外面は横 な でがみ られ， 内面 良　 好 媒　 付　 着

脚 部　 欠 （6 ．6 ） に稜 をな し，脚 柱部以下 を欠 いて

いる。

は箆 なでが な され てい る。 砂　 粒

赤黄 褐色

5

高　　 塀 16 ．6
土不都は 直線的 に大 き く開いて 立ち

あが るが 角ぼ った感 じであ る。脚

柱部 以下 を欠 き， 器厚 は0 ．5 ～1 ．0

cm ほ どである。

隼 部内 外面 と もな で整形 がな され 普　 通 媒　 付　 着

脚 部　 欠 （7 ．6 ） 脚 柱部上 半 には箆削 りが 認め られ

る。

砂　 粒 ・礫

淡黄褐 色

6

土不

完　　 形

12 ．0

7 ．2

3 ．4

口録 音βは休 部か ら外反 して開 き，

休部 は底部 へすぼ まる。底 部はや

や丸 味 をおぴた平底 であ る。器厚

は0 ．4 ～0 ．7cm ほ どで ある。

ロ緑 部 内外は横 な でがみ られ．休

部 外面は蒐 削 りがみ られ， 内部に

も箆 な でがみ られ る。

良　 好

砂　 粒 ・礫

外面　 茶 褐色

内面　 赤 褐色

7

坪

％

1 1．5

6 ．3

□縁部 は底 部 より直線的 に開 いて

立 ちあが る。底部はや やあ げ底状

を呈 し， 器厚 は0 ．3－0 ．9cm ほ どで

ロ綾 部内 外は横 なでが な されてい

る。休部 内外は不 鮮 明であるが箆な

良　 好

砂　 粒

4 ．7
あ る。

てが見 られ，内面調 整は密である。 明茶褐 色

8

土不

完　　 形

12 ．6

6 ．9

5 ．0

口縁部 は底部 よ り直線 的に 開い て

立 ちあ が り， 底部はや やあ げ底状

を呈 し， 器厚 は0 ．4 ～0 ．8cm ほ どで

ある。

口綾部 内外 は横 なでが な され， 休

部内 外 とも箆 な でがみ られ る。内

面の調 整は密 で ある。

良　 好

砂　 粒

茶褐色一部果敢あり

9

坪

ケ‘

10 ．7

5 ．7

3 ．4

ロ綾 部 はやや小 さ く外 反 して開 く。

休部 は底 部か ら直線的 に開 き底部

を欠い てい る。器 厚は0 ．3 －1 ．1

cm ほ どであ る。

□綾部 内外 は横位 の箆 なでがみ ら

れ，休部 外面 は箆 削 りが な され て

い るぐ

良　 好

砂　 粒

黄褐 色

10

磨　　 石

安 山　 岩

畏 （5．2）

幅　 6．7

厚　 3．8

重量（158g ）

第73図　第17号住居跡出土遺物
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第74図　第17号住居跡出土球状土錘実測図

球状土錘計測表（第74回）

番 一弓・ 音詩　　　 種 法　　　 王迂 （cm ） 昔話杉 の 特 音数 娩 成 ・月台 上 ・色 調 番 号 音旨　　　 毒虫 7去　　　 並 （c m ） 箸語形 の 特 徴 焼 成 ・月台土 ・色 調

1 球 一大土 会垂

長　　　　 2 ．9
幅　　　　 3 ．0

1在　　　 2 1 g
1 L 径　　 0 ．4

普　 通

砂　 粒
J死 褐 色

13 i求壮 士 金森
上之　　　　 2 ．6
幅　　　　 2 ．5
亜　　 1 2 g
了し径 0 ．4 － 0 ．6

普　 通
砂　 粒
武 褐 色

2 球 羽し土j 痩

艮　　　　 2 ．5
幅　　　　 2 ．6

1E　　 1 4 ．5 g
了L　 O ．4 － 0 ．6

普・　 j岨
砂　 墾立

〕堆 褐 色
1 4 球 1犬 上 垂

k　　　　 2 ．7
幅　　　　 2 ．7

瓜　　 1 7 ，5 g
イL 径 0 ．2 、・0 ．4

普　 i血

砂　 粒
黄 褐 色

3 均り犬 」」謹

k　　　　 3 ．1
幅　　　　 3 ＿0
承　　 19 ．5 g
子L 径　　 0 ．4

普　 1由
砂　 粒
J天 褐 色

1 5 球 状 土 重奏

長　　　　 2 ，6
帽　　　　 2 ．5
垂　　 1 3 ．5 g

了しそ曇0 ．4 － 0 ．5

普　 通
砂　 粒
黒　 色

4 i求 斗夫上 皇壷

長　　　　 3 ，0
帽　　　　 3 ．0

：重　　　 2 2 g
了し径 0 ．4 － 0 ．8

J貢 郎 イL は 双 「り 1犬 普　 i由
砂　 ＊立
J天 袖 色

1 6 球 オ夫」ニ全豪

1女　　　　 2 ．0
巾払　　　　 2 ．2

2正　　　 8 ．5 g
了L 径　　 0 ．5

1第 瓢 磨 滅 J酔　 i由
砂　 粒
明 文 褐 色

5 ユ求 」夫 土 会垂

艮　　　　 3 ．0
陥i　　　 3 ，0
j正　　　 2 3 ＿5 g
了L 楼 0 ．4 － 0 ．5

イL は － 方 に よ ・つ
て い る 。 。黒 褐 色

黄 褐 色
17 球 1太 土 重奏

土豪　　　　 2 ．8
帽　　　　 3 ．1
重　　　 2 2 g
才L 径 0 ．4 － 0 ，5

普　 通

砂　 粒

灰 褐 色

6 求 状 ．＿L 蹄

もと　　　　 2 ．6
帽　　　　 2 ．8

や や 磨 滅 し て い
る 。

普－　 j埼
石少　 枇 1 8 球 1犬」ニ謹

長　　　　 3 ．1
幅　　　　 3 ，0

】須 部 に も　り あ が
り あ り 。

廿　 ま由
砂　 粒

j重　　 1 8 ．5 g

礼 径 0 ．2 一し 0 ．4

近 場 邑 瓜　　　 2 1 g
才しそ量 0 ．3 － 0 ．5

‡旨亘融政 J天 褐 色

7 球 メ火 ．‾1 」痩

上之　　　　 2 ．5
幅　　　　 2 ．8

・正　　 1 8 ．5 g
イL 径 0 ．3 －・0 ．4

普　 i也
砂　 凄立
茶 褐 色

1 9 球 1犬 二と 会豪

昆　　　　 2 ．7
幅　　　　 2 ．5
i丘　　 1 0 ．5 g
子L 径 0 ．3 － 0 ．4

密　 i由
砂　 絵
暗 褐 色

8 I求 一大 ニ1ニ経

拉　　　　 2 ，7
幅　　　　 2 ＿8
重　　 18 ．5 g
了しそ曇 0 ，2 － 0 ．3

－や や 磨 滅 し て い

る 。
lY　 i也
砂　 袈立

j粧 褐 色

2 0 球 4犬 土 台垂

長　　　　 2 ，3
幅　　　　 2 ．4

二重　　 1 0 ．5 g
了L 径 0 ．3 － 0 ．4

普　 i由
砂　 粒

明 黄 褐 色

9 j求 状 1 ニ会垂

艮　　　　 2 ．6
帖　　　　 2 ．6
重　　 1 3 g
1 L 径 0 ．3 － 0 ．5

普　 i盛
砂　 粒
暗 褐 色

2 1 瑚り 決 1 」躁

長　　　　 2 ．7
幅　　　　 2 ．5

垂　　 1 2 ．5 g
了し径　　 0 ，3

普　　 盛
砂　 粒
茶 褐 色

10 上求 4人こし 挫

k　　　　 2 ．5
帖　　　　 2 ，6

普　 i由
五少　 来一‾ 2 2 ▼　状 土 会垂

長　　　　 2 ＿6
幅　　　　 2 ．5

普　 燕

重　　 1 2 ．5 g
イしそ至0 ．3 － 0 ．4

は
茶 褐 色

球

3 4

寸f　 （6 ．5 g ）

了し径　　 0 ．5

砂　 礫立
ヱ黒 褐 色

1 1 球り 夫」＿垂直

長　　　　 2 ，4
幅　　　　 2 ．3

普　 通
砂　 寝た 2 3 球 状 上 級

k　　　　 3 ．0
懸　　 2 ・5 普こ　 ．適

砂　 雅一
重　　 1 1 ＿5 g
イL 径 0 ．2 － 0 ．4

典 褐 色
タ≦

重　 （5 ．8 g ）
了し径　　 0 ．4

1C
黄 褐 色

1 2 王求状 土 鋒

艮　　　　 2 ．7
幅　　　　 2 ．3

普　　 盛
砂　 来し 2 4 球 状 土 建

昆　　　　 2 ．5
幅　　　　 2 ．5 汁　 i由

J重　　 12 ．5 g
1 し径 0 ．3 － 0 ．6

lエ
茶 槻 色

㌧

亘K　 （5 ．7 g ）
了し径　　 0 ．4

砂　 壊、1
綻 褐 色
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第18号住居跡（第75回）

位置　A地区のほぼ中央部（K15区）に位置し，近接する古墳時代の住居跡は北東約8mに長

方形状の第19号住居跡がみられる。

0　　　　　　　　　　　2M

第75図　第18号住居跡実測図
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第76図　第18号住居跡出土遺物

規模　N－310－W　長軸6・10m　短軸6．0m　平面形状　方形　面積　約34．8m2

各部の状況　壁は垂直ぎみに立ちあがり，壁高は11～16コmで西壁が他に比して低くなり，北東

コーナー部が張りだしている。床面は軟弱で凹凸が多くみられ，北東壁の中央部と南西壁の一部

が撹乱を受けている。南東コーナーに96×5むm，深さ4おm内外の長方形状の貯蔵穴がみられる。

炉　確認されていないが，北西コーナー付近に多量の焼土および炭化材が検出され，火災に遭

遇したものと考えられる。

柱穴　主柱穴はほほ対角線上に4ヶ所確認され，直径は3仕m内外の楕内形で，深さは28～3女m

ほどである。

覆土　上層は砂粒を含む黒色土であるが，部分的に擾乱がみられる。下層は黄褐色土でローム

ブロック・焼土を含んでいる。

遺物出土状況　覆土中から土師器の小片がわずかに出土している。（第76図）

遺　物（第76図）

番 号 器　　 稜 法 畳 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

7 6 凶

1

喪

底　　 部

㌧

（ 3 ．3 ）

9 ．0

底 部 片 で あ l）大 き く 開 い て い る 。 外 面 は な で が み ら れ る 。 粗　 雑

砂　 粒

暗 茶 褐 色

2

柑

（ 7 ．6 ）

口 綾 部 を 欠 き ，胴 部 は 球 状 を な し ， 胴 部 外 面 は な で が み ら れ ， 下 部 は 普　 通

ロ 織 部 欠 胴 部 最 大 径 は 中 位 に あ る 。 平 底 で 籠 削 が な さ れ ， 内 面 は 剥 落 が は げ 砂　 粒

㌔ 3 ．4 器 厚 は 0 ．5 ～ 1 ．0 c m ほ ど で あ る 。 し い 。 明 褐 色

3

高　　 杯 1 6 ．6
杯 部 は 底 部 よ り 内 野 ぎ み に 大 き く

β‾　　 立 ．　　 ′・　　　 ‾立
休 部 は 箆 な で が 内 外 に み ら れ ， 稜 良　 好 丹　 彩

脚 部　 欠

㌔

（ 9 ．1 ） 渇 き 下 郡 に 稜 を よ す 。 脚 柱 郡 は ほ

と ん ど が 欠 姐 し て い る 。

器 厚 は 0 ．4 － 1 ．1 c m 。

以 下 は 縦 削 り の 箆 削 り が み ら れ る 。 砂　 粒

赤 褐 色

第19号住居跡（第77図）

位置　A地区の中央やや東（N13区）に位置し，古墳時代の住居跡は南西21mに第18号住居跡

がみられる。

規模　N－。－W長軸9．3m　短軸6．4m　平面形状　長方形　面積　約56．8m2

各部の状況　壁高は6～1（加内外と浅く，東方に向かうにしたがいほとんど確認できなくなる。
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0　　　　　　　　　2M

第77図　第19号住居跡実測図
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第78図　第19号住居跡出土遺物

床面は凹凸が多くみられ，西壁中央付近がややくぼみ，全体的にかなり捜乱を受けている。南西

コーナー部に長径117cm・短径7kmほどの方形状の貯蔵穴がみられ　その覆土上面に多量の焼土，

炭化材が検出されている。また，同穴の南壁外辺部から灰色粘土ブロックが確認されている。床

の北西付近に位置する直径160cm内外の円形の土壌は覆土からみて後世の所産と考えられる。

炉　確認されないが，北西コーナー付近から南にかけて，多量の焼土および炭化材が検出され

火災に遭遇したものと考えられる。

柱穴　南側に2ヶ所，北西コーナーに3ヶ所みられるが主柱穴は不明である。直径は3（わm内外

で深さは11－2盆mほどである。南西コーナー付近は裡乱により不明である。

覆土　5～10cmほどの暗褐色土がわずかに残存する。

遺物出土状況　遺物は少量の土師器片で，貯蔵穴から柑（第78図2）・域（第78図4・5）が

出土している。

遺　物（第7咽）

番 号 器　　 種 法 呈 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

1

′

底　　 部 （1 0 ．0 ）

胴 部 以 下 の 破 片 で 底 部 は や や あ げ

底 状 を な し胴 部 は や や 内 野 して 立

ち あ が る

胴 部 外 面 に は 部 分 的 に刷 毛 目痕 か

み とめ ら れ ， 内 面 は な で 整 形 が な

良　 好

砂　 粒

内 面 一 部 煤 付 着

％ 8 ．0 器 厚 は 0 ．5 － 0 ．7 cm ほ ど で あ る 。
さ れ て い る 。 黄 褐 色

2

柑

％

9 ．1

1 1 ．8

ロ綾 部 は 頸 部 か ら 直 線 状 に 開 い て U 縁 君臣に は 構 な で が み ら れ ， 下 部
良　 好

砂　 粒
立 ち あ が り， 胴 部 は や や 扁 平 な 球 外 向 に は 寒従位 の 1施 削 り， 内 面 に は

刷 毛 白磁 が み られ る　 第 I 地 形 と
状 を呈 L 丸 底 を呈 し て い る して刷 毛な でか な され ， 第 IIに E】級

器 厚 は 0 ．4 － 0 ．8 c m ほ ど で あ る 。 瓢 の 横 な で が な さ れ た も の で あ る 。
胴 部 上 面 に は 樅 位 の 箆 削 り． 下 部
は 横 位 の 箆 削 り）が み られ る 。

赤 褐 色 ・一 部 男

斑 あ り。

3

高　　 年

（ 9 ，8 ）

1 4 ．4

脚 柱 部 以 下 で裾 部 へ 閲 が リ， 裾 部
脚 柱 部 外 面 は縦 位 の蔑 み が 夷が な

良　 好

脚　　 部
は さ ら に 大 き く開 い て い る 。 脚 柱

部 内 面 に は 4 段 の 輪 積 痕 が 認 め ら

れ ， 器 厚 は 0 ．4 ～ 1 ．1 cm ほ ど であ る。

さ れ ， 裾 部 は 内 外 面 と も な で が み

ら れ る。

砂　 粒

外 面　 赤 褐 色

内 面　 黄 褐 色

4

碗 1 1 ．8
ロ緑 部 は 休 部 が 外 反 して 開 き ， 休

部 は 丸 底 か ら 内野 し て 立 ち あ か っ
ロ綾 部 お よ び 休 部 上 面 は 横 な で が 良　 好

㌧

8 ．2
て い る 。 器 厚 は 0 ，3 － 1 ，0 c m ほ ど で

あ る 。

み ら れ ， 下 部 は 蒐 削 りが な さ れ て

い る 。

砂　 粒

淡 黄 褐 色
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5

杯 13 ．3 口綾部 は休部 か ら小 さ く外反 し，
休部 は内 外面 と も横 なでがみ られ，

内面 は剥落 がす すん でいる。

普　 通
外面　 丹 彩

一部煤 付着

（域 ）
6 ．9

休部 は不安定 な底部 か ら内攣 して

立 ちあが っている。

砂　 粒

外面　 赤 褐色

完　　 形 4 ．7 器 厚 は0 ．2 ～1 ．0cm ほ どであ る。 内面　 茶褐 色

6

用

（4 ．7 ）

胴 下部片 で扁平 の球 状 を呈 し， 胴部 内外面 とも斜位 のな でがみ ら 良　 好

胴　　 部 平 底 をなす。 れ る。 砂　 粒 e石　 英

％ 2 ．6
器厚 は0 ．4 －0 ．5cm ほ どで ある。 赤褐色

鑑錮号住居跡（鍔朋憎）

健置　A地区の中央やや西より（H9区）に位置し，古墳時代の住居跡は北東56mに第21号住

居跡がみられる。

規模　長軸（5・7）m　短軸（5．1）m　平面形状　方形（？）　面積　推定29m2

番部の状況　かな年後乱を受けていることと，西側はエリア外となり未調査のためプランを明

確にすることができず，壁の追求も困難であった。床はほぼ平坦であるが軟弱である。北東コー

ナーに不定形状の掘り込みがみられ，規模は1．5×2．1m，深さは20～3伽m内外で，東壁よりに多

量の焼土が検出され，焼土下には灰色粘土が部分的に確認される。竃の機能を有している可能性

がみられる。柱穴および壁溝は確認されていない。

理恵　暗褐色土が浅く堆積しているが，ほとんど撹乱を受けている。

適輸出皇状況　遺物は少量の土師器片と砥石（第80図12）がみられる。

遺　物（筑錮0m鞄）

番号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 ． 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　　 考

80 図 寮

％

18 ．1 口綾部 は頸部 か ら「く」の字 状 に外
目線部 内外 は横 なでが なされ，頸 普　 通

ロ綾部 煤付着

1 （9 ．8 ） 反 して開 き， 胴部下 半 を欠い てい

る。器厚は0 ．5～0 ．7cmほ どである。

部 外 面には刷毛 目痕 がみ とめ られ

る。胴部 外面 はな で，内面 は剥落

が 進ん でい る。

砂　 粒

外面　 黄褐 色

内面　 茶 褐色

2

慈 20 ．1 目線部 は頸部 か ら「く」の字状 に 開 目線部 内外面 とも横 なでが な され
良　 好

砂　 粒

外面　 黄褐 色

内面　 黒　 色

内面 煤付着

ロ綾部 欠 （5 ．3 ） き，頸部 以下 を欠い てい る。器厚 頸 部外面 には刷毛 目痕 が認め られ

％ は0 ．7 ～1 ．1cm ほ どで ある。 る。

3

無

（2 ．9 ）

9 ．0

底部 片 で， 器厚 は0 ．6cm 内 外で あ 胴下 部外面 は横位 の なでがみ られ
普　 通

砂　 粒

外面　 黄褐 色

内面　 黒　 色

内面煤付 着

底　　 部

払

る。 内面 には煤 が 付着 して いる。

4

婆

（4 ．2）

7 ．0

底部片 で， あげ底状 を呈 し，器 厚 胴部 内外面 と も横 なでが な され て 普　 通

底　　 部 は0 ．6 ～0 ．8 cm ほ どで ある。 ㌧、る。 砂　 粒

灰褐 色

5

土苑

％

12 ．0
口綾 部 は頸部 か ら直線 的に 開い て

立 ちあが り，胴 部はや や上位 に最

大径 を有 して いる。平底 をな し，

器厚 は0 ．5 ～0 ．8cm 。

口綾 部 内外は横 な で， 胴部下 半は 良　 好 口綾部や や ゆがみ

9 ．0

3 ．6

箆 なでが み られ，内部 は剥落 がは

げ しい。

砂　 粒 ・石　 英

黄褐 色

あ り。

6

紺

（6 ．8 ）

口綾 部は欠 いて いるが， 至敏部 か ら
膚 泉自　～　　　 、　 ふ　　　 、

日綾 部か ら頸部 には縦位 の刷毛 目
普　 通

目線部 欠
風糸　 勺に ひ らし　て止 ちあカ　る もの
であ ろ う。 胴部 はや や直 線的 に胴

がみ られ， 内面 は横 なでが なされ 砂　 粒

2 ．8
部 中段で、ひろが 「）， 底部 は平底 を て いる。胴下 部 には箆削 りが なさ

黄褐色
なす 。器厚 は0 ．6 －1 ．1cm であ る。 れて い る。
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7

柑 7 ．5

9 ．2

2 ．4

ロ綾 部は頸 部か らやや 内題 ぎみに ロ綾部 内外 ともなで，下 部外面 は
良　 好

砂　 粒

黄褐 色

開 いて立 ちあが り，胴部 は球状 を 縦位 の箆別 がみ られ る。 胴部内 外

ほぼ完形
呈 し， 平底 をな して いる。器厚 は 面 ともな でがみ られ，内 面は よ り

0 ．3 －0 ．6 cm ほ どである。 顕著 であ る。

8

高　　 坪 19 ．0
杯 底部 以下 を欠損 し，坪 部は底 部

か らや や内野 ぎみ に開 いて立 ちあ

が ってい る。隼下部 は稜 をな し，

器 厚は0 ．4 －1 ．0cm ほどであ る。

内外面 とも横 なでが み られ，内面 普　 通

坪　　 部

％

（5 ．7） は剥落 がすす んで いる。 砂　 粒

黄 褐 色

9

高　　 坪 20 ．0 坪部 の 口縁部 片で直 線的 に開い て 内外面 と も横 なでが なされ ている。普　 通

I不　　 部

㌔

（4 ．3 ） いる。器 厚は0 ．4－0 ．7cm ほ どであ

る。

砂　 粒

黄褐 色

0　　　　　　　　　　2M

第19図　第20号住居跡実測図
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1．

第80図　第20号住居跡出土遺物

10

高　　 坪

堵　　 部

㍉

19 ．0

（ 5 ．8 ）

坪底部 以下 を欠損 し，杯 部は底 部

か らや や内野 して 開い て立 ちあが

って いる。杯 下部 には稜 をな し，
器 厚 は0 ．3 ～ 1 ．0cm ほ どで ある。

内外面 とも横 なでが み られ，内面

は剥落 してい る。

普　 通

砂　 粒 ・石　 英

外面　 赤褐 色

内面　 黄褐 色

外面煤付 着

11

高　　 林

脚　　 部 （ 7 ，5）

11．9

脚 柱部以 下 で． 裾部 へ開 いて いる。

器厚は 0 ．5 － 0 ．7cm ほ どであ る。

外面は縦位 の箆 削 りが み られ，内

面 には輸梼 痕が み られ る。裾 部に

は様 な で， 内面 には刷 毛 目痕 が認

め られ る。

良　 好

砂　 粒

黄褐色

12

砥　　 石

儲 灰　 岩

長（10，2ユ

幅（4潮

剰 2．7）

重く177．5）g

破損 品 であ り， 中央部 が細 くくび

れ てい る。各面 には擦痕 が 認め ら

れ る。

99 図

4

球 状 土建
長　 2．4

幅　 2．6

重 14g

孔卸 ．3－0．4

第21号住居跡（第81回）

位置　A地区の北端（L5区）に位置し，古墳時代の住居跡は南西56mに第20号住居跡がみら

れるが，これより北からは確認されていない。

規模　N－750－W　長軸5．1m　短軸5．0m　　平面形状　方形　　面積　約24m2

各部の状況　壁はいずれも垂直に立ちあがり，壁高は15－22cmほどで東壁が低く，南・北がや

や高くなる。床は若干凹凸がみられるがほぼ平坦で，南東コーナー部分が一部撹乱を受けている。

また，北東コーナーの東壁に接して溝が帯状に140cmほど南北に走るが性格は不明である。
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炉　壁にそって多量の焼土が検出されているが，炉は確認されていない。

柱穴　主柱穴は3ヶ所確認され，直径20－3仕m，深さ10－独mほどであるが南東コーナー部に

は認められなかった。

覆土　上層は暗褐色で，下層は多量のロームを含む黄褐色・褐色土がみられ，自然流入の堆積

状況を示している。

第81図　第21号住居跡実測＝図
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ノ
1　　1ec■　　l

第82図　第21号住居跡出土遺物

遺物出土状況　遺物は覆土および床面より少量の土師器が出土し、北東コーナーと南東コーナ

ー部からは杯（第82図4）・摘（第82函3・5－7）・球状土錘等（第99区15－8）が出土して

いる。

遺　物（第82・錮図）

番 号 器　　 種 法 墨 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

8 2図
袈

（ 3 ．7 ）

7 ．2

底 部 片 で 、 器 厚 は 0 ．4 － 0 ．9 cm ほ ど 胴 下 郡 外 面 は 、箆 削 りが な さ れ 、 普　 通 煤 付 着

1 底　　 部

34

で あ る 。 内 面 に 煤 が 付 着 して い る 。 砂　 粒

淡 黄 褐 色

2

療

（3 ．6 ）

底 部 片 で平 底 を な し 、 器 厚 は 0 ．8 c m 胴 部 外 面 に は 、 斜 位 の箆 な で 、 内 普　 通

立
煤 付 着

底　　 部 内 外 で あ る 。 面 に は 刷 毛 目痕 が み られ る 。 ま た 、 砂　 礫、

外 面　 褐　 色
㌧ 8 ．0 内 面 に は 煤 付 着 。 内 面　 黒 褐 色

3

坪 1 3 ．6
ロ 綾 部 は 、休 部 か ら外 反 して 開 き 、 □綾 部 、 内 外 面 と も横 な で が な さ 良　 好

6 ．8
か す か に 稜 を 有 し て い る 。 底 部 は れ て い る。 砂　 粒 （少 ）

完　　 形 4 ．2
あ げ 底 状 を な し 、 器 厚 は0 ，3 － 0 ．6

cm ほ ど で あ る 。

茶 褐 色

4

隼 1 1 ．8
口 緑 部 は底 部 か ら 内 智 して 立 ち あ 口 綾 部 内 外 面 は 構 な で が な され 、 普　 通

5 ．4
が り、 さ ら に 口緑 部 で 直 立二ぎ み に

ナ
休 部 下 端 は 箆 削 り が な さ れ 、 内 面 砂 粒 ・石 英

ほ ぼ 完 形 3 ，8
内 野 す る 。 底 部 は あ け 底 淡 を r L 、

器 厚 は 0 ．4 － 0 ．6 c m ほ ど で あ る 。
は 剥 落 して い る 。 黄 褐 色

5

坪 1 1 ．8 口綾 部 は 、休 部 か ら内 増 して 立 ち 口 綾 部 内 外 面 お よ び 休 部 内 面 は 横 良　 好

底　 部 欠 （5 ．1 ） あ が り、 底部 を欠 い て い る 。 器 厚 な で 、休 部 外 面 下 部 に は 、箆 削 り 砂　 粒

％ は 0 ．4 －0 ．6 c lmほ ど で あ る 。 が な さ れ て い る 。 赤 褐 色

6

碗

完　　 形

1 1 ．2
ロ綾 部 は 頸 部 か ら外 反 して 開 き 、

器 面 は 内 外 と も横 な で が な され て 良　 好

6 ．7

3 ．4

休 部 は 扁 平 な 球 状 を呈 し、 底 部 は

あ げ 底 状 を な し て い る 。 器 厚 は

0 ．5 －0 ．8 c m ほ ど で あ る 。

い る。
砂　 粒

外 面　 黄 褐 色

内 面　 暗 褐 色

7

I宛 13 ．0 口緑 部 は 複 合 状 を な し て 外 反 し て 外 面 は な で 、 内 面 は 休 部 に横 位 の 良　 好 内 外 丹 彩

底 部　 欠

㌧

（5 ．0 ） 立 ち あ が り 、 器 厚 は 0 ．4 c m 内 外 で

あ る 。

刷 毛 痕 が み ら れ る。 砂　 粒 （少 ）

赤 褐 色 （丹 彩 ）

9 9図

5

球 状 土 錘 こ臣　 2 ，6
幅　 2 ．5
重　 1 7 g
孔 径 0 ，4

－・・・0 ．5

指 な で 痕 が 顕 著 良　 好

砂　 粒

灰 褐 色

6

球 状 土 鐘 長　 2 ．8
幅　 2 ．8
垂　 2 0 g
孔 径 0 ．4

・・－0 ．5

良　 好

砂　 粒

灰 褐 色

7

球 状 土 錘 長　 2 ．4
帽　 2 ．5
垂　 13 ，5 g
孔 径 0 ．6

一Y O ．8

指 な で痕 が 顕 著 。 良　 好

砂　 粒

灰 褐 色
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8

球 状 土錘
長　 2 ．6
幅　 2 ．7
垂 16 g
孔径0 ．5

一一・・0 ．6

箆痕 あ り 良　 好

砂　 粒

灰褐 色

第22号住居跡（第83回）

位置　D地区の南東端（E3区）に位置し、古墳時代の住居跡は西北2mに大型の第23号住居

跡が隣接している。

規模　N－21LW　長軸（5．14）m　短軸（5．13）m　平面形状　方形　面積　推定25・2m2

各部の状況　南北に耕作用の畝が走り、住居跡の遺存度は悪く、北東および北西壁の一部がわ

◎
D
り

◎
／
憺

－　‥一一　一1－－

第83図　第22号住居跡実測図
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「了二二習．

＼＝⊆者　Lj・一ノ6
1．2　　22号住居跡　　3　　27号住居跡
4・5．6　28号住居跡　　7．8　29号住居跡

第84図　第22・27・28・29号住居跡出土遺物

ずかに確認できるのみで、南東・南西はほとんど確認できない。床面の状況も悪く、わずかに南

西コーナーに一辺50cm内外の方形状の貯蔵穴がみられる。

炉　床面の中央部およびその東側に少量の焼土が確認されているが、炉として使用されていた

とは考えられず、周囲に少量の炭化材がみられたことから火災に遭遇したものと考えられる。

柱穴　中央付近の西側に2ヶ所の小穴がみられ、直径20cm内外で深さ13－35cmを測る。その他

にピットは検出されていない。

覆土　わずかに暗褐色土がみられる。

遺物出土状況　遣物はわずかで、覆土および床面より少量の土師器が出土し、貯蔵穴付近より

高年（第84図2）と球状土錘の小片（第99図9）が出土した。

遺　物（第84・99図）

番 号 器　　 種 法 墓 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

8 4 図
冨E

（4 ，0 ）

5 ．2

底 部 片 で あ げ 底 状 を な し 、器 摩庖 普　 i由 丹　 彩

1 底　　 部 0 ．7 ～ 1 ．は叫ほ ど で あ る 。 砂 粒 ・石 英

外 面　 赤 黄 褐 色

内 面　 赤 褐 色

2

高　　 土不

（9 ．3）

脚 柱 部 の み で や や 円 筒 状 を呈 し、 外 面 は 縦 位 の 箆 な で で 、 内 面 は 箆 普　 通
丹　 彩

脚　 柱 部 裾 部 で 大 き く開 く もの と 考 え ら れ

る 。

に よ る整 形 痕 が 認 め ら れ る 。 砂　 粒

外 面　 赤 褐 色

内 面　 淡 黄 褐 色

9 9 図

9

球 状 土 錘 長　 2 ．2
幅　 2 ．2
重 10 ，5 g
孔 後 0 ．3

一・・日．4

粗　 雑

砂　 粒

茶 褐 色

第23号住居跡（第85図）

位置　D地区の中央部（Cl区）に位置し、近接する古墳時代の住居は南東2mに第22号住居

跡がみられる。
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規模　N－90－W　長軸11・82m　短軸11・48m　平面形状　方形　面積　約135．2m2

各部の状況　方形の大型住居跡であるが、耕作による畝が北西より南東にかけて走り、全体的

に撹乱をうけている。壁は垂直ぎみに立ちあがり、壁高は10～20cmほどで、西・南部が高く北部

第85図　第23号住居跡実測図
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1　　10c■　　l

第87図　第23号住居跡出土遺物（2）

が低い。床面はかなり驚乱されているが、南東コーナー部に2ヶ所の貯蔵穴が接して替られ、多

数の高年・柑・杯・壷等が出土している。また、南壁部には長径4．3m、短径1・2m、深さ0・6～

0．7mほどの不定形状の土壌が複合している。

炉　西壁および南東部に焼土が検出されているが炉は確認されていない。

柱穴　大小あわせて15ヶ所確認され、柱穴はP2～Pmと考えられる。いずれも直径は20－50cm内

外で深さも30－60cmほどである。P．2・P．，・P15はその規模も大きく、土層その他から後世の所産と

考えられる。

覆土　暗褐色・黒色土がみられるがかなり耕作による挽乱を受けている。

遺物出土状況　床面より出土した遺物は少量で、北壁よりのP．．付近に、完形の無（第87区11）・

鉢等（第87図2・3）が3点出土し、南東コーナーの貯蔵穴から多くの高塀（第86図）が出土し

ている。

遺　物（第86・87・98・錮図）

番 号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

8 6図 高　　 林 1 8　9
杯 部 は 直 線 的 に 開 き 、 下 部 に 稜 を 坪堵Il外 軸 は IJ 紬 部 横 も‾で てい、下 部 に

箆 削 りが。みJ れ　 内 面 に は 刷 毛 【右転 普　 通

1 1 6 ．2
有 L 、 脚 柱 部 か ら裾 部 に 大 き く閑 が み ら れ る。 閥1柱 眺 外 面 は 縦 位 の

箆 削 りが 。み ら オ　幸居部 イ寸’斤は そ の 後
砂　 粒

完　　 形 1 4 ．9
い て い る。 内 面 に は 輸 横 痕 が み ら j笠 な で カでみ ら れ る 。 内 面 は 坤「E H 褐　 色
れ 、器 厚 は 0 ．5 － 1 ．0 cm ほ ど で あ る。痕 j宅 な で‾が‾み られ る 。
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高　　 塚ヽ 16 ．5 隼部 はやや 内攣 して開 き、下部 に 杯部 内外面 とも、箆 削 りが み られ 、普　 通

2
■ 16 ．3 稜 をなす。脚 柱部 は裾 部へ 閏が り 脚柱 部外面 は 、縦 位 の箆 削 り、裾 砂　 粒

r⊥－ ノ
13 内面 には輪横痕 がみ られ 、器厚 は 部 は横 な で、内面 には なでが み ら 褐　 色

元　　 汗ク 0 ．5 ～0 ．8cm ほ どであ る。 れ る。

3

高　　 年 16 ．2
杯部 は直 線的 に開 き、下 部 に稜 を

な し　 脚柱 部は裾 部へ 閏が り、 さ
杯 部 外 面 は 縦 位 の 刷 毛 臥 内面 良　 好

15 ．6 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　、．－
らに大 き く外反す る　 脚 柱部 内面

横 な でが み られ、脚 柱部外 面に は 砂粒 ・石 英

完　　 形

12 ．8 ○　　　　　　　ロ
には 、輪積痕 がみ られ 、器 厚 は、

0 ．5 －0 ．9cm ほ どであ る。

縦位 の箆 削 りが み られ、内面 は刷

毛 昌がみ られ る。

黄褐 色

4

高　　 士不

完　　 形

13 ．3 杯 部はや や 内攣 的に 大 き く開 き、 杯 部 外面 は縦 位 の刷 毛 目、内面 良　 好

14 ．4 5 下 部は稜 を有 し、脚柱 部は裾 部 で は横 なで 。脚 柱 部 外 面 は 縦 位 の 砂 粒 （良 好 ）

13 ．5 大 き く外 反 してい る。 器厚 は 0 ．3

～0 ．9cm 。

箆 削 り、裾部 は刷毛 目、 内面は横

位 の刷毛 目が み られ る。

褐　 色

5

高　　 杯

方

14 ．2

13 ．9

杯部 は直線 的に 開いて立 ち あが り

下 部 に稜 を有 し、脚 柱部 か ら裾 部

に大 き く開 いて いる　 脚柱 部 は内

、杯 部内外 ともなでがみられ、稜 部は

箆 削 りが な され 、脚柱部 外面 は縦

普　 通

砂 粒 （良好 ）

13 ．65 ○　　　　　　＿ロ
面 には 、輪積痕 がみ られ る。器厚

は 0 ．5 ～0 ．9cm ほどで ある．。

位 の箆 な でがな されて いる。 黒褐色

6

高　　 塚

裾　 部 欠

18 ．4 杯部 は内攣 して塊 状 に立 ちあが り、杯部 内外面 と もな でがみ られ 、脚 普　 通
（12 ．8 ） 脚柱 部は裾 部に むか って大 き く開 柱 部外面 は縦位 の箆 削 りが み られ 砂　 粒

い てい る。 内面 には輪積痕 が み ら

れ器厚 は 、0 ．6 ～0 ．9cm ほ どである。

内面は なでが なされ てい る。 暗黄褐 色

7
高　　年
杯　　部

15．5 脚柱部を欠き、杯部はやや内攣ぎロ綾部外面は横なで、下は箆削り普　通 1
（7．1） みに開き、器厚は0．5～0 ．8cmほど

である。

がみられ、内面はなでがみられる。砂　 粒

浅黄褐色

8

高　　 塚

脚柱部欠

15．9 杯部はやや内攣ぎみに開 き、下部 杯部外面目綾部は横なでがみられ、普　 通
（6．2） に稜を有し、脚柱部以下を欠いて 下は縦位の箆削 りがなされている。砂　 粒

いる。器厚は0．6－1．1cm ほどであ

る。

内面は箆みがきがみられる。 褐　 色

9

高　　 塚

脚　柱 部

（11．0）

15

杯部 を欠 き、裾部にむかって大き 脚柱部外面は縦位の箆みがさがな 普　 通
く開き、内面には輪積痕がみ られ

る。

され、内面はなでがみられる。 砂　 粒

褐　 色

高　　 塚

（9．5）

13

脚柱部は筒状 をなし、裾部は直線 脚柱部及び裾部には刷毛 目がみら 普　 通

10
脚　柱 部 的に大 きく開いている。器厚は れ、下端は横なで、裾部内面にも 砂　 粒

％ 0．3～1．0cmである。 刷毛 目がみ られる。 褐　 色

高　　 年

脚　柱 部

屋 （8．8）

12．3

脚柱部は中央部で太 くなり、裾部 外面 は縦位 の箆 なで、内面はな 普　 通

11
は外反して大きく開き、器厚は

0 ．3－0．8cm である。

でがなされている。 細砂粒

浅黄褐色

12

高　　 塚

脚 柱 部

（8．0）

12．9

脚柱部は、筒状で裾部が大 きく外 外面縦位の箆 なでで内面は指なで 良　 好
反 している。器厚は0 ．5～0 ．8cmで

ある。

裾部は横なでがなされている。 砂　 粒 （多）

褐　 色

13

高　　 年

（10．5）

13．4

杯部を欠き、脚柱部から裾部へや 外面 は縦位 の箆研 磨がな され 、 普　 通
脚 柱 部

％

や外反 して開いている。内面には

輪積痕がみられ、器厚は0．4～0 ．7

cmほどである。

内面はなでがなされている。 細砂粒

黄褐色

14

高　　 年

（11．0）

杯部及び裾部を欠き、脚柱部は裾 外面は縦位の箆削 りがみ られ、内 普　 通
脚　柱 部 部にむかって開き、器厚は0．5～

0．9cmほどである。

面はなでがなされている。 砂　 粒 （多）

褐　 色
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15

高　　 年

脚 柱 部　 （7 ．7 ）

杯部 か ら脚柱部 は 筒状に のぴ 、裾

部 を欠 いて いる。 内面に は輪積痕

が み られ 、器厚 は0 ．5～ 1 ．0cm ほど

で ある。

外面 は縦位 の箆 削 り。 普　 通

砂　 粒 （多）

褐　 色

16

高　　 塚

脚　 柱 部 （7 ．0 ）

杯部及 び裾 部 を欠 き、脚柱 部は円

筒状 を呈 して いる。杯 部 の器厚は

やや厚 く、脚柱 部 はそれほどで ない。

内外面 に もなでがみ られ る。 普　 通

砂　 粒 （多 ）

明褐 色

17

高　　 年

（5 ．2 ）

t

脚 柱部 片 で円筒状 を な し、器 厚は 外面 は縦 位の箆 削 りが み られ、 内 普　 通

脚　 柱 部 や や厚 い。 面は指調 整が み られ る。 砂　 粒

明黄褐 色

18

高　　 年

（6 ．5 ）

杯部 及 び裾 部 を欠 き、 内面 に輪 積 外面は縦位 の箆 削 生　 内面 なでが 良　 好

脚　 柱 部 痕 を有 し、器厚 は0 ．5 ～0 ．8 cm ほ ど

であ る。

み られ る。 細砂粒 （多）

褐　 色

19

高　　 塚

（6 ．0 ）

脚柱 部片 で円 筒状 をな し、内面 に 外面は縦位 の箆 削 りがみ られ 、内 良　 好

脚　 柱　 部 輪積痕 が み られる。 面 は指 なでがみ られ る。 砂　 粒

黄 褐色

20

高　　 塚

（6 ．8 ）

脚部 片で裾 部 にむか ってや や関 が 外面 は縦位 の箆 なでがみ られ 、内 普　 通

脚　 柱 部 る。杯 部 は脚柱部 へ はめ こん でつ

くられて いる。器 厚 は0 ．8cm 内 外。

面 は指 な でがみ られる。 砂　 粒

明 黄褐 色

21

高　　 年

（5 ．3 ）

脚柱部 片 で円筒状 をな し、器 厚 は 外面 は縦位箆 削 りが み られ、内面 普　 通

脚　 柱 部 や や厚 い。 は しぼ り痕が み られる。 砂　 粒

褐　 色

8 7図 婆

完　　 形

16 ．3 ロ綾部 は頸部 か ら大 き く開 き、胴 目線部 外横 なで、胴部 外面 は箆削 良　 好 外丹彩

1 17 ．3

6．2

部 はやや 筒状 をな して い る。 底部

はあげ底 。器厚 は0 ．6 －0 ．8 cm 。

り、内面 は なでがみ られ る。 砂粒 ・石 英

赤褐 色

二次焼 成

2

璃

ほぼ 完形

14 ．8 底部 か らやや 開 きぎみ に休 部へ 立 目線部 内外 とも横 なで、休 部外面 普　 通

9 ．7

5 ．4

ちあが り、頸部 でや や くびれ て 臼

綾部 は外 反す る。器厚は0 ．5 －0 ．8cm 。

は箆 削 り。 砂 粒 ・石英 0長石

暗黄褐 色

3

碗

完　　 形

15 あげ底の底 部か ら口緑 部へ やや 内 目線 部内 外 とも横 なで 、休 部 は内 普　 通

8 ．4

4 ．7

攣 して立 ちあが り、ロ綾部 やや 外

反す る。器 厚0 ．4 ～0 ．8cm 。

外 とも箆 削 りが み られ る。 砂 粒 ・石英 ・雲母

赤 褐色

4

杯

完　　 形

12 ．2 底部 か ら開い て立 ちあが り、 目線 目線 部内外 とも横 なで 、休 部 は箆 普　 通

6 ．6

4 ．2

部は 外反 して いる。器厚 は 0 ．4 －

0 ．6cm ほ どで ある。

削 りがみ られ る。 砂　 粒

暗黄褐 色

5

ま不

ほぼ完 形

14 あげ底 の底 部か ら開 いて ロ綾 部 に 目線部 内外 とも、横 なでが み られ、 普　 通

5 ．3 立 ちあが る。 口辺 部に はかす か な 休部 外面は箆 削 り、内面 は箆 みが 砂粒 ・長 石

3 ．9 段 を有 し、器厚 は0 ．5 cm 内外で ある。 きが なされ てい る。 褐　 色

6

碗 8 ．9
ロ綾部 は頸部 か ら外反 して 開 き、

内面に稜 を有 す る。底部 は丸 底状

をなす もの であ ろ う。器 厚 は 0 ．3

～0 ．6cm

ロ綾部 内外 と も横 なでがみ られ 、 普　 通

底　 部 、欠

％

（5 ．0 ） 休 部 外面 には箆 削 りがみ られ る。 砂　 粒

褐　 色

7

川 9 ．3
ロ綾 部 は頸部 か ら直線的 に開 いて 口綾部 は横 なで、がみ られ 、下 部 は

良　 好 てウノ
立 ちあ が r上　 胴部 はやや扁 平 な球

状 をな して いる。 底部は あげ底 で

縦 位のj饗削 りが み られる　 胴 部は 丹　 杉
ほぼ完 形 10 ．25 CI

横 ・斜・位 のな で、がみ られ 、底 部は 砂 粒 （細砂 ）

％ 2 ．9 j驚削 りが み られ る。屑部 に は丹塗 赤褐 色
器厚 は0 ．3 －0 ．8cm ほ どであ る。 か れて いる。

8

紺 7 ．4 口綾 部 は頸部 か ら直 線的 に立 ちあ 口綾 部横 なで、下 部は縦 位 の箆 削 普　 通

完　　 形 8 ．6 が r上　 胴部 は扁 平 な球 状 をな して りが な され、胴部 は箆 削 りが な さ 細砂粒

％ 2 ．8 いる。 れ てい る。 褐　 色

9

10

紺
（3．9）
2．9

（5．5）
3．3

胴部は球状をなし、底部はやや丸底胴部外面は箆削りがみられ、内面普　通 ■
ロ綾部欠

紺

状を里し∴器厚は0．4～0 ．7cm。

胴部は扁平な球状 をなし、底部は

はなでがみ られる。

胴部外面は箆削りがみられ、内面

砂粒 ・長石

褐　 色

普　 通

口綾部欠 平底である。器厚は0．4 －0 ．9cm

ほどである。

はなでがみられる。 砂粒 ・長石・雲母

暗黄褐色
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11

用 8 ．2 H 綾部 のみ で頸部か ら直線 的に開 目線部 内外 とも横 なで 、外部下部 良　 好

目　 線 部 （4 ．4 ） いて立 ちあが り、器厚 は0 ．3 －0 ．5

Cnlo

は下 か ら上へ の箆削 り。 砂　 粒 （多）

褐　 色

12

川 8 ．8
臼綾部 は、頚 部か ら開い て立 ちあ

が り、胴 部 はや や扁平 な球状 をな

して いる。底部 は あげ底 で、器厚

は0 ．3 ～0 ．8cm ほ どである。

目線部 内外 と も横 なで 、下 部外面 良　 好

日　 綾 部 （6 ．の は縦位の箆 な で、内面 は丁 寧 なな

で。

砂　 粒 （多）

明赤褐 色

13

猪

口綾部 欠 （7 ．5 ）

3 ．7

胴部 はやや 扁平 な球状 をな し、底

部 はあげ底 を里 し、器厚 は0 ．3～

0 ．5cm であ る。

胴部 外面 は箆 削 りがみ られ る。 普　 通

砂 粒 ・石 英 ・雲母

褐　 色

14

柑

（5 ．0 ）

2 ．8

胴部 は扁平 な球状 をな し、底部 は 胴部外面 は箆 削 りがみ られ 、内面 普　 通

口綾部欠 あげ底 であ る。器厚 は0 ．4 －0 逐cm

であ る。

はな でがな されて いる。 砂粒 ・石 英 ・雲母

褐　 色

99 図
球状 土錘

長　 2 ．7

冨
整形は不 良で あ l上 棒 状 の押庄痕 普　 通

10
幅　 2 ．5

垂 12 ．5 g

孔　 0 ．3

がみ られ る。 砂　 粒

明赤褐 色

1 1

球状土 建
長　 1 ．9

幅　 2 ．4 5

垂 10 ．5g

孔　 0 ．5

全体 的に指 な でがみ られ る。 普　 通

砂　 粒

赤褐色

12

球 状土錘
長　 2 ．1

幅　 2 ．9

重 10 ．4 g

孔　 0 ．6

全体 的に指 なでが み られ る。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

13

球状 土錘
長　 2 ．5

幅　 2 ．5

重 13 ．5 g

孔　 0 ．6

全 体的 に指 なでがみ られ る。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

14

球状土 錘
長　 3 ．3

幅　 3 ．1

重　 28 g

孔　 0 ．5

全体 的に指 な でがみ られ る。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

15

球 状土錘
長　 2 ．9

幅　 3 ．15

重 22 ．5g

孔　 0 ．5

全体 的に指 なでが み られ る。 普　 通

砂　 通

褐　 色

16

球状 土錘
長　 2 ．7

幅　 3 ．2

重　 2 2 g

孔　 0 ．6

全 体的 に指 なでが み られ る。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

！

17

球 状土 建
長　 3 ．15

幅　 3 ．5

重 （21 ．2 ）g

孔　 0 ．4

全体 的 に指 なでがみ られ る。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

18

球 状土錘
長　 3 ．1

幅　 3 ．1

重（13 ．4）g

孔 1 ．0

全体 的に指 な でがみ られ る。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

19

球状 土錘
長　 3 ．1

幅　 3 ．2

重　 26 g

孔　 0 ．6

全体的 に指 な七、が み られ る。 普　 通

砂　 粒

明黄褐色

98図

㌢頂′う
㌔ノ′

銑　　 鉄 現長 3 ．5

幅　 2 ．1

完形 品では ないが 、 3 本 以上 が重

な って錆 びた状態 を示 し、茎部 を

有 す もの と、三角鉄 がみ られ る。

錆 は それほ ど進ん だ ものでは ない。

8

石 製模

、dk　rコ旭 日口

長　 3 ．6

幅 1 ．5

厚　 0 ．6

重　 4 g

剣 形の もの で頂部 の一部 を欠 き、

3 mm ほ どの孔 を有 して いる。全体

的 に擦痕 が顕著 であ る。

滑石 製

3◎　歴史時代

第錮号鐘贋跡　第錮固さ
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0　　　　　　　　　　　2M

第88図　第　24号住居跡実測　図

位置　B地区の南端（H46区）に位置し、歴史時代の住居跡は南方2mに第25号住居跡が隣接

し、東方23mに第26号住居跡、北東33mに第29号住居跡がみられる。

規模　Nr70－W　長軸4．3m　短軸4．0m　　平面形状　方形　　面積　約15．5mZ

各部の状況　壁は垂直に立ちあがl上　壁高は40～45cm内外で東側の南東コーナー部が外側に張

り出し、方形というよりはやや台形状を呈している。床面はほぼ平坦でよく踏み固められている。

北東コーナーに亭0×35cmほどの長方形状の掘り込みがみられる。

籠　北壁のほぼ中央部に位置し、軸線はN－25と－Wを向き、住居に対しかなり斜めに設置され

ている。煙道部および燃焼部は、北壁を13（九mの幅で80cm程掘り込んで構築され、砂・粘土によっ

て袖部をつくりだすが遺存度は悪い。

柱穴　床面では確認されていない。
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＿＿ノ車、十

第89図　第24号住居跡出土遺物（1）

覆土　上層は黒褐色で、下層はロームブロックを含む暗褐色土の堆積がみられる。

遺物出土状況　遺物は住居跡中央付近から竃にかけて覆土中からの出土が多い。竃周辺から多

数の管状土錘（第100区11～17）の出土がみられ、また、須恵器の杯（第89図）が比較的多い。他

に竃付近より鉄製品（第98図5）が出土している。

遺　物（第日・90・100回）

番 号 器　　 桂 法 室 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

8 9 図 要 2 6 ．8
口 綾 部 は 頸 部 か ら 外 反 し 、 ロ辺 部

ロ 綾 部 内 外 は 横 な で が み ら れ　 胴 普　 通

1 底　 部 欠 （12 ．0 ）
は稜 を 有 し て い る 。 胴 部 は そ れ ほ

ど ふ く ら まず に 底 部 へ 移 る 。 器 呼

は 1 ．0 c m 内 外 であ る。

部 外 面 に は 叩 目が み られ る 。 砂　 粒 ・雲　 母

灰 白 色
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2

褒 （甑 ）

‾上 立 欠
（13 ．0 ）

底 部か らやや 内攣 して 立ちあ が る
胴部外面 には 叩 日が み られ 、底部

、斤　 ，　　　　　　　　　 l
普　 通

胴　 部 胴 部 を有 し、上 部以 上は 欠い てい 1⊥くに は、斜位 の箆 削 ）がみ られ

る　 内面 は箆 と指頭 によ る整 形痕
砂粒 ・長石

14 ．3 る。器厚 は1 ．0 －1 ，3cm ほどであ る。
がみ られ る。

灰 白色

3

褒

底　　 部 （13 ．8 ）

大形 の土器 で 、胴部以 下 の破 片 。

底面 の一部 を欠 いて い る。器厚1 ．0

胴 部外面 には叩 目がみ られ 、下 端

は 斜位の箆 削 りがな され、内面 に

は ロ タロ回転に沿 った指頭 に よる

普　 通

砂 粒 ・長石

16 ．8 ～ 1．2cln ほどである。
整形痕 かみ とめ られ る。

灰 白色

4

台　 付 隼 15 ．8 口綾 部は 直線的 に開 いてた ちあが 内 外面 とも水 引 き痕 が認め られ る。普　 通

宛

6 ．8

10 ．6

リ、底部 には貼付 高台 がつけ られ 、

器 厚は0 ．4 ～0 ．6cm ほ どであ る。

砂　 粒

明灰 色

5

台　 付 杯

高　 台 部 （2 ．5 ）

9 ，4

高台部 片で貼 付高 台で ある。器 厚

は0 ．6cm 内 外で ある。

内外面 に水引 き痕 が認 め られ る。 良　 好

砂 粒 ・長石

灰　 色

r㌣
＼

第90回　第24号住居跡出土遺物（2）
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台　 付 杯 10 ．1 H 綾 部は 底部か ら直立 ぎみ に最二ち
あが り、底 部に は高台 を貼付 けて

休 部外面 は水 引 きが ていね いにな 普　 通
6 （把手付 ） 5 ．8 い る。又 、休部 中段 に は、把 手 を

I
され ている。 砂　 粒

㌧ 7 ．6 貼付 し、本 来は一 対で ある。器 厚
はやや 薄 い。

暗灰 色

7

台　 付 杯 13 ．4 高 台部 を欠 き、 口綾部 は底部 か ら 内外 面 とも水 引 き痕 が顕著 であ る。普　 通
台　 部 欠 （5 ．2 ） やや 内攣 して 立ちあが を上 器 厚は

0 ・4 ～0 ．6cm ほどであ る。

砂　 粒

灰褐 色

8

杯 12 ．9 口綾部 は 底部 か ら直線的 に開 いて 内外面 と も水 引 き痕が み られ 、外 普　 通

％
4 ．3 立 ちあが り、器厚 は0 ．4cm 内 外 で 面下端 部 は箆 削 f）がな されて いる。砂 粒 ・長 石 ・石英

6 ．3 底 部が厚 い。 底部 は糸切痕 がみ られ る。 明灰 色

9

土不 12 ．8 日綾 部 は底部か ら直線 的に 開い て 内外面 とも水 引 き痕 がみ られ、外 普　 通

㍉
4 ．1

7 ．0

立 ちあが り、器 厚は0 ．4 －0 ．6cm ほ

どであ る。

面下端 に箆 なで痕 が認 め られ る。 砂　 粒

黄灰 色

10

杯 13 ．5 口綾部 は底部 か ら外反 ぎみ に 開 き、 内外面 と も水引 き痕が顕 著で 、底 普　 通

％

4 ．0

7 ．6

器 厚は0 ．3 －0 ．6 cm ほ どであ る。 面 は箆 整形 がな されて いる。 砂粒 ・長 石

黄灰 色

i
11

隼 12．9 口綾部は底部から直線的に開いて内外面とも水引き痕が認められ、普　通
％

4 ．3

6 ．3

立 ちあが り、器厚 は0 ．4 cm 。 外面下端 部 は箆 削 りがな され、底

部 も箆削 りが な され てい る。

砂 粒 ・長石

明灰色

12

杯 14 ．2 日綾部 は底部 か ら直線的 に開 き、 内外面に は ロクロに よる水引 き痕 普　 通

完　　 形

4 ．1

7 ．4

器 厚 は0 ．4cm 内 外であ る。 が認 め られ、下端 には箆 な で痕 が

認め られ る。

砂 粒 ・雲 母

黄灰 色

障
隼 13．4 日綾部昼底部か ら直線的に開いて 内外面 とも水引き痕が認め られ、 普　 通

％

3．9

9．0

立ちあが り、器厚はやや厚めであ

る。

外面下端部には箆削 りがみられる。砂　 粒

黄灰色

90図 婆 20．3 胴下部 を欠き、日録部は頸部から
外反して開き　 さらに直立的に立 目線部内外は横なでがみられ、胴 良　 好

「

1 （16．8） ちあがる。胴部はそれほど丸味 を 部内外にはなでがなされている。 砂　 粒 （多）
％ 右 したものではない。内面には輪

横痕がみられ、器厚は0．6cm内外。
明黄褐色

2

甑 22．4 口綾部は外反 して立ちあが り、折 口綾部内外 とも横なでがみられ、 良　 好
口　綾 部 （6．2） 返し状 を呈 している。胴部は底部 胴部外面は縦位の箆削りがなされ 砂　 粒

％ へすぼまる。器厚は0．6cm内外。 ている。 褐　 色

3

無 17．5 目線部は頸部から外反し、さらに 内外面とも横なで。 普　 通
日　綾 部

％

（4．1） 直立的に立ちあがる。内外ともに

稜 を有 し、器厚は0．7～0．9cm。
砂　 粒 （多）

褐　 色

4

婆 20．2
口綾部は頸部から大きく外反し稜

をなし、内面に もゆるやかな稜 を

有している。胴部は直線的に閑が

る。器厚は0．5cm内外である。

口綾部内外は横なでがなされ、胴 良　 好
口　綾 部 （5 ．7） 部内外はなでがみられる。 砂　 粒 （多）

褐　 色

5

婆 23．6 日綾部は頸部から大きく開いて立 目線部内外は横なで、胴部外面は 普　 通

口　縁　部

％

（9．3） ちあが r上　胴部はやや胴状 を呈す

る。器厚は0．5～0．7cm。

箆削r上 内面にはなでがみられる。砂　 粒

褐　 色

6

窪

8．0

胴部以下でそれほど丸味を有する 外面はなでおよび箆削 りがみられ、不　 良 底部木葉痕
日綾部欠 ものではなく、内面下部には輪積 内面にもなでがなされ、底部には 砂　 粒 （多）

％ 痕がみられ る。 木葉痕がみられる。 明赤褐色

7

嚢 胴部は底部から開いて立ちあがり、胴部下端は横位箆削 りがみられ、 普　 通

1
底　　 部 （3．7）

6．2

器厚は0．5～0．8cm ほどである。 内部はなで、底部に木葉痕がみら

れる。

砂粒 ・石英（多）

褐　 色

8

9

無

底　　 部

褒

（1．5）

8．5

（3．4）

7．6

底部片で底部に木葉痕がみられる。

胴部は底部から開いてたちあがり、胴部下端は縦位箆削 りがみ られ、

普　 通

砂粒 ・石英（多）

暗褐色

普　 通

部木莫痕

部木葉痕
底　　 部 器厚は0 ．6－0．9cmほどである。 内部は箆なでがなされ、底部には

木葉痕がみられる。

砂粒 ・石英・雲母

褐　 色
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10

粟 底 部片 で胴部 へやや 開い て立 ちあ 外面 は縦位 の箆 削 り、内面 は横 位 普　 通 底部 木葉痕

底　　 部 （6 ．2） が リ、器 厚 は0 ．6 －1 ，0cm ほどで あ の箆 な でが な され、底部 には 木葉 砂　 粒

8 ．5 る。 痕が み られ る。 褐　 色

11

柑

（6 ．0 ）

口綾 部 を欠 き、胴 部は球 状 を呈 し、胴部 外面は横 位 あるいは 斜位の箆 普　 通

口綾 部欠 底部 は箆 削 りが み られ 、あ げ底 で 削 り、内面 はな でがみ られ る。 砂　 粒

与 2 ．1 あ る。器厚 は0 ．5 cm 内外 。 褐　 色

100 図

1

管状 土錘 良　　 7 ．2
幅　　 3 ．1
垂　 55 ．5 g
了L径 1 ．1

－ 0 ．6

孔 はや やつ ぶれ てい る。 箆 なで がみ られ、横 にこ ろが して

整 形。

良　 好

砂　 粒

淡黄 褐色

2

／／
長　　 6 ．9

幅　 2 ．9

垂4 5 ．5 g

孔径 1 ．0

孔 はやや つぶ れて いる。 な でがみ られ、横 に ころが して整

形。

普　 通

砂　 粒

淡黄褐 色

3

／1
長　 9 ．2

幅　 3 ．0

重　 68 g

孔径 1．0

横 に ころが して指 でなで整 形。 普　 通

砂　 粒

褐　 色

4

1／
長　　 2 ．0

幅　 3 ．3

垂5 7 ．5 g

孔径 0 ．9

横 に ころが して整形。 良　 好

砂　 粒

淡 黄褐 色

5

1／
長　 8 ．0

幅　 3 ．0

重58 ．0 g

孔径 0 ．9

横 に ころが して整形 。指頭 痕 あ り。良　 好

砂　 粒

淡黄褐 色

6

／／
長　　 8 ．9
幅　　 2 ．9
登48 ．0 g
孔径 1 ．1

－1 ．3

横 に ころが して箆 なで。 普　 通

砂　 粒

暗褐色

7

／／

与

長　 7 ．4

幅　 2 ．7

垂 27 ．5 g

孔径 1 ．0

横 にこ ろが して整 形。指頭 痕 あ り。普　 通

砂　 粒

褐　 色

8

／／
長　 7 ．3

幅　 2 ．4

重33 ．5 g

孔径 1 ．0

横 に ころが して整形 。指頭痕 あ り。普　 通

砂　 粒

淡黄褐 色

9

1／
長　 7 ．4

幅　 2 ．6

孔　 0 ．9

重 20 ．0 g

横 に ころが して整形。指 頭痕 あ り。普　 通

砂　 粒

褐　 色

10

／／
長　 6 ．6

幅　 3 ．4

孔　 1 ．3

垂49 ．5 g

横 に ころが して整 形。指頭 痕 あ り。普　 通

砂　 粒

淡黄 色

11

！／
長　 7 ．1

幅　 3 ．0

孔　 0 ．9

垂 47 ．5 g

横 に ころが して整形 。指頭痕 あ り。普　 通

砂　 粒

褐　 色

12

11
長　 5 ．1

幅　 3 ．0

孔　 1 ．1

重4 7 ．4 g

横 にこ ろが して箆 で整形 。 良　 好

砂　 粒

淡 黄褐色

13

／／
長　 6 ．2

幅　 2 ．55
横 に ころが して整形 。箆 なでが み 普　 通

写 孔　 0 ．7

垂 21．6 g

られ る。 砂　 粒

灰 白色

14

／1
長 （5 ．3 ）

幅　 2 ．5

孔　 0 ．9

重 24 ．4 g

横 に ころが して整形 。指 頭痕 あ り。普　 通

砂　 粒

明黄褐 色

15

／／
長　 5 ．2

幅　 2 ．2

孔　 1 ．0

垂20 ．5 g

横に ころが して整形 。指頭 痕 あ り。普　 通

砂　 粒

暗褐 色
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16

管 状土 錘

㍉

長　 4 ．7

幅 0 ．2

孔 0 ．9

重 14 ．0 g

横 に ころが して整 形。指 頭痕 あ り。普　 通

砂　 粒

暗褐色

二次焼成痕 あ り。

17

管状 土建

㍉

長　 4 ．3

幅　 2 ．35

孔 0 ．8

垂 13 ．4 g

横 にこ ろが して整形 。指頭 痕 あ き）。

98輿

ノノ針

鉄　 製　 品 長（8 ．0）

幅　 2 ．3

厚 0 ．4

鉄鉱 とも考 えられ る。

先部 7 ．6 cnl、茎部 は一 部 破 損 。錆

は進 ん でい る。

兢25号住巌跡（賃酎喫）

億置　B地区の南方（H47区）に位置し、近接する歴史時代の住居跡は北方2mに第24号住居

跡がみられる。

規模　N－22．5Lw　長軸4．3m　短軸4．1m　　平面形状　方形　　面積　約15e5m2

番部の状況　壁は垂直に立ちあがり、壁高は30－40cmほどで東壁がやや低く、西側の北西コー

ナー部が張り出す方形状を呈している。床は平坦で特に中央部が踏み固められている。南東コー

ナー部からほ、焼土e砂貿粘土等が廃棄された状態で検出されている。

薗　北壁の中央に位置しN－32．5LWを向いて設置されている。竃の道春度は悪く、北壁を約

1mの幅で50cmほど掘り込み、天井部は崩落し、袖部は砂まじりの粘土で構築されている。中央

の燃焼部に土製支脚が置かれ、火床は15cmほど掘り窪められているにすぎない。

壁溝　西壁にそって幅20cmほどの側溝が南北に上6mほど掘られ、P4に接して消滅する。東壁側

の壁溝は南東コーナーの灰e焼土などを廃棄した落ち込みに続く。

櫨究　竃の前に位置するP5ほ94×60cmの長方形状を呈し、竃方向にわずかに傾斜を示し、灰

のかき出し場として利用されたものであろうか。柱穴は竃の前に2ヶ所、中央に1ヶ所みられる。

覆丑　上層は暗褐色土e黒褐色土で、下層はロームブロック混りの褐色土が堆積し、自然流入

の堆積状況を示している。

遺物出藍状況　遺物は多く土師器と須恵器で、ほとんどは覆土中から出土している。床面中央

付近より須恵器の蓋（第92図8）が出土している。

遠　地（卸空地）

番号 器　　 種 法呈 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼成 ・胎 土 ・色調 備　　　　 考

92図 婆 17 ．4 ロ綾 部 は外反 して立 ちあが 生　 き 目線部 内外 と も横 なで。胴 部外面 普　 通

1 胴下 部欠

九

（13 ．1 ） らに直立 す る。 口辺部 に稜 を有す

る。 器厚0 ．6cm ほ ど。

ノは斜位 のな で。 砂　 粒

燈　 色
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第的図　第25号住居跡実測＝図

2

褒

底　　 部 （5．6）

16．5

底部 は大 き く、底部 の一 部 を欠 く。 胴部外面 には 叩 目痕 がみ られ 、内

面 は粗雑 なな でが なされ てい る。

普　 通

砂　 粒

灰褐 色

墳恵器

3

上不 13．0 ロ綾 部 はゆ る く外反 して ロ グロに 普　 通 須恵器

完　　 形

4．5

7．1

よる水 引きが な され 、底部 は箆 切

り、器厚 は0，3、0．7 cm ほどであ る。

砂　 粒

灰 白色

4

杯 12．8
口織部 は ゆる く内野 ぎ みに立 ち あ

が り　 ロクロに よる水 引 主が な さ
普　 通 内 外面煤付 着

ほぼ完 形

3 ．9

8 ．55
れ、底 部内面 に左巻 の渦巻 状 の水

引 き痕 がみ られ る。

砂粒 ・長石

にぷ い褐色

須恵器

5

台　 付 盤 20．5
盤 部は 口綾部 が直立 ぎみ に立 ちあ

り
普　 通 須 恵器

台　 部 欠

％

（3．9） カ ）、器厚 は0 ．5－1．1cmほ とて、

台部 は貼付 高 台であ る。 ロ タロに

よる水引 き。

砂 粒 ・長石

暗灰褐 色
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第92回　第25号住居跡出土遺物

6

台　 付 坪

底　　 部 1 ．9

6 ．35

台 部 片 で 、 台 は 貼 付 が な さ れ 、 器

面 は ロ ク ロ 痕 が 残 る 。

普　 通

砂 粒 ・長 石

灰 黄 色

須 恵 器

7

台　 付 土不

底　　 部 1 ．8

6 ．95

台 部 片 で 台 は 貼 付 が な され て い る 。 ロ タ ロ 良　 好

砂　 粒

灰　 色

須 恵 器

8

蓋

ほ ぼ 完 形

12 ．0

2 ．3

1 ．6 5

ロ タ ロ に よ る水 引 きが な さ れ 、 口

縁 は 短 く 立 ち あ が る。 器 厚 は や や

厚 い 。

良　 好

砂 粒 ・長 石

灰　 色

須 恵 器

第26号住居跡（第93図）

位置　B地区の南端（J47区）に位置し、近接する歴史時代の住居は西方20mに第24号住居跡

東方29mに第27号住居跡、北方29mに第29号住居跡がほぼ等間隔にみられる。

規模　N－14くLw　長軸4．8m　短軸4．2m　　平面形状　方形　　面積　約14．2（11．5）mz

各部の状況　壁は垂直ぎみに立ちあがり、壁高は50－70cmほどで、北西コーナーおよび南壁の

外辺部がゆるい傾斜をもって立ちあがる。床はほぼ平坦でよく踏み固められ、中央部はわずかに

盛りあがっている。

薗　北壁の中央部に位置し、北壁を125cmの幅で約50cPほど斜めに掘りこんで煙道部とし、燃焼部

は砂質粘土によりU字状に構築され、天井部は壊れ、焚口部も破壊されている。竃の両側は北壁

より一段低い平場とし、テラス状の施設として利用している。規模は西側117×55cm、東側が130

×54cmである。住居の北西コーナー部には灰・粘土・焼土が多量に堆積し、竃内の廃棄物の処理場

と考えられる。

柱穴　床面にはP．・P2かみられるが、両方から多量の灰・焼土等が検出され主柱穴とはあまり
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第33図　第26号住居跡実測図

考えられないが、壁外辺に位置するP。～P。は屋外施設の主柱穴と考えられる。直径は30－50cm内

外で、深さ20－50cmほどである。P3が最も深く、P7・P。は小穴でテラス状の遺構の補助的なも

のと考えられる。

覆土　上層は黒色土で、下層は黒褐色土である。壁ぎわは多量のローム粒を混入する黄褐色土

の流入がみられ、自然堆積を示している。

遺物出土状況　遺物は覆土および床面よりみられ、北側より投棄されたような状況が遺物の出
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第34図　第26号住居跡出土遺物

土状態から推測される。その他、東壁ぎわより小型の砂質凝灰岩製の砥石（第94図8）が出土し

ている0（この砥石は、長さ5・9cm、最大巾3・1cm、貴大厚1．95cm、最小厚0．85cmで、表・裏とも

すり減って中央に強くくびれ、4面の使用痕がみられる。）

遺　物（第94・100回）

番 号 器　　 種 法 呈 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

9 4 図 婆 2 0 ．0
口綾 部 は 外 反 して 立 ち あ が り、 胴

部 は　　 立
口綾 部 内 外 と も横 な で が み ら れ 、 良　 好 煤 付 着

1 胴 下 部 欠 （1 2 ，7 ） ロ　 下 半 郡 を 欠 い て い る 。 器 厚 は

0 ・7 cm 内 外 で あ るロ 綾 部 内 面 に稜 が
胴 部 に も な で が み られ る 。 外 面 に 砂　 粒

み ら れ る。
媒 付 着 。 橙　 色

2

甑

（1 4 ．8 ）

底 部 か らや や 内 野 して 胴 部 へ 立 ち
あ が り　 底 部 は 十 字 形 の 穂 状 部 を ロ グ ロ整 形 の 水 引 き痕 が 認 め ら れ 良　 好 須 恵 器

胴 下 部 有 す る 。 横 位 部 の 各 面 は j宅削 り が
′・さオ

る 。 胴 下 端 部 に は 、 箆 削 り痕 が 認 緻 密 ・砂 粒
妬 ． 1 4 ．2 よ　　 して い る 。 暮 厚 は 0 ．6 － 1．5 c m

ほ ど で あ る。
め ら れ る。 嗜 灰 色

3

袈

底　　 部 （1・5 1

1 4 ．8

底 部 は 大 き く、 胴 下 端 部 に は 箆 削

りが み ら れ 、 内 面 に は な で 整 形 が

な さ れ て い る 。

良　 好

砂　 粒

灰 褐 色

須 恵 器

4

土不 13 ．9 底 部 か ら直 線 的 に 開 い て 立 ち あ か 内 外 面 と も ロ タ ロ に よ る 水 引 き痕 普　 通 須 恵 器

完　　 形
4 ．2

7 ．6

リ、 器 厚 は 0 ．5 ～ 0 ．7 c m ほ ど で あ る 。 が 認 め ら れ 、 底 部 は 箆 削 り が な さ

れ て い る。

砂 粒 ・雲 母

灰 褐 色
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5

蓋 11 ．4 口綾 部は 直立 してお り宝珠 はやや ロクロに よる水 引 き痕 が認め られ 普　 通 須 恵器

3 ．3 大 きい。 る。 長石 ・砂 粒

青灰 色

6

砥　　 石 長 20 ．3

幅 （9 ．7 ）

重畳1700 g

表裏 が平坦 に磨 かれ 、砥 石 として

使用 され た もの と考 え られ る。

7

砥　　 石

％

長 （6 ．8 ）

幅　 4 ．7

重量 175 g

中央部 の くびれ 部で破 捜 した もの

で 、各面 と も中央部 に くび れがみ

られ る。 また各面 とも樅 位 の搾痕

が認め られ る。

8

砥　　 石
長　 5 ．9

幅　 3 ．1

重量

（33 ．2 ）g

表裏面 が平坦 に磨 かれ 、砥 石 と し

て使用 され た もの と考 え られる。

4 面 の使用痕

100図
管 状土 建

％

長　 5 ．8
一部 を欠 き　 器面 はやや 粗．雑 なな 良　 好

19
幅　 2 ．4

重 量

（2 3．1 ）g

でがみ られ る。 砂　 粒

暗褐 色

第27号住居跡（第95図）

0　　　　　　　　　　　2M

第95図　第27号住居跡実測図

－121－

位置　B地区の南部

（N47区）に位置し、

近接する歴史時代の住

居跡は西方28mに第26

号住居跡、北方18mに

第28号住居跡がみられ

る。

規模　N－2CJw

長軸3．6m　短軸3．6m

平面形状　正方形　面

積　約9．14m2

各部の状況　壁は垂

直に立ちあがり、壁高

は40～60cmで東部が高

く、西部が低くなり、

南壁がややゆるい傾斜

を示して立ちあがる。

床はほぼ平坦で囲いが、

南にやや傾斜を示して



いる。また、南東コーナーおよび南西コーナー部分に長方形状の浅い掘り込みがみられる。

籠　北壁の中央に位置し、北壁を80cmの幅で約40cmほど斜めに掘り込んで煙道部とし、袖部は

30～40cmほどU字状に突出している。床は皿状にわずかに掘り深めている。

柱穴　中央床の西側に直径25cm内外、深さ12cmの小穴Plがみられるだけで、屋外施設も検出さ

れなかったが、北壁上に直径20cm内外の小穴P4がみられる。

覆土　上層はローム粒子を混入する黒色土・暗褐色土がみられ、下層はロームブロック等を含

む黄褐色土がレンズ状に堆積している。

遺物出土状況　遺物は少量で須恵器の蓋と少量の土師器片がみられる。

第96図　第28号住居跡実測図
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遺　物　第鍼◎錮固さ

番 号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　　　 考

84図 蓋 12 ．8 口綾 部 は薄 くや や 直立 ぎみに立 ち
巨 クロ整 形。

良　 好 須恵器
3 ％ （2．1） あが りを里 し、宝珠部 を欠 い てい

る。器厚 は0．2～0 ．7cm ほ ど。

緻　 密

緑灰 色

自然粕 あ り

99図

20

球 状土 錘 長　 2．2
幅　 2．5
垂　 11 ．2 g
了L径 0．5

－0．7

煤付 着 普　 通

砂　 粒

褐　 色

銑鋼l酎主店脇　筑錮園）

億置　B地区の南部（N45区）に位置し、北側に隣接する縄文時代の第4号住居跡の南壁を切

って竃が構築されている。

規模　N－26㌢－E　長軸3．8m　短軸3．3m　　平面形状　長方形　　面積　約11．1m2

番部の状況　壁は垂直ぎみに立ちあがるが、壁高は20cm内外で浅くやや軟弱である。床はほぼ

平坦で固く踏み固められている。南西コーナー部に浅い溝状の落ち込みがみられるが、側溝とは

ならなかった。北側は第4号住居跡と重複して明瞭でない。

薗　北壁のほぼ中央に位置し、規模は工34×1mほどであるが確認面から浅いため遺存度は悪

く、煙道部も不明瞭である。燃焼部は砂質粘土によって構築され、床はわずかに掘り込まれてい

る。

櫨究　東壁よりに、直径15cm内外の小穴が2ヶ所確認されるだけで他にはみられないが竃の南

東に78×44cmほどの楕円状の掘り込みがみられる。

覆豊　暗褐色土の堆積がみられ、壁ぎわに黄褐色土が流入している。

遺物出藍状況　極少量で、西よりの床面に須恵器の杯（第84図6）が出土している。

遠　地（第錮酎

番 号 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼成 ・胎 土 ・色調 備　　　　 考

84図 婆 1 1 ．2 日綾部 は頸部 か ら開 いて立 ちあが ロ綾部 内外 と も横 なでがみ られ る。普　 通 二次焼 成

4 口　綾 部 （3．1） り、口唇部 はほぼ 直立 する。頸部 以

下 を欠いている。器厚 は0 ．5cm 内外 。

砂　 粒

褐　 色

5

杯

％

11 ．4 5 底部 か ら外反 して開 いて い る。器 休 部内外 とも水 引 き痕 がかす かに 普　 通

2．8

5 ．5

厚 は0．4cm 。 み られ 、底 面 は箆 削 り。 砂　 粒

暗黄褐 色

6

ま不

（2．4）

7．1

底部 片 で底 部か ら目線 部 にむか っ 休部 は水 引 き痕が かすか にみ られ、 良　 好 須 恵器

底　　 部

％

て開 く。 底面 は回転箆切 りであ る。 砂粒 （少 ）

明褐 灰色

ー123－



0　　　　　　　　　　2M

第的図　第29号住居跡実測図

3

月

用

〓

＝

u

－
□
⑦
－
～

第29号住居跡（第銅図）

位置　B地区の南部

（J44区）に位置し、

この住居跡より北には

同時期の遺構は確認さ

れていない。

規模　N－21と－E

長軸3．5m　短軸3．2m

平面形状　方形　面積

約9．5mZ

各部の状況　壁は垂

直ぎみに立ちあがるが、

北西コーナーから北壁

の外辺部は外傾ぎみと

なり、壁高は37－47cm

ほどで東が高く、西が

が低くなる。床はほぼ

平坦でよく踏み固めら

れている。

’二　二二
⊂コ－9　⊂二Ⅱ二⊃10！l　誓Y r」

1・2　第14号住居跡　5　　第24号住居跡　7　　第12号住居跡　11第2号土壌
3・4　第17号住居跡　　6・8　第23号住居跡　　9・10　グリット

第98図　石器類及び鉄製品実測図
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第99図　　球状土錘実測図

寵　北壁のほぼ中央に位置し、主軸方向はN－38LEを向き、遺存度は悪い。わずかに北壁に

焼土・粘土等が残存する。北壁を30cmほど掘り込み、燃焼部は床面をわずかに掘りくぼめている。

柱穴　北西コーナーから南東コーナーを通る対角線上に、ほぼ並んで直径30cm内外、深さ20cm

ほどの柱穴がみられる。

覆土　上層は暗褐色土、下層はローム小ブロックを含む黄褐色土がみられ、自然流入的な堆積で

ある。

遺物出土状況　遺物は須恵器・土師器が出土しているがそれほど多くはない。竃の東側の床面

より土師器の小型喪（第84図7）が出土している。

遺　物（第84回）

番 号 器　　 種 注 意 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

8 4 図 喪 16 ．5
口 綾 部 は 頸 部 か ら 開 き 、 さ ら に 直

口 緑 部 内 外 と も 構 な で が み ら れ 良　 好 煤 付 着

7 14 7 5
立 ぎ み に 立 ち あ が る 。 底 部 は 平 底

胴 部 内 外 面 は 箆 削 り　 外 面 は 箆 み 砂　 粒 （多 ） 底 部 木 葉 痕

完　　 形 8 ．2 5
で 、 木 葉 痕 が み ら れ 、器 厚 は 0 ．3 －

1 ．0 c m ほ ど で あ る 。
が さ が な さ れ て い る 。 褐　 色

8

よ不

％

12 ．6 口 綾 部 は 休 部 か ら 外 反 し て 開 き 、 内 外 面 と も 箆 み が き が な さ れ 、 丹 普　 通 煤 付 着

（6 ．0 ） 休 部 は 底 部 へ す ぼ ま る 。 底 部 を 欠

き 、 器 厚 は 0 ．6 c m 内 外 で あ る 。

彩 さ れ て い る 。 砂　 粒

赤 褐 色

丹　 彩
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1～17　　第24号住居跡
18　　　　第25号住居跡
1g　　　　第26号住居跡

第1号土壌（第101回）

位置　B地区のほぼ中央部（N38区）に位置するが、近接する住居跡はみられない。

規模　N－71と－E　長軸2．42m　短軸1．52m　　平面形状　不整形

各部の状況　壁は13～23cmほどでゆるやかに立ちあがり、壁および墳底とも軟弱であり、東側

の不定長方形をなす土境を西側の楕円形状の掘り込みが切っているが、それほど時間差はないと

考えられる。また、北西に長軸0．7m、短軸0．5mの楕円形の小犬がみられる。

覆土　第2層の褐色土より掘り込み、上層はローム粒を混入する褐色土で、繊維を混入する円

筒形の土器がみられ、下層はローム粒を含む黄褐色土である。西側のヤマトシジミを混入する掘
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第101回　　第1号土塀実測図

り込みは上層が暗褐色土で、下層は混貝土層でわずかに焼土および灰等の混入が看取される。

遺物出土状況　中央付近より深鉢形土器（第102図）の底部が出土し、Pzの南側に同土器の口縁

部分がみられる。その周辺にヤマトシジミが散在しその数は約1000点、極小破片は別にして、右殻

が603点、左殻が397点で投棄されたシジミは603点以上であると考えられる。殻長・殻高とも1．5－

3cm内外で、2～2．5cm内外のものが貴も多い（第104図）。また焼土および灰等が検出され、シ

ジミの殻もかなり、軟弱であり、一次的に火をうけている。

遺　物（第102・103図）

本土横から出土した土器はすべて第I群土器であI上器形が把握される第102図1以外はすべて

破片である。1は口径17．5cm・器高28．5cm・底径6cmほどの深鉢形土器で、ロ綾部は直立ぎみに

立ちあがる円筒状を呈している。器外面にはRくとの縄文が全体に施文されている。

第103図1－3は2群1種の土器であ生14－21は羽状構成を呈している。また、14はやや外反

して立ちあがるロ緑部片である。22－29は無節の縄文を有する土器群で、直線的に外へ開くロ綾

部と、やや内攣ぎみに立ちあがるものがみられる。30・31は底部片である。
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第102図　第1号土壌出土遺物（1）

第3号土壌（第105回）

位置　D地区の西部（A2区）に位置し、

近接する縄文時代の住居跡は南東23mに第11

号住居跡がみられる。

規模　N－16Lw　長軸1．75m　短軸1．45

m　平面形状　楕円形

各部の状況　壁は墳底よりゆるいカーブを

持って立ちあがI）、壁高は86－100cm内外で、

東西はゆるく、南北は垂直ぎみに立ちあがる。

また、壁・墳底ともやや軟弱である。

覆土　上層は暗褐色土で、下層はロームブ

ロックを中量含む褐色土の堆積がみられ、人

為的に埋土されていると思われる。

遺物出土状況　覆土上層から多数の縄文土

器片が出土しているが、墳底からの出土は稀

である。

遺　物（第106図）

本土横から出土した土器はすべて第I！群土器であり、ほとんどが覆土上層から出土している。

第106図1・2はいずれも器形が推定されるものであl上大形の深鉢形土器である。

1は推定口径約65cmほどの大形の土器で、ロ縁部は波状を呈し、波頂部に3ヶ所ずつ小突起が

みられ、さらに口唇部にはスリットがみられる。胴上部はくびれて口綾部は開き、さらに内攣し

ている。口辺部は櫛歯状工具による縦区画がみられ、区画間それぞれには弧状文が6段ずつ施さ

れ、縦区画櫛目文上には、弧状文同様竹管文が施されている。胴下部はRくとの縄文がみられ、く

びれ部には柄目文が周回し、その上には同じ工具の刺突がみられる。2は胴部で胴上部には半裁

竹管による有節沈線文が斜格子状に描かれ、胴上部ほしくEの組文が施されている。周回する4段

の有節沈線によって文様帯は区分され、縄文区の上部には竹管刺突が2段に施されている。1同

様大形の土器であるが、1・2とも焼成は良好で、内面の整形もきわめて良好である。

2．古墳時代

第2号土壌（第107図）

位置　A地区の東端（Q17区）に独立して位置する。
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第103図　第1号土壌出土遺物（2）
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1　　　2　　　3（cm）

第104図　第1号土壌出土具グラフ

規模　N－58LE　長軸1．4m　短軸1．3m　平面形状

楕円形

各部の状況　壁は墳底よl）ゆるいカーブを持って立ちあ

がI上　壁高は30～3駈mほどである。墳底は若干の凹凸がみ

られ、すり鉢状を呈しそれほど固いものではない。

覆土　上層はロームブロックを含む暗褐色土で、下層は

ローム粒子を含む褐色土の堆積がみられる。

遺物出土状況　墳底中心から東壁にかけて数個の土師器

が一括して出土している。その状況は複合口縁の壷を中心

に底部を欠損する壷がまわl）に4個、杯が1個、高年の脚

部が2個、石製模造品の勾玉が1個、その他シダ類の付着

する焼土現が出土している。祭廊巳関係に類する土塀と考え

0　　　　　1m

第105図　第　3　号土壌実測図
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第106図　第3号土壌出土遺物

し⊥！？＿甲，：

られる。

遺　物（第98・108図）

番 号 器　　 桂 法 孟 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　　 形　　　 技　　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　　 考

1 0 8 図
竺E 1 7 ．8

ロ緑 部 は 肥 厚 し て 複 合 口 線 状 を呈

立　　　　　　 皇

口綾 部 内 外 と も横 位 の 刷 毛 目が み

‾立　　 デ 、　　　　 l I
普　 通

1
完　　 形

3 4 ．1

6 ．9

し 、 頸 部 か ら大 し く 外 反 し て 開 い

て い る 。 胴 部 は や や 長 い 形 状 を示

わ れ 、 胴 部 は ご て の 後 に 箆 削 ）カ

な さ れ て い る－。 内 面 は な で が み ら

砂 粒 ・石 英

明 褐 色
し 、器 厚 は 0 ．7 ～ 1 c m ほ ど あ る 。 れ 、 輸 積 み 痕 が み ら れ る 。

2

喪 1 7 ．8
箸話形 は や や 変 形 して お り 、左 右 の
器 ．瑞 が 異 な る 。 U 綾 部 は 大 き く外

ロ緑 部 内 外 と も構 な で 、胴 部 外 面 普　 通

％

3 2 ．1 反 し て 立 ち あ が り、 胴 部 中 位 に コ瞳 に は 箆 削 りが み られ 、 内 面 は な で 砂 粒 ・雲 母

5．9
大 径 を 有 す る 。 底 薄汚は 小 さ く、 器
厚 は 0 ．8 － 1 c m ほ ど で あ る 。

整 形 が な され、 輪 積 み 痕 が み られ る。 褐　 色
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3

婆 15．6 口綾部は頚部から直線的に開 き、 日録部内外は箆なでがみられ、胴 普　 通
「

胴下部欠 （18．0） 胴部はやや長く、底部を欠いてい 部 も箆削 年が認められる。 砂粒 ・石英・長石
与 6．9 る。器厚は0 ．6－0．8cm である。 赤褐色

4

喪 20．0 日綾部は外反 して立ちあがり、胴 目線部内外とも横なでがみられ、 普　 通 二次焼成
胴下部欠 （26．3） 部はやや球状を呈する。器厚は0．8 胴部外面は箆削 l）がみられる。内 砂粒 ・石英

％ ～1・5cm ほどである。 面はなで。 浅黄褐色

5

婆 19．7 口綾部は頚部からやや外反 して開 ロ綾部内外とも横なでがみられ、 普　 通

口　綾 部

％

（12．0） き、胴部中位以下 を欠き、器厚は

0．6～0．8cmほ どである。

胴部は箆削 r）がみられる。 砂粒 ・石英

浅黄褐色

6

杯 14 ．4 底部はやや丸味を有 し、日綾部に 内外器面はなで整形が認められる。普　 通

％
5．2

5．1

むかって直線的に開き、器厚は0．6

～1．2cmほどである。

砂粒 ・石英

褐　 色

7

高　　 年

（8．5）

10．0

脚柱部は円筒状 を呈 し、裾部で大 脚柱部は縦位の箆なでがみられ、 普　 通
脚　柱 部 きく開きさらに外反す る。 裾部 も箆なでがみられる。 砂粒 ・長石

明赤褐色

98区l

11

石製

模造品

長　4．4

厚 0 ．7

孔 0．15

重 9．5g

扁平な形状を呈し、表裏面には擦

痕が顕著である。

側面部の整形はやや粗雑。

くツ－mr、qソぶ

その他の遺物

闇　　　　　　　　　　　　　　　『謬

O

L＿＿⊥＿⊥ヘム¶一＿」m

第107図　第　2　号土壌実測図
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番号 器　　 種 法量（cm） 器 形　の特 徴

98殴 石製 長　 2．1 やや不整の円形状を望

9
模造品 幅　 2．2 し、 2mmほどの孔が2

厚 0．2 個みられる。表裏面と

重 3g も擦痕が認められる。

10

石製 長　 2．6 不整の円形状を里し、

模造品 幅　3．3 厚い。中央部に2 mmは

厚 0．4 どの孔を有し、表裏面

重 4．5g とも擦痕顕著。



第108図　第2号土壌出土遺物
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第4章　ま　と　め

大生郷遺跡の発掘調査の結果、縄文時代の住居跡11軒、古墳時代の住居跡12軒、歴史時代の住

居跡6軒の計29軒の住居跡と、縄文時代の土壌2基、古墳時代の土壌1基が確認された。これら

遺構の分布は、台地西側に人と）こむ幅の広い沖積地をひとつの生活基盤としていたようにみられ

る。西の沖積地の北谷頭東部には古墳時代住居跡のひとつのまとま年がみられ、台地南部の東に

入り込む浅い支谷の谷頭周辺にも住屠跡のまとまりがみられた。南部地区のまとま男ま、縄文時

代～歴史時代の住居跡が複合したものであと上各時代の遺構。遺物については次のようにまとめ

ることができる。

縄文時代の住居跡は、すでにのべてあるように楕円形の平面形を有するもの2軒、隅丸方形の

平面形を有するもの3軒、長方形状の平面形を有するもの6軒である。これらの住居跡の内容を

詳細に検討してみると、炉跡がほとんど不明鮮であり、柱穴についても規格性はあまりみられな

い。さらに、床についてもそれほど硬い状態を示すものはなく、居住期間が短期間であったので

あろうと推察することができる。‘

これらの住居跡群は、南部地区の東へ浅く入り込む谷頭周辺に分布し、第1～9号住居跡が谷

頭に向くように位置している。第11号住居跡は、北部のブロックに位置しているが、そのほかに

同時期の住居跡は確認されていない。些瓢の谷率郵桂㌔墾査対象区城外ということもあり、第11

号住居跡以外の遺構の存在を明確に把握することはできなかったが、住居跡の存在を推定するに

とどまった。

これら第10号住居跡以外の10軒の住居跡から出土した土器群は、すべて胎土中に繊維を含む土

器であ㌢上文様的特徴などから前期の黒浜式土器に編年的位置づけができるものである。遺物の

出土状況は、ほとんどが覆土上層で、同一個体でも散在して出土している。これらの土器群は器

形の推定できるものは少なく、ほとんどが破片で深鉢形土器の一部である。

縄文土器は、胎土中に繊維を含む第工群土器と、繊維を含まない第II群土器に大別したが、第

I群土器は沈線を有する1類と縄文を主体とした2類に分類した。住居跡から出土した土器の主

体となるものは、第I群2類1種であり、沈線文を有する土器群よりも出土量は多い。その中で

も、Rくとの原体を横位に回転したものが多く、0段多条のものも含まれる。羽状構成を呈する

土器群もやや多く、羽状は普通から粗雑なものがみられ、回転方向が変えて羽状化したものが多

くみられる。洗練文の土器群は、半裁竹管による文様施文が多くみられ、コンパス文・波状文・

平行沈線文などが主体である。コンパス文はやや形の退化したものが多く、前型式にみられるも

のよr「も後出的な様相を呈している。土器以外の遣物はほとんどみられず、大生郷遺跡の特徴と
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第柑図　住居跡童鞠表大盤郊第H期）

いうことができる。

第10号住居跡出土土器は

第II群土器で、北部地区に

単独で検出された住居跡か

ら出土したもので、大生郷

遺跡においては本住居跡以

外に認められていない。住

居跡は方形の平面形を里し、

柱穴e炉跡などは確認され

ず、住居跡として不明瞭な

部分も多くみられる。出土土器は前述のように第m群土器で、微隆帯によって曲線的な区画がな

されて縄文が施文される中期末の加曽利EⅣ式土器である。

縄文時代のその他の遺構として土壌2基があげられる。第1号土壌は南部地区の谷頭の奥に位

置し、ヤマトシジミが検出され、さらに下層の床付近からは灰と焼土が検出されている。出土土

器は第I群土器2類1種で、住居跡同様黒浜期のものと考えられる。床付近の灰e焼土は煮沸用

のものと考えられるが、ヤマトシジミが出土したことから土壌の用途が推察できる。第3号土壌

は北部地区の谷頭東部に位置し、第11号住居跡と隣接して確認された土壌である。出土土器は胎

土中に繊維を含む第I群土器であるが、文様構成的には諸磯a式土器のものと近似している。ま

た、復元実測の結果、大形の深鉢形土器であることが判明した。これらの土器群は、勝田市遠原

貝塚出土の第3群土器中の一部に類似が認められ、今後の資料の増加を待つものである。

古墳時代の住居跡は12軒が確認され、南部地区においては縄文時代の住居跡群と同様に東に入
一

り込む浅い支谷の奥に分布している。また、北部地区においては北の谷頭を中心として広範囲に

点在している。これらのまとまりは、南の第13～16号住居跡、第18～21号住居跡、第22e23号住

居跡で、第17号住居跡が中央部に位置している。

各住居跡はほとんど方形を呈し、第19号住居跡は長方形を呈している。全体的に床は軟弱なも
㌦㌦㌦仰騨叫

ので、炉埠もはとがんど不鮮明である。柱穴も基本的には4柱の主柱穴がみられるが、

含まれている。貯蔵穴はほとんどの住居跡にみられ、南西コーナー部に位置しているものが多く

全部の住居跡が火災に遭遇した痕跡を残している。規模としては、一辺6－7mほどの大きさを

有するものが一般的で、第15e16。19。23号住居跡が大型の住居跡である。主軸方向は北を中心

として西に傾くものが多く、北北西方向のものがほとんどである。

住居跡のまとまりの状況から南のグループをA群、北のグループをB群として2分してそれぞ

れの群内での特徴をみれば、大型住居跡の存在があげられる。A群において第16号住居跡は11．5
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第瑠柑且　住居跡主軸蒙来生郷第Ⅳ期〉

×11．4mの方形の平面形を

有し、さらに、第15号住居

跡は9．6×9．5mの規模を有

している。B群においては

第23号住居跡が最大規模の

もので11．9×11．7mの大き

さを有している。さらに、

第19号住居跡が9．3×6．4m

で第15号住居跡と類似して

いる。A e B両群において

は大型住居跡の存在が注目され、A群における第15．16号住居跡とB群における第19。23号住居

跡の共通性を充分考慮すべきであろうと考えられる。

各住居跡の遺物についてみれば、壷形土器e無形土器の棒形土器・高年形土器弓宛形土器。鉢

形土器・柑形土器などの器種がみられ、それぞれの住居跡でのセット関係は多様である。これら

の土器群で注目されるのは高年土器であr上　A群第16号住居跡から多数出土している。さらに紺

形土器も他の住居跡と比較すると多 性格の濃い住居跡と考えられる。B群の第23号
転二∴無料露㌍

住居跡は、第16号住居跡と同規模の住居跡であるが、他の住居跡と比較すればやはり高塚形土器

の出土量が多く、性格的に第16号住居跡との類似性が多くみられる。

第17号住居跡はA e B群のほぼ中間に位置した住居跡で、球状土錘が24個ほど検出されている。

この球状土錘は、チ網などの錘として利用されたもので、飯沼水系での当時の漁拶活動の一端を

うかがうことができる。そのほかの遺物としては石製模造品があり、第14e17。23号住居跡から

出土している。

古墳時代に位置ずけられたこれらの住居跡は、前期的な様相を一部に残しているが和泉式土器

の特徴を示した土器群を出土し、和泉期に編年されるものである。住居跡以外では第2号土壌を

同時期のものと考えられ、1．5m内外の楕円形を呈する本土境内から．壷形土器e無形土器が出土し

ている。その性格については明確に理解されていないが、貯蔵穴的なものとも考えられるが、

覆土中より出土した石製模造品（勾玉）の存在が注目される。

歴史時代の住居跡は6軒が南部地区に確認され、縄文時代および古墳時代A群と同様に分布が

認められる。これらもひとつのまとまりとしてとらえることが可能であり、規模は3．5～4．8mは

どの方形を呈した平面形を示している。主軸方向は北方向を示したものが多く、竃も北壁に構築

されている。床は良心踏み硬められた状態を示したものが多い。柱穴は明確に床面に確認される
げ〆′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮮瀬㌦ザ

ものは少なく、住居跡外部にその存在を求めなければならない。

ー136－



出土遺物は完形品およびそれに近い状態の出土は少なく、土師器と須恵器が伴出している。こ

れらの破片の出土量を分類すると、須恵器の出土率はほとんど10％内外であり、第25号住居跡に

おいては45％の比率がみられた。また、完存率の高いものは、第24号住居跡において須恵器80％

。土師器20％であり、破片の比率は6％e94％と逆転している。この須恵器と土師器の比率の問

題は、器種などの差によっても異なるが、今後充分に検討しなければならない問題点であろう。

そのほか、第24号住居跡から管状土錘が17個ほど出土し、古墳時代第17号住居跡同様に漁扮活動

を考慮する必要がある。

大生那遺跡から検出された集落跡は、それぞれ時間的な間隔をおいて営まれたということがで

き、概略的に‡～Ⅳ期に分類すれば私製製法組立療悲義遊戯豊浜親戯住居跡群で、ヤマトシジミ

を出土した土壌もこの時期に位置づけることができる。第最期はそれほど明確なものではないが

縄文時代中期末の加曽利EⅣ期である。第m期は古墳時代中期の和泉式土器を出土する住居跡群

が位置づけられる。太生郷遺跡の第m期にはA e Bの2つの住居跡群がみられ、それらの例から

みて5～6軒ほどの住居跡がひとつの集落単位を構成するものであると考えられる。しかし、A

e Bの群についての同時性を明確に把握することはできない。これらの群における大型住居跡は、

その群の主体的な住居として存在していたと考えられる。第Ⅳ期は6軒からなる集落で、第I e

m期同様に単一時期の集落としてとらえることができ、8世紀中葉から8世紀後半の時期に位置

づけることができる。

これらの遺構については、今後も充分な検討が必要であり、周辺地城の資料の増加とともに分

析されていく資料とな㌢）うるであろう。
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住　居　跡　一　覧　表

睡 跡
、地　　 区 主軸方向 平　 面 形 規模 （m ） 面積（m 2）炉竃 柱穴 貯蔵穴（eの 火災 出　 土　 遺　 物 時　　　　 期

！ 1
G 48区 N 側83CLE 楕　 円 形 5．6 ×5．1 19．6

I 3
縄文土器 1446片　 石22 縄文時代　 前期

i 2
L 45区 N －28CJW 隅丸方形 6．46×5．65 38．0 〝　　 1081片　 軽石1　　　 ／／　　　 ／！

i 3
L 45区 N －84CJW 長　 方 形 5 ×3．5 13．2 1 〝　　　 558片　 石 4 ／／　　　　　　 ！1

障
N 44区 N －35CLw 長　 方 形 6 ．3×5．6 24 2 〝　　　 2137片　 石11 ／！　　　　　 ／／

i 5
I 43区 N －8 ㌔E 楕　 円 形 6．3×5．6 15．8 5 〝　　　 219片　 軽石2 ／／　　　　 ／1

！ 6
I 42区 N －1CLE 隅丸方形 5．8 ×5 ．3 19 ．0 13 〝　　　 520片　 石 2 1／　　　　 ／／

7 I42区 N …4㌔E 隅丸方形 5．7 ×5．4 21．1 16 〝　　　 661片　 軽石2 ／／　　　　 ！1

8 K 39区 N －24㌔E 方　　 形 3．8 ×3．5 10．4 〝　　　 133片 ／′　　　　　 ／1

i＿＿＿＿＿＿9
R 38区 N …4 ㌔E 不定長方形 5 ．5×4 19．0 7 1′　　　　 34片 ／！　　　　 ／／

10 K 9区 N －33CLw 方　　 形 4 ．1×3．6 10 ．7 〝　　　 中期

11 D 3 区 N －25㌔W 方　　 形 6．09×5．92 32 ．6 6 ／1　　 1594片 1／　　 前期

i 12
L 46区 N －78CLE 方　　 形 7．08×6．6 42．6

＝

9 ○
（土師器）悪報 糟 潮 2

古墳時代 和泉期

13 M 45区 N －12．5CLw 方　　 形 5．08×4．8 21．6 6 90×70 ×40 C）
〝　 普漕 漂 驚

／／　　　　　 ／／

i 14
L 44区 N －23㌔W 方　　 形 6．65×6．6 41．2 9 70×60×45 ○

〝　 敷 島 謁 玉1
／／　　　　 ／／

！ 15
0 43区 N －24CLW 方　　 形 9．64×9．5 82．4 9 ○ 〝　　 紺1．年2．琉2 ！／　　　　 ／／

16 L41・L42区
M41・M42区

N －18CLw 方　　 形 11．5×11．4 131．1 11 100×100 ×60 ○
〝　 筑 莞2着 忘

／／　　　　 ！！

17 I 27区 N 4 4．5とW 方　　 形 6．7×6 ．4 41．4 4 105 ×55×45 ○
〝　 蔑荒塩 簑2

／1　　　　 ／／

18 K 15区 N －31CLW 方　　 形 6．1×6．0 34．8 4 96×56×45 （〕 〝　　 高杯1ノト片 ／／　　　　 ／／

19 N 13区 N … 長　 方 形 9．3×6．4 （56．8） 2 117×75 ○ 〝　　 琉2．紺．壷 ／／　　　　 ／／

20 H 9 区 N － 方　　 形 5．7×5．1 ○ 〝　　 紺2．土苑1．土錘1 1／　　　　 ／／

21 L 5 区 N －75㌔W 方　　 形 5 ．1×5．0 24．0 3 ○
〝　　 域2．年1

球状土錘4
／！　　　　 ／／

22 E 3 区 N …21㌔W 方　　 形 5．14×5．13 25．2 2 50×50 （〕
〝　　 高年2

球状土錘1′

〝　 ′『

23 C l 区 N 一‾9くLw 方　　 形 11．9×11．7 135．4 15 ○
〝　 艶 欝 4載 〝　 〝 ！

24 H 46区 N －7㌔W 方　　 形 4．3 ×4．0 15．5 ○ 2
（須恵器）杯8

（土師器）杯2・管状土錘17

歴史時代 国分期 i

25 H 47区 N q－22．5とW 方　　 形 4．3 ×4．1 15．5 ○ 2 （須恵器）杯2．盤1 1／　　　　　　 ／／

26 J 47区 N 」4CLW 方　　 形 4 ．8×4．2 14．2
（11．5） （⊃ 8 〝　　 杯壷1．砥石1 ／／　　　　　　　 ／／

27
！

N 47区
l
N －2 ㌔w

I
方　　 形

l
3 ．6×3．6

！
9 ．14

】
○

l
4

l l

（須恵器）杯1

（土師器）球状土鐘1 1
／／　　　　　　 ／／

28 N 45区 N －26CLE 長　 方 形 3 ．8×3．3 11．1 （⊃ 2 土師器片
〝　 ′′ 】

29 J 44区 N －2仁E 方　　 形 3．5×3 ．2 9．5 ○ 1 土師器　 小形無 1
〝　 〝 i
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鯛　　飯

遺物写真下の番号は、遺構番号及び図版番号

12－（2）1　第12号住居跡の図版（2）－1
（例）

SK2－1　第2号土壌の図版－1



PLl　航　　空　　写　　真（遺跡遠景）
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PL2　A地区グリ　ット全景

PL3　B地区北部ト　レ　ンチ全景

一140－



PL4　D地区グリ　ット全景

PL5　テ　ス　ト　ピ　ッ　ト
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PLc．第1号住居跡遺物出土状況

PL7　第　2　号住居跡遺物出土状況

－142－



PL8　第　2　号　住　居　跡

PL9　第　4　号住居跡遺物出土状況

－143－



PL10　第5・6・7号　住　居　跡（手前より）

－144－



PLll　第　6　号住居跡遺物出土状況

PL12　第　7　号　住　居　跡

－145－



PL13　第　8号住居跡遺物出土状況

PL14　第　9　号　住　居　跡

－146－



PL15　第11号住居跡遺物出土状況

PL16．第12　号　住　居　跡

－147－



PL17　第13号住居跡遣物出土状況

PL18　第14　号　住　居　跡

－148－



PLlg　第15号住居跡遺物出土状況

PL20　第16　号　住　居　跡

－149一



PL21第17号住居跡遺物出土状況（1）

PL22　第17号住居跡遺物出土状況（2）

一150一



PL23　第17号住居跡球状土錘出土状況

PL24　第17号住居跡石製模造品出土状況

－151－



PL25　第18号住居跡遺物出土状況

PL25　第19　号　住　居　跡

－152一



PL27　第　21号　住　居　跡

PL28　第22号住居跡遺物出土状況

－153－



PL29　第　23　号　住　居　跡

PL30　第23号住居跡遺物出土状況

－154－



PL31第24・25号住居跡遺物出土状況

PL32　第24・25号　住　居　跡

－155－



PL33　第26号住居跡遺物出土状況

PL34　第　26　号　住　居　跡

－156－



PL35　第　27　号　住　居　跡

PL38　第28号住居跡土層断面

－157－



PL37　第　29　号　住　居　跡

PL38　第29号住居跡遺物出土状況

－158－



PL39　B地区ト　レ　ンチ拡張区

PL40　第1号　土　壌

－159－



PL41第12　号　土　壌

PL42　第．3　号　土　壌

－160－



PL43　第1号住居跡出土土器

PL44　第1号住居跡出土土器

一161－



PL45　第　2　号住居跡出土土器

PL46　第　2　号住居跡出土土器

－162－



PL47　第　4　号住居跡出土土器

PL48　第　4　号住居跡出土土器

一163－



PL49　第　4　号住居跡出土土器

－164－



PL50　第　3　号住居跡出土土器

PL51第　5　号住居跡出土土器

－165－



PL52　第　6　号住居跡出土土器

PL53　第　6　号住居跡出土土器

－166－



PL54　第　7　号住居跡出土土器

PL55　第　7　号住居跡出土土器

－167－



PL56　第　8　号住居跡出土土器

PL57　第　9　号住居跡出土土器

－168－



PL58　第10号住居跡出土土器

PL59　第11号住居跡出土土器

－169－



ー170－



PL62　第1号土壌出土ヤマトシジミ
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SK2－2

SK2－3

PL63　住居跡出土土器

－172－

（S＝％）



24－6

PL64　住　居　跡　出　土　土　器

一173－

29－7

（S＝11）



16一（1）16

PL65　住居跡出土土器

－174－

23－（1）12

（S＝％）



12－（2）9

12－（2）6

12－（2）10

23－（2）5

23－（2）2 23－（2）3

23－（2）4

16－（2）14

S K2－G

PLG6　住　居　跡　出　土　土　器

－175－

（S＝％）



12－（2）8

17－8

PL67　住　居　跡　出　土　土　器

－176－

17－9

（S＝11）



16－（2）7

16－（2）15

16－（2）6

16－（2）8

23－（2）8

23－（2）7

12－（2）5

PL68　住　居　跡　出　土　土　器

－177－

（S＝％）



24－（1）4

24－（1）8

24－（1）11

24一（1）6

24－（1）9

24－（り12

24－（1）7

24－（1）10

24－（1）13

PL69　住　居　跡　出　土　土　器（須恵器）　　　（S＝％）

－178－
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